
八景水谷送水管布設工事（大正期）

八景水谷送水場（大正期）

第２章　水道事業統計



昭和３０年代の下水道整備の様子

第３章　下水道事業統計

昭和２８年６月白川大水害の様子



Ⅰ 熊本市水道事業の沿革

１ 水道事業のあゆみ

熊本市の上水道事業は、大正 年に八景水谷を水源地、立田山を配水池として、坪井や新屋敷

など中心市街地に給水を開始したのが始まりです。その後、本市が周辺町村との合併などで拡大・発

展する中、水需要も増加の一途をたどり、上水道事業はこれに対応するため、新たな水源の確保や

水道管の整備などを行い、第 次から第 次までの拡張事業を推進してきました。熊本市水道事業の

特徴は、水道水源を ％天然地下水で賄っている点にあります。熊本の地下水は、雨水が地下に

浸透して流れていく間に自然にろ過され、きれいになります。その水質は極めて良質で安定しており、

日本屈指のおいしい水として広く知られています。水道の蛇口をひねれば、おいしい天然水が出る、

そんな暮らしが熊本にはあります。

一方、上水道事業が施設の拡張から維持管理の時代へと変化する中で、本市も平成 年度から第

次配水管整備事業として、老朽化した水道管を順次更新するとともに、平成 年度からは第 次施

設整備事業として、管路以外の老朽化した上水道施設も計画的に更新しています。また、地震や台

風などの災害にも強い水道を構築するために、主要な水源地や配水場の耐震化を行うとともに、緊急

遮断弁を設置し緊急貯水量を確保するなど、防災対策強化にも取り組んでいます。

近年では、人口増加の鈍化や市民の節水意識の高揚などにより、水需要の伸びは見込めず、経

営環境は厳しさを増しています。このような中で、平成 年度から 年度まで経営改善計画を立案

し、財政の健全化、事業の効率化、組織の活性化などに取り組んできましたが、平成 年度には、健

全な経営のもとで、将来にわたり安全で良質な水道水を安定的に供給していくために、熊本市上水

道事業の経営の基本方針とこれを達成する手段を定める計画として、「熊本市水道事業経営基本計

画」を策定し、平成 年度には第 次配水管整備事業・第 次施設整備事業などの諸事業を引き

継ぐとともに、｢熊本市水道事業経営基本計画」を実現・具体化するために必要な上水道施設の整備

実施計画として、｢水道施設整備実施計画｣を策定しました。

平成 年度には、平成 年度の上下水道組織統合や平成 年度からの政令指定都市移行な

どを踏まえ、上下水道のこれまでの取組みを整理再構築し、上下水道局が目指すべき方向性を明ら

かにするため、｢熊本市上下水道事業経営基本計画｣を策定しました。

さらに、平成 年 月に厚生労働省が公表した新水道ビジョンに基づき、平成 年度に｢水道施

設整備実施計画｣の中間見直しを行い、全市民がいつでもおいしく水を飲めるような「安心な水道」、

地震などの災害に強い「強靭な水道」、健全な運営体制を確保した「水道サービスの持続」を目指し

ています。

また、平成 年度の富合町との合併に伴い つの町営簡易水道を、平成 年度の城南町・植木

町との合併に伴い両町の つの上水道事業及び つの簡易水道事業を引き継ぎました。これらの水

道事業の統合を進めるために、平成 年度には、富合町の簡易水道を熊本市上水道事業に統合す

るとともに熊本市南部方面の整備を行うために、「第 次拡張事業」に着手しました。また、平成 年

度には、城南町・植木町の上水道事業及び簡易水道事業を統合し、 つの上水道事業（熊本市水道

事業）とする変更認可を受け、これらの施設の再編成や未普及地域の解消などにも取り組んでいま

す。
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　　　計　　　画

一日最大給
水量(㎥)

一人一日
最大給水量

(㍑)

総事業費
(内起債)　(千円)

 立田山配水池　　　１池（２室）　
　　　　　　　　　 (取水井)八景水谷　２本　
　　　　　　　　　 旧三菱重工業(株)専用水道施設

水源井６本ほか譲渡
　　　　　　　　　 健軍水源地として諸施設を拡張
　　　　　　　　　 旧三菱水道施設を買収　　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 立田山配水池１池を増設　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 (取水井)　一本木　１本　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 亀井　１本、健軍　１本　 　　　　　　　  

川尻配水池　　１池　　　
　　　　　　　　　 城山配水池　　１池　　　
　　　　　　　　　 立田山配水池　２池(増設)　

　　　　　　　　 　　　　　　　　　 徳王配水池　　２池　　　
（取水井）八景水谷１本　

　　　　　　　　　 城山　２本、亀井　３本　
　　　　　　　　　 健軍　６本、川尻　１本　

　　　　　　　　 　　　　　　　　　 一本木　１本　　　　　　
岩倉山配水池　３池　　　

－ 健軍配水池　　２池　　　

　　　　　　 　　　　　　　 万日山配水池　２池　　　
徳王配水池　２池(増設)
城山配水池　　１池(増設)

１.浄水方法の変更　 小山山配水池　２池
２.事業費の変更　　 沼山津配水池　２池
１.給水区域の変更　 　　　　　　 （取水井）
２.給水人口の変更　 － 麻生田　８本、沼山津 10本、
３.給水量の変更 川尻 １本、八景水谷  １本、
１.取水地点の変更　 城山 ２本、託麻６本、池上４本、
２.目標年次の変更 一本木２本、山室２本

川尻配水池　１池　　  
　　　　　　　　　 　　　　　　 秋田配水池　２池　　　

　　　　　　 　　　　　　　 岩倉山配水池　１池　　　

－ 高遊原配水池　１池　　  

　　　　　　　 　　　　　　 （取水井）

　　　　　　 　　　　　　　 庄口　８本、麻生田　１本、　
秋田　２本（計画10本)　

　　　　　　 　　　　　　　 
水需要伸びの
鈍化

地域ごとの水需要予
測の変動

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 昭和31.11.1　通水

　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  

　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
昭和49.5　給水開始
平成7.4
　熊本市水道事業に統合

　　　　　　　　　 (浄水施設)塩素滅菌室､除鉄装置　　　　

(配水施設)配水池､配水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備　　　　

圧力水槽設備､配水管布設､消火栓等　　

(電気施設)電気計装一式　　　　　　

　　　　　　　　　 除鉄槽設備､配水管布設　　　　　　　 　　　　　　　　 
　　　　　　　　　 ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ盤設置
　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　  
　　　　　　　　 

　　　　　　 　　　　　　　  

　　　　　　 　　　　　　　  

　　　　　　 　　　　　　　  

(17,000）

昭和52.3　通水　  

配水池(PC造1,300ｍ  １池)
配水施設･配水ﾎﾟﾝﾌﾟ(片吸込うず巻)

 22ｍ /min×55m×37kw×3台
（内可変速用２台、固定使用１台、内１台予備）

配水ﾎﾟﾝﾌﾟ(夜間用､片吸込うず巻)

昭和53.3　通水　  

備　　　考 
変更の

主たる理由

－

建設した主な施設

大正13.11.27　通水

昭和45.11.1
　旧託麻村水道施設
　熊本市へ移管

昭和23.2.25
　健軍通水

和泉配水池１池、鶴羽田配水池
１池、西梶尾配水池１池

(平成3年度末)

昭和63.4
 　3地区簡易水道を統合

－

－

給水量の変更　　　

庄口取水井
２本増設

浄水方法の変更

昭和36.12.9
　川尻地区通水

昭和38.3.8
 　高橋地区通水

第2回変更の竣工年月
日は、平成8年までに延
長
平成3.2.1
　北部、河内、飽田、天
明、熊本市へ編入、各水
道施設熊本市へ移管

基本計画変更

取水地点の変更　　　　　　　　

総工費
(千円)

２　拡張事業の推移
　 基　　　本

目標年次 給水人口
(人)

　 熊 本 市 上 水 道
事 業 創 設

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　
当 初 昭和40.12.14 昭和40.12.10 昭和41. 2.15 昭和41. 4. 1 昭和51. 3.31 昭和55年

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　
第 １ 回 変 更 － 昭和56. 9.11 昭和57. 1.22 昭和55. 4. 1 昭和63. 3.31 昭和65年

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　          
　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　

第 ２ 回 変 更 － 昭和57.10.25 昭和58. 1. 7 昭和55. 4. 1 昭和63. 3.31 昭和65年

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　          

第 １ 回見直 し 昭和65年 昭和65年

第 ２ 回見直 し 平成7年 平成７年

河 内 町 上 水 道
事 業 創 設

　　　　　　 　　　　　　 昭和27. 4. 1 昭和27. 7. 1 昭和31.10. 1 昭和37年

第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和38.12.27 昭和39. 1.10 昭和39. 3.31 昭和48年
第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和41. 3.29 昭和41.12. 1 昭和43. 3.31 昭和51年
第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和43. 3.28 昭和45. 8.31 昭和46. 3.31 昭和55年
第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和50. 6. 3 昭和50. 6. 3 昭和51. 3.31 昭和59年
第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和55. 8. 9 昭和55. 9   昭和57. 3.31 平成6年

横 山 ・ 黒 石 地 区
簡 易 水 道 事 業

　　　　　　 　　　　　　 昭和48. 7. 9 昭和48. 8   昭和49. 4   昭和49年

第 次拡張事業
当 初

昭和25. 8.21 昭和31.11.28 昭和40年

昭和40年

昭和52. 3.19

　　　　　　

昭和55年

着工年月日 竣工年月日認可年月日

昭和26.12.24

昭和21. 7.29 昭和21. 8.17 昭和21.10.10

昭和49. 8. 6 昭和49. 9.11

大正 9.12.26  大正10. 1. 8 大正11. 3.20

昭和47.12.25

昭和54.12.14

大正12. 6. 1 大正13.11 昭和16年

昭和21.11.25 昭和25. 8.22
第
１
次
拡
張
事
業

議決年月日 申請年月日

変 更

昭和26. 8. 6 昭和26. 8. 6

第 １ 期

区 分

第 ２ 期

当 初 昭和32.10.24 昭和32.10.15

第 次拡張事業

昭和53.12.22

　          

第 １ 回 変 更

第 ２ 回 変 更

第 ３ 回 変 更

　　　　　　

昭和50. 3. 5

　　　　　　

昭和60. 3   

昭和44. 9.22

第 ４ 回 変 更

第
４
次
拡
張
事
業

変 更

飽 田 町 上 水 道
事 業 創 設

天
明

北
部

当 初

第
３
次
拡
張
事
業

北 部 町 上 水 道
事 業 創 設

天 明 町 上 水 道
事 業 創 設

第
２
次
拡
張
事
業

昭和47.11.28 昭和48. 1.11

　　　　　　

昭和50. 7.31 昭和50. 8.26

昭和54.12.19

昭和53.12.18 昭和54. 1. 5

昭和62.12. 2

昭和55. 2.18

昭和37.12.27 昭和37.12.17 昭和37.12.28 昭和37. 5.15 昭和40. 3.31 昭和46年

昭和32.11. 4 昭和33. 1   昭和37. 3.31 昭和46年

昭和46.12.10 昭和46.12.10 昭和47. 1.20 昭和41. 4. 1 昭和51. 3.31 昭和55年

昭和44. 9.26 昭和44.10.20 昭和41. 4. 1 昭和51. 3.31 昭和55年

昭和41. 4. 1 昭和54.3.31

昭和63. 4   平成8. 3    平成9年

昭和65年

昭和53.12   昭和53. 3   

昭和41. 4. 1 昭和56. 3.31 昭和56年

昭和55. 4. 1 昭和63. 3.31

昭和59.10.13

　　　　　　

昭和59.12.12

　　　　　　

昭和59.12. 7

昭和60. 5.20 昭和60. 6.10 昭和60. 6   昭和60. 7   平成7年

河
内

飽
田

昭和53年

昭和63. 4. 5

昭和49.11.20
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　　　計　　　画

一日最大給
水量(㎥)

一人一日
最大給水量

(㍑)

総事業費
(内起債)　(千円)

 立田山配水池　　　１池（２室）　
　　　　　　　　　 (取水井)八景水谷　２本　
　　　　　　　　　 旧三菱重工業(株)専用水道施設

水源井６本ほか譲渡
　　　　　　　　　 健軍水源地として諸施設を拡張
　　　　　　　　　 旧三菱水道施設を買収　　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 立田山配水池１池を増設　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 (取水井)　一本木　１本　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 亀井　１本、健軍　１本　 　　　　　　　  

川尻配水池　　１池　　　
　　　　　　　　　 城山配水池　　１池　　　
　　　　　　　　　 立田山配水池　２池(増設)　

　　　　　　　　 　　　　　　　　　 徳王配水池　　２池　　　
（取水井）八景水谷１本　

　　　　　　　　　 城山　２本、亀井　３本　
　　　　　　　　　 健軍　６本、川尻　１本　

　　　　　　　　 　　　　　　　　　 一本木　１本　　　　　　
岩倉山配水池　３池　　　

－ 健軍配水池　　２池　　　

　　　　　　 　　　　　　　 万日山配水池　２池　　　
徳王配水池　２池(増設)
城山配水池　　１池(増設)

１.浄水方法の変更　 小山山配水池　２池
２.事業費の変更　　 沼山津配水池　２池
１.給水区域の変更　 　　　　　　 （取水井）
２.給水人口の変更　 － 麻生田　８本、沼山津 10本、
３.給水量の変更 川尻 １本、八景水谷  １本、
１.取水地点の変更　 城山 ２本、託麻６本、池上４本、
２.目標年次の変更 一本木２本、山室２本

川尻配水池　１池　　  
　　　　　　　　　 　　　　　　 秋田配水池　２池　　　

　　　　　　 　　　　　　　 岩倉山配水池　１池　　　

－ 高遊原配水池　１池　　  

　　　　　　　 　　　　　　 （取水井）

　　　　　　 　　　　　　　 庄口　８本、麻生田　１本、　
秋田　２本（計画10本)　

　　　　　　 　　　　　　　 
水需要伸びの
鈍化

地域ごとの水需要予
測の変動

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 昭和31.11.1　通水

　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  
　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　  

　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　
昭和49.5　給水開始
平成7.4
　熊本市水道事業に統合

　　　　　　　　　 (浄水施設)塩素滅菌室､除鉄装置　　　　

(配水施設)配水池､配水ﾎﾟﾝﾌﾟ設備　　　　

圧力水槽設備､配水管布設､消火栓等　　

(電気施設)電気計装一式　　　　　　

　　　　　　　　　 除鉄槽設備､配水管布設　　　　　　　 　　　　　　　　 
　　　　　　　　　 ｲﾝﾊﾞｰﾀｰ盤設置
　　　　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　  
　　　　　　　　 

　　　　　　 　　　　　　　  

　　　　　　 　　　　　　　  

　　　　　　 　　　　　　　  

(17,000）

昭和52.3　通水　  

配水池(PC造1,300ｍ  １池)
配水施設･配水ﾎﾟﾝﾌﾟ(片吸込うず巻)

 22ｍ /min×55m×37kw×3台
（内可変速用２台、固定使用１台、内１台予備）

配水ﾎﾟﾝﾌﾟ(夜間用､片吸込うず巻)

昭和53.3　通水　  

備　　　考 
変更の

主たる理由

－

建設した主な施設

大正13.11.27　通水

昭和45.11.1
　旧託麻村水道施設
　熊本市へ移管

昭和23.2.25
　健軍通水

和泉配水池１池、鶴羽田配水池
１池、西梶尾配水池１池

(平成3年度末)

昭和63.4
 　3地区簡易水道を統合

－

－

給水量の変更　　　

庄口取水井
２本増設

浄水方法の変更

昭和36.12.9
　川尻地区通水

昭和38.3.8
 　高橋地区通水

第2回変更の竣工年月
日は、平成8年までに延
長
平成3.2.1
　北部、河内、飽田、天
明、熊本市へ編入、各水
道施設熊本市へ移管

基本計画変更

取水地点の変更　　　　　　　　

総工費
(千円)

２　拡張事業の推移
　 基　　　本

目標年次 給水人口
(人)

　 熊 本 市 上 水 道
事 業 創 設

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　
当 初 昭和40.12.14 昭和40.12.10 昭和41. 2.15 昭和41. 4. 1 昭和51. 3.31 昭和55年

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　
第 １ 回 変 更 － 昭和56. 9.11 昭和57. 1.22 昭和55. 4. 1 昭和63. 3.31 昭和65年

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　          
　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　　

第 ２ 回 変 更 － 昭和57.10.25 昭和58. 1. 7 昭和55. 4. 1 昭和63. 3.31 昭和65年

　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　　　　　　 　          

第 １ 回見直 し 昭和65年 昭和65年

第 ２ 回見直 し 平成7年 平成７年

河 内 町 上 水 道
事 業 創 設

　　　　　　 　　　　　　 昭和27. 4. 1 昭和27. 7. 1 昭和31.10. 1 昭和37年

第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和38.12.27 昭和39. 1.10 昭和39. 3.31 昭和48年
第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和41. 3.29 昭和41.12. 1 昭和43. 3.31 昭和51年
第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和43. 3.28 昭和45. 8.31 昭和46. 3.31 昭和55年
第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和50. 6. 3 昭和50. 6. 3 昭和51. 3.31 昭和59年
第 次拡張事業 　　　　　　 　　　　　　 昭和55. 8. 9 昭和55. 9   昭和57. 3.31 平成6年

横 山 ・ 黒 石 地 区
簡 易 水 道 事 業

　　　　　　 　　　　　　 昭和48. 7. 9 昭和48. 8   昭和49. 4   昭和49年

第 次拡張事業
当 初

昭和25. 8.21 昭和31.11.28 昭和40年

昭和40年

昭和52. 3.19

　　　　　　

昭和55年

着工年月日 竣工年月日認可年月日

昭和26.12.24

昭和21. 7.29 昭和21. 8.17 昭和21.10.10

昭和49. 8. 6 昭和49. 9.11

大正 9.12.26  大正10. 1. 8 大正11. 3.20

昭和47.12.25

昭和54.12.14

大正12. 6. 1 大正13.11 昭和16年

昭和21.11.25 昭和25. 8.22
第
１
次
拡
張
事
業

議決年月日 申請年月日

変 更

昭和26. 8. 6 昭和26. 8. 6

第 １ 期

区 分

第 ２ 期

当 初 昭和32.10.24 昭和32.10.15

第 次拡張事業

昭和53.12.22

　          

第 １ 回 変 更

第 ２ 回 変 更

第 ３ 回 変 更

　　　　　　

昭和50. 3. 5

　　　　　　

昭和60. 3   

昭和44. 9.22

第 ４ 回 変 更

第
４
次
拡
張
事
業

変 更

飽 田 町 上 水 道
事 業 創 設

天
明

北
部

当 初

第
３
次
拡
張
事
業

北 部 町 上 水 道
事 業 創 設

天 明 町 上 水 道
事 業 創 設

第
２
次
拡
張
事
業

昭和47.11.28 昭和48. 1.11

　　　　　　

昭和50. 7.31 昭和50. 8.26

昭和54.12.19

昭和53.12.18 昭和54. 1. 5

昭和62.12. 2

昭和55. 2.18

昭和37.12.27 昭和37.12.17 昭和37.12.28 昭和37. 5.15 昭和40. 3.31 昭和46年

昭和32.11. 4 昭和33. 1   昭和37. 3.31 昭和46年

昭和46.12.10 昭和46.12.10 昭和47. 1.20 昭和41. 4. 1 昭和51. 3.31 昭和55年

昭和44. 9.26 昭和44.10.20 昭和41. 4. 1 昭和51. 3.31 昭和55年

昭和41. 4. 1 昭和54.3.31

昭和63. 4   平成8. 3    平成9年

昭和65年

昭和53.12   昭和53. 3   

昭和41. 4. 1 昭和56. 3.31 昭和56年

昭和55. 4. 1 昭和63. 3.31

昭和59.10.13

　　　　　　

昭和59.12.12

　　　　　　

昭和59.12. 7

昭和60. 5.20 昭和60. 6.10 昭和60. 6   昭和60. 7   平成7年

河
内

飽
田

昭和53年

昭和63. 4. 5

昭和49.11.20
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　　　計　　　画

一日最大給
水量(㎥)

一人一日
最大給水量

(㍑)

総事業費
(内起債)　(千円)

総工費
(千円)

取水施設
　秋田水源地（2・5・7・9号）さく井
　改寄水源地（2号）さく井
導水施設
　導水管布設　2,995 ｍ
浄水施設
　秋田配水場次亜滅菌装置
送水施設
　上松尾（第1・2）加圧送水施設
　送水管布設　3,546 ｍ
配水施設
　健軍配水場更新
　高遊原配水池新設
　配水管布設　89,941 ｍ
取水施設
　秋田水源地（4・6号）さく井
導水施設
　導水管布設　896 ｍ 計画給水人口
浄水施設 　749,000人→697,000人
　八景水谷送水場次亜滅菌装置
　貢送水場次亜滅菌装置 計画給水能力
送水施設 　368,000ｍ →311,000ｍ
　八景水谷送水場更新
　貢送水場更新 和泉配水系の変更
　送水管布設　1,201 ｍ
配水施設
　岳加圧ポンプ所更新
　配水管布設　33,198 ｍ
取水施設
　秋田取水４井ﾎﾟﾝﾌﾟ室新築
　秋田取水6井ﾎﾟﾝﾌﾟ室新築 【H21.3月竣工】

　高感度濁度計設置（一本木）【H20.7月竣工】

　高感度濁度計設置（八景水谷）【H21.3月竣工】 計画給水人口
導水施設 　697,000人→681,000人
　木山川推進　332ｍ
浄水施設 計画給水能力
　川床次亜滅菌設備 　311,000ｍ →270,000ｍ
送水施設
　戸島送水場施設整備 高遊原配水系の変更
　追分送水場築造【H21.3月竣工】
　送水管布設　1,644 ｍ
配水施設
　和泉配水池増設
　高遊原配水池増設 
　白浜配水池築造
　配水管布設　37,477 ｍ
　【H20年度実績：10,700ｍ】
施設改良事業
紫外線消毒装置設置（一本木）
紫外線消毒装置設置（八景水谷）

浄水方法の変更

変更の
主たる理由

建設した主な施設

一本木・八景水谷水源
地への紫外線消毒装置
設置に伴う変更認可

４水道事業及び１簡易
水道事業の統合

給水区域の拡張

下益城郡富合町に建設
される九州新幹線熊本
総合車両基地への給水
を行うための変更届出

備　　　考 

9地区簡易水道組合と1
地区専用水道組合が統
合

７地区簡易水道組合が
統合

　 基　　　本

目標年次 給水人口
(人)

―第 １ 回 変 更

富 合 町 南 部
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

当 初

第 １ 回 見 直 し

平成 17.3.24

平成20.3.14

平成28年度

平成28年度平成 21.3.20

申請年月日 着工年月日 竣工年月日

富
合
町

― 同上

― ―

平成19.12.7 平成 19.12.20

― 平成20年度

平成 13.3.27

議決年月日区 分

平成 6. 9.30

第
５
次
拡
張
事
業

軽 微 な 変 更 平成19.12.21 平成20.1.31

―

―

平成19.11.22

平成 21年

第 ２ 回 見 直 し

同上 同上

平成 6.10.27 平成 6.12.16 平成 7. 4. 1 平成 21. 3.31

認可年月日

富 合 町 北 部
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成20.3.14 平成20.9.22 平成20.10.1 平成20.10.31 平成25.3.10

平成20.1.31
(届出）

― ― 平成28年度

平成25.3.10 平成28年度平成20.10.31平成20.9.22 平成20.10.1
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　　　計　　　画

一日最大給
水量(㎥)

一人一日
最大給水量

(㍑)

総事業費
(内起債)　(千円)

総工費
(千円)

取水施設
　秋田水源地（2・5・7・9号）さく井
　改寄水源地（2号）さく井
導水施設
　導水管布設　2,995 ｍ
浄水施設
　秋田配水場次亜滅菌装置
送水施設
　上松尾（第1・2）加圧送水施設
　送水管布設　3,546 ｍ
配水施設
　健軍配水場更新
　高遊原配水池新設
　配水管布設　89,941 ｍ
取水施設
　秋田水源地（4・6号）さく井
導水施設
　導水管布設　896 ｍ 計画給水人口
浄水施設 　749,000人→697,000人
　八景水谷送水場次亜滅菌装置
　貢送水場次亜滅菌装置 計画給水能力
送水施設 　368,000ｍ →311,000ｍ
　八景水谷送水場更新
　貢送水場更新 和泉配水系の変更
　送水管布設　1,201 ｍ
配水施設
　岳加圧ポンプ所更新
　配水管布設　33,198 ｍ
取水施設
　秋田取水４井ﾎﾟﾝﾌﾟ室新築
　秋田取水6井ﾎﾟﾝﾌﾟ室新築 【H21.3月竣工】

　高感度濁度計設置（一本木）【H20.7月竣工】

　高感度濁度計設置（八景水谷）【H21.3月竣工】 計画給水人口
導水施設 　697,000人→681,000人
　木山川推進　332ｍ
浄水施設 計画給水能力
　川床次亜滅菌設備 　311,000ｍ →270,000ｍ
送水施設
　戸島送水場施設整備 高遊原配水系の変更
　追分送水場築造【H21.3月竣工】
　送水管布設　1,644 ｍ
配水施設
　和泉配水池増設
　高遊原配水池増設 
　白浜配水池築造
　配水管布設　37,477 ｍ
　【H20年度実績：10,700ｍ】
施設改良事業
紫外線消毒装置設置（一本木）
紫外線消毒装置設置（八景水谷）

浄水方法の変更

変更の
主たる理由

建設した主な施設

一本木・八景水谷水源
地への紫外線消毒装置
設置に伴う変更認可

４水道事業及び１簡易
水道事業の統合

給水区域の拡張

下益城郡富合町に建設
される九州新幹線熊本
総合車両基地への給水
を行うための変更届出

備　　　考 

9地区簡易水道組合と1
地区専用水道組合が統
合

７地区簡易水道組合が
統合

　 基　　　本

目標年次 給水人口
(人)

―第 １ 回 変 更

富 合 町 南 部
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

当 初

第 １ 回 見 直 し

平成 17.3.24

平成20.3.14

平成28年度

平成28年度平成 21.3.20

申請年月日 着工年月日 竣工年月日

富
合
町

― 同上

― ―

平成19.12.7 平成 19.12.20

― 平成20年度

平成 13.3.27

議決年月日区 分

平成 6. 9.30

第
５
次
拡
張
事
業

軽 微 な 変 更 平成19.12.21 平成20.1.31

―

―

平成19.11.22

平成 21年

第 ２ 回 見 直 し

同上 同上

平成 6.10.27 平成 6.12.16 平成 7. 4. 1 平成 21. 3.31

認可年月日

富 合 町 北 部
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成20.3.14 平成20.9.22 平成20.10.1 平成20.10.31 平成25.3.10

平成20.1.31
(届出）

― ― 平成28年度

平成25.3.10 平成28年度平成20.10.31平成20.9.22 平成20.10.1
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　　　計　　　画

一日最大給
水量(㎥)

一人一日
最大給水量

(㍑)

総事業費
(内起債)　(千円)

総工費
(千円)

（7,140,000）

富合町北部簡易水道事
業と富合町南部簡易水
道事業を熊本市水道事
業に統合

（15,131,600）

給水区域の拡
張、給水人口・
給水量の増加

旧城南町の４簡易水道
事業と旧植木町の１水道
事業、４簡易水道事業を
熊本市水道事業に統合

（15,131,600）
事業の譲受け

旧城南町の民営才木簡
易水道事業を熊本市水
道事業に統合（平成25
年4月1日から給水）

（15,131,600）
事業の譲受け

旧城南町の民営高・碇
簡易水道事業を熊本市
水道事業に統合（平成
29年4月1日から給水）

（12,467,580）

給水人口の増
加、水源位置
の変更

計画給水人口の変更、
取水地点の変更

一地区簡易水道組合が
公営化

備　　　考 
変更の

主たる理由
建設した主な施設

給水区域の拡張

（1,470,300）
給水区域の拡張

（435,100）

浄水方法の変更

（47,730）

（1,272,400）
給水区域の拡張

取水地点の変更
（1,351,400）

（538,460）

（1,577,500）

四地区簡易水道組合が
統一

六田水源の位置変更

五地区簡易水道組合が
統一

五霊中央、植木東部、鹿
南中央地区拡張

給水区域の拡
張、水源位置
の変更（1,457,700）

創設

（239,000）

滴水の一部を拡張

除鉄・除マンガン及び臭
気除去設備の設置

二地区簡易水道が統合

（1,583,600）

簡易水道から上水道事
業へ変更

（666,097）

創設

築地水源系の認可

創設

　 基　　　本

目標年次 給水人口
(人)

第
６
次
拡
張
事
業

当 初 平成21.12.21 平成22.3.2 平成22.3.19 平成22.4.1 平成36.3.31 平成35年度

第 １ 回 変 更 平成23.12.16 平成24.3.1 平成24.3.31 平成24.4.1 平成41.3.31 平成40年度

事 業 の 譲 受 け 平成24.12.25
平成25.3.1
（届出）

平成25.3.1
（届出）

平成24.4.1 平成41.3.31 平成40年度

事 業 の 譲 受 け 平成28.12.20
平成29.3.9
（届出）

平成29.3.9
（届出）

平成24.4.1 平成41.3.31 平成40年度

第 ２ 回 変 更 平成30.3.26 平成30.3.26　 平成30.3.30 平成30.4.1 平成41.3.31 平成40年度

植 木 町 大 和 地 区
簡 易 水 道 事 業 平成21.12.17

平成21.12.17

区 分 議決年月日 申請年月日 認可年月日

平成22.2.16 平成22.3.15 ―
城 南 町 北 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

着工年月日 竣工年月日

― 平成30年度

平成22.2.16

平成28年度平成21.3.5 平成26.3.31

平成23.7.1 平成24.3.20

平成4.3.31 平成10年度

平成30年度

平成20年度

平成30年度

平成2.8.2 平成2.4.1

平成14.3.31

平成19.3.19 平成19.3.30 平成19.7.1 平成26.3.31

城 南 町 東 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成21.12.17 平成22.2.16 平成22.3.15 平成22.7.1 平成26.3.20 平成30年度

平成21.2.20 平成21.3.3

城 南 町 南 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成21.12.17 平成22.3.15

城 南 町 中 央 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 変 更 ）

平成19.2.21

城
南
町

植 木 町 中 央 地 区
水 道 事 業
（ 変 更 ）

平成21.12.17 平成22.2.8 平成22.3.4 平成22.7.20

六 田 ・ 島 田 地 区
中 央 地 区 ）

簡 易 水 道 事 業
平成2.3.22

平成22.2.8 平成22.3.4

平成15.3.25 平成13.10.1 平成19.3.31

平成22.7.20 平成27.3.20

平成23年度

平成2.6.21

平成29.3.20

城 南 町 中 央 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 変 更 ）

―

平成22.3.20

植 木 町 田 底 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成21.12.17 平成22.2.8

平成21.4.1平成21.3.18 平成21.3.24

平成11.1.20

平成15.3.14
植木町鹿南西部地区
簡 易 水 道 事 業
（ 変 更 ）

― 平成14.9.10 平成14.9.27 平成14.9.1

植木町鹿南西部地区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成30年度

植 木 町 中 央 地 区
水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成14.12.19

平成29.3.20

平成16.3.31

平成13.3.27 平成13.7.30

植
木
町

植 木 町 北 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 変 更 ）

平成13.10.1 平成18.3.31 平成22年度平成13.3.12

平成29年度平成21.7.20

植 木 町 北 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成10.12.24 平成10.12.25 平成10.12.25

平成22.3.4 平成22.7.20

第
６
次
拡
張
事
業

平成28年度

平成30年度

平成20年度
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　　　計　　　画

一日最大給
水量(㎥)

一人一日
最大給水量

(㍑)

総事業費
(内起債)　(千円)

総工費
(千円)

（7,140,000）

富合町北部簡易水道事
業と富合町南部簡易水
道事業を熊本市水道事
業に統合

（15,131,600）

給水区域の拡
張、給水人口・
給水量の増加

旧城南町の４簡易水道
事業と旧植木町の１水道
事業、４簡易水道事業を
熊本市水道事業に統合

（15,131,600）
事業の譲受け

旧城南町の民営才木簡
易水道事業を熊本市水
道事業に統合（平成25
年4月1日から給水）

（15,131,600）
事業の譲受け

旧城南町の民営高・碇
簡易水道事業を熊本市
水道事業に統合（平成
29年4月1日から給水）

（12,467,580）

給水人口の増
加、水源位置
の変更

計画給水人口の変更、
取水地点の変更

一地区簡易水道組合が
公営化

備　　　考 
変更の

主たる理由
建設した主な施設

給水区域の拡張

（1,470,300）
給水区域の拡張

（435,100）

浄水方法の変更

（47,730）

（1,272,400）
給水区域の拡張

取水地点の変更
（1,351,400）

（538,460）

（1,577,500）

四地区簡易水道組合が
統一

六田水源の位置変更

五地区簡易水道組合が
統一

五霊中央、植木東部、鹿
南中央地区拡張

給水区域の拡
張、水源位置
の変更（1,457,700）

創設

（239,000）

滴水の一部を拡張

除鉄・除マンガン及び臭
気除去設備の設置

二地区簡易水道が統合

（1,583,600）

簡易水道から上水道事
業へ変更

（666,097）

創設

築地水源系の認可

創設

　 基　　　本

目標年次 給水人口
(人)

第
６
次
拡
張
事
業

当 初 平成21.12.21 平成22.3.2 平成22.3.19 平成22.4.1 平成36.3.31 平成35年度

第 １ 回 変 更 平成23.12.16 平成24.3.1 平成24.3.31 平成24.4.1 平成41.3.31 平成40年度

事 業 の 譲 受 け 平成24.12.25
平成25.3.1
（届出）

平成25.3.1
（届出）

平成24.4.1 平成41.3.31 平成40年度

事 業 の 譲 受 け 平成28.12.20
平成29.3.9
（届出）

平成29.3.9
（届出）

平成24.4.1 平成41.3.31 平成40年度

第 ２ 回 変 更 平成30.3.26 平成30.3.26　 平成30.3.30 平成30.4.1 平成41.3.31 平成40年度

植 木 町 大 和 地 区
簡 易 水 道 事 業 平成21.12.17

平成21.12.17

区 分 議決年月日 申請年月日 認可年月日

平成22.2.16 平成22.3.15 ―
城 南 町 北 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

着工年月日 竣工年月日

― 平成30年度

平成22.2.16

平成28年度平成21.3.5 平成26.3.31

平成23.7.1 平成24.3.20

平成4.3.31 平成10年度

平成30年度

平成20年度

平成30年度

平成2.8.2 平成2.4.1

平成14.3.31

平成19.3.19 平成19.3.30 平成19.7.1 平成26.3.31

城 南 町 東 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成21.12.17 平成22.2.16 平成22.3.15 平成22.7.1 平成26.3.20 平成30年度

平成21.2.20 平成21.3.3

城 南 町 南 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成21.12.17 平成22.3.15

城 南 町 中 央 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 変 更 ）

平成19.2.21

城
南
町

植 木 町 中 央 地 区
水 道 事 業
（ 変 更 ）

平成21.12.17 平成22.2.8 平成22.3.4 平成22.7.20

六 田 ・ 島 田 地 区
中 央 地 区 ）

簡 易 水 道 事 業
平成2.3.22

平成22.2.8 平成22.3.4

平成15.3.25 平成13.10.1 平成19.3.31

平成22.7.20 平成27.3.20

平成23年度

平成2.6.21

平成29.3.20

城 南 町 中 央 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 変 更 ）

―

平成22.3.20

植 木 町 田 底 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成21.12.17 平成22.2.8

平成21.4.1平成21.3.18 平成21.3.24

平成11.1.20

平成15.3.14
植木町鹿南西部地区
簡 易 水 道 事 業
（ 変 更 ）

― 平成14.9.10 平成14.9.27 平成14.9.1

植木町鹿南西部地区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成30年度

植 木 町 中 央 地 区
水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成14.12.19

平成29.3.20

平成16.3.31

平成13.3.27 平成13.7.30

植
木
町

植 木 町 北 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 変 更 ）

平成13.10.1 平成18.3.31 平成22年度平成13.3.12

平成29年度平成21.7.20

植 木 町 北 部 地 区
簡 易 水 道 事 業
（ 創 設 ）

平成10.12.24 平成10.12.25 平成10.12.25

平成22.3.4 平成22.7.20

第
６
次
拡
張
事
業

平成28年度

平成30年度

平成20年度
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主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

大正 （ ） ． 電気水道局を新設

昭和 （ ） ． 水道条例を改正、全計量制を実施

（ ） ． 電気水道局廃止、電気局と水道課に分離

（ ） ． 陸軍特別演習記念拡張工事（２ヶ年継続）を起工

． 飽託郡白坪村が市編入

（ ） ． 配水幹線複線化が完成

． 飽託郡画図村が市編入

（ ） ． 水源地拡張基本調査を実施

（ ） ． 上水道通水１０周年記念式典を挙行

（ ） ． 料金支払に集金制度を開始

（ ） ． 飽託郡健軍村が市編入

（ ） ． 飽託郡清水村が市編入

． 富尾調整池、ポンプ室が完成

． 上水道通水１５周年記念式典を挙行

（ ） ． 飽託郡日吉村、力合村及び川尻町が市編入

（ ） ． 太平洋戦争開戦

（ ） ． 凍結のため給水管が破損し断水起こる

（ ） ． 水道事業特別会計を廃止、毎月集金を隔月（２ヶ月毎）集金制度に変更

（ ） ． 太平洋戦争終戦

． 復興局水道課に改編
（ ） ． 健軍町の旧三菱重工業株式会社の専用水道を利用した健軍水源地計画

（第１次第１期拡張工事）を市議会で可決(２１年１０月１０日認可）

． 第１次第１期拡張計画の着工

（ ） ． 健軍水源地の水量テスト終了

（ ） ． 健軍水源地通水式を挙行

（ ） ． 水道事業特別会計として再び独立

（ ） ． 第１次第１期拡張工事完了

． 旧三菱重工業株式会社の水道施設買収、正式に市上水道施設となる

（ ） ． 第１次第２期拡張工事５ヶ年計画が決定（２６年１２月２４日認可）

（ ） ． 地方公営企業法施行に伴い、同法の適用を受ける

． 水道局が発足

． 一本木水源地が完成

（ ） ． 飽託郡田迎村及び御幸村が市編入

． 大水害発生で水源地及び配水池等の水道施設が甚大な被害を受ける

． 飽託郡池上村、城山村及び高橋町が市編入

（ ） ． 水道局、旧公会堂（現市民会館）へ移転

． 上益城郡秋津村が市編入

（ ） ． 亀井水源地、送水ポンプ室が完成

． 飽託郡松尾村が市編入（同村簡易水道を引継）

． 立田山配水池増設工事を開始

（ ） ． 指定工事店制度を開始（２６店指定）

． 谷尾崎簡易水道が完成

． 飽託郡託麻村の一部が市編入

． 平簡易水道が完成

． 第２次拡張工事５ヶ年計画が決定（３２年１１月４日認可）

（ ） ． 飽託郡小島町、龍田村が市編入

（ ） ． 第２次拡張工事計画を着工

． 機構改革により４課１３係

． 飽託郡中島村が市編入

． 新水道事業給水条例を制定

（ ） ． 立田山配水池へ送水するため水管橋（竜神橋）を架設（添架送水管径６００粍）

． 第１回「水道週間」実施。婦人会の施設見学、PR行事を実施

３　水道関連年表 　※ 網掛け部分は、熊本市のあゆみ

主　　　な　　　事　　　項

明治 ） ． 市町村制施行、熊本市誕生

（ ） ． 第３代辛島市長が上（下）水道計画私案を発表

（ ） ． 上水道調査費予算（１,０００円）を計上

． 上水道調査協議会を設置、調査開始

（ ） ． 上水道調査完了

（ ） ． 水源地を飽託郡清水村八景水谷（現熊本市八景水谷１丁目）に決定

大正 元 （ ） ． 東京帝国大学(現東京大学)教授中島鋭治工学博士を市顧問に委嘱

． 市議会に上（下）水道事業につき諮問案を提出、中島博士が実地調査

（ ） ． 工事設計完了

． 市議会から早期実現を市長へ答申

． 臨時水道調査課設置

（ ） ． 水源地を水前寺に変更、同地域の湧水試験開始

（ ） ． 市是調査課新設に伴い臨時水道課を廃止

（ ） ． 市議会で水道計画案を可決、翌２１日認可申請

． 加勢川流域農民・漁民川尻大慈禅寺にて水道反対の大会を開催

． 陸軍省から熊本城内への配水池設置計画を正式に拒絶される

． 水道反対派が辛島町相撲館で市民大会を開催

（ ） ． 市是調査課から独立、初めて水道課を設置

． 市議会議員改選、水道反対派多数当選

． 市議会で認可申請取り下げ建議案を可決

． 国庫補助決定

． 水道布設の認可

（ ） ． 水道事務所開設、本格的事業を開始

． 八景水谷の地下水調査開始

． 八景水谷の地下水調査終了

（ ） ． 市制３０周年記念式典を挙行

． 水道委員会で八景水谷水源地と下流灌がい水問題を協議

（ ） ． 立田山への送水線測量を開始

． 八景水谷を水源地、立田山を配水池とする新計画を決定

． 市議会で新水道布設計画を可決

（ ） ． 工事実施計画を認可申請

八景水谷水源地工事事務所、農民の焼き打ちに遭う

． 隣接１１カ町村が市編入

（ ） ． 工事実施計画の認可

． 水道部誕生

． 立田山配水池整地作業に着手

（ ） ． 細川家と立田山配水池用地、無償借受けを契約

． 八景水谷水源地用地買収が終了

． 水道工事起工式及び立田山配水池地鎮祭を執行

（ ） ． 市議会で水道使用条例を可決

． 水道条例の認可

． 同条例施行、水道特別会計が発足

． 給水申請の受付開始

． 立田山配水池貯水を開始（容量７,５００㎥）

． 通水テスト終了

． 水道工事竣工祭を執行

． 上水道完成、通水式を挙行、営業を開始（坪井、新屋敷など）

（ ） ． 上水道創設、市電創設を含む三大事業記念共進会開催

． 飽託郡出水村が市編入

． 荒尾簡易水道が完成

月　日年（西暦）
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主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

大正 （ ） ． 電気水道局を新設

昭和 （ ） ． 水道条例を改正、全計量制を実施

（ ） ． 電気水道局廃止、電気局と水道課に分離

（ ） ． 陸軍特別演習記念拡張工事（２ヶ年継続）を起工

． 飽託郡白坪村が市編入

（ ） ． 配水幹線複線化が完成

． 飽託郡画図村が市編入

（ ） ． 水源地拡張基本調査を実施

（ ） ． 上水道通水１０周年記念式典を挙行

（ ） ． 料金支払に集金制度を開始

（ ） ． 飽託郡健軍村が市編入

（ ） ． 飽託郡清水村が市編入

． 富尾調整池、ポンプ室が完成

． 上水道通水１５周年記念式典を挙行

（ ） ． 飽託郡日吉村、力合村及び川尻町が市編入

（ ） ． 太平洋戦争開戦

（ ） ． 凍結のため給水管が破損し断水起こる

（ ） ． 水道事業特別会計を廃止、毎月集金を隔月（２ヶ月毎）集金制度に変更

（ ） ． 太平洋戦争終戦

． 復興局水道課に改編
（ ） ． 健軍町の旧三菱重工業株式会社の専用水道を利用した健軍水源地計画

（第１次第１期拡張工事）を市議会で可決(２１年１０月１０日認可）

． 第１次第１期拡張計画の着工

（ ） ． 健軍水源地の水量テスト終了

（ ） ． 健軍水源地通水式を挙行

（ ） ． 水道事業特別会計として再び独立

（ ） ． 第１次第１期拡張工事完了

． 旧三菱重工業株式会社の水道施設買収、正式に市上水道施設となる

（ ） ． 第１次第２期拡張工事５ヶ年計画が決定（２６年１２月２４日認可）

（ ） ． 地方公営企業法施行に伴い、同法の適用を受ける

． 水道局が発足

． 一本木水源地が完成

（ ） ． 飽託郡田迎村及び御幸村が市編入

． 大水害発生で水源地及び配水池等の水道施設が甚大な被害を受ける

． 飽託郡池上村、城山村及び高橋町が市編入

（ ） ． 水道局、旧公会堂（現市民会館）へ移転

． 上益城郡秋津村が市編入

（ ） ． 亀井水源地、送水ポンプ室が完成

． 飽託郡松尾村が市編入（同村簡易水道を引継）

． 立田山配水池増設工事を開始

（ ） ． 指定工事店制度を開始（２６店指定）

． 谷尾崎簡易水道が完成

． 飽託郡託麻村の一部が市編入

． 平簡易水道が完成

． 第２次拡張工事５ヶ年計画が決定（３２年１１月４日認可）

（ ） ． 飽託郡小島町、龍田村が市編入

（ ） ． 第２次拡張工事計画を着工

． 機構改革により４課１３係

． 飽託郡中島村が市編入

． 新水道事業給水条例を制定

（ ） ． 立田山配水池へ送水するため水管橋（竜神橋）を架設（添架送水管径６００粍）

． 第１回「水道週間」実施。婦人会の施設見学、PR行事を実施

３　水道関連年表 　※ 網掛け部分は、熊本市のあゆみ

主　　　な　　　事　　　項

明治 ） ． 市町村制施行、熊本市誕生

（ ） ． 第３代辛島市長が上（下）水道計画私案を発表

（ ） ． 上水道調査費予算（１,０００円）を計上

． 上水道調査協議会を設置、調査開始

（ ） ． 上水道調査完了

（ ） ． 水源地を飽託郡清水村八景水谷（現熊本市八景水谷１丁目）に決定

大正 元 （ ） ． 東京帝国大学(現東京大学)教授中島鋭治工学博士を市顧問に委嘱

． 市議会に上（下）水道事業につき諮問案を提出、中島博士が実地調査

（ ） ． 工事設計完了

． 市議会から早期実現を市長へ答申

． 臨時水道調査課設置

（ ） ． 水源地を水前寺に変更、同地域の湧水試験開始

（ ） ． 市是調査課新設に伴い臨時水道課を廃止

（ ） ． 市議会で水道計画案を可決、翌２１日認可申請

． 加勢川流域農民・漁民川尻大慈禅寺にて水道反対の大会を開催

． 陸軍省から熊本城内への配水池設置計画を正式に拒絶される

． 水道反対派が辛島町相撲館で市民大会を開催

（ ） ． 市是調査課から独立、初めて水道課を設置

． 市議会議員改選、水道反対派多数当選

． 市議会で認可申請取り下げ建議案を可決

． 国庫補助決定

． 水道布設の認可

（ ） ． 水道事務所開設、本格的事業を開始

． 八景水谷の地下水調査開始

． 八景水谷の地下水調査終了

（ ） ． 市制３０周年記念式典を挙行

． 水道委員会で八景水谷水源地と下流灌がい水問題を協議

（ ） ． 立田山への送水線測量を開始

． 八景水谷を水源地、立田山を配水池とする新計画を決定

． 市議会で新水道布設計画を可決

（ ） ． 工事実施計画を認可申請

八景水谷水源地工事事務所、農民の焼き打ちに遭う

． 隣接１１カ町村が市編入

（ ） ． 工事実施計画の認可

． 水道部誕生

． 立田山配水池整地作業に着手

（ ） ． 細川家と立田山配水池用地、無償借受けを契約

． 八景水谷水源地用地買収が終了

． 水道工事起工式及び立田山配水池地鎮祭を執行

（ ） ． 市議会で水道使用条例を可決

． 水道条例の認可

． 同条例施行、水道特別会計が発足

． 給水申請の受付開始

． 立田山配水池貯水を開始（容量７,５００㎥）

． 通水テスト終了

． 水道工事竣工祭を執行

． 上水道完成、通水式を挙行、営業を開始（坪井、新屋敷など）

（ ） ． 上水道創設、市電創設を含む三大事業記念共進会開催

． 飽託郡出水村が市編入

． 荒尾簡易水道が完成

月　日年（西暦）
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主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

昭和 （ ） ． 上水道創設５０周年記念式典を挙行（鶴屋デパート７階大ホール）

． 麻生田６号井取水ポンプ室が完成

． 富尾配水池（容量４００㎥×１池）が完成

． 八景水谷水源地第１井送水ポンプ場新ポンプを設置

． 荒尾配水池（容量２００㎥×１池）が完成

． 山室送水ポンプ場を新設

． 島崎加圧ポンプ所を新設

． 機構改革により改良課を廃止し、企画財政室を設置

． 公団からの健軍町庄口への中高層団地建設計画申請

（ ） ． 最低気温氷点下7.6度　寒波により水道管破裂６,２００件発生

． 万日山配水池（容量５,０００㎥×１池）が完成

． 「地下水保全都市宣言」を市議会で決議

． 池上水源地が完成

． 熊本市上水道事業研究会が発足

． 池上水源地に第４号取水井が完成

． 池上水源地に第３号取水井が完成

（ ． 健軍町庄口への中高層団地建設について、熊本市上水道研究会から市長

に対し建設に適さない旨の調査報告

（その後､建設計画の中止及び当該地を公園予定地として熊本市が取得）

． 最低気温氷点下7.8度　寒波により水道管破裂約５,０００件発生

． 「熊本市地下水保全対策室」を設置

． 「熊本市地下水保全条例」を制定

． 夜間の地下漏水調査を開始

． 麻生田水源地に調整池（容量４００㎥×１池）を増設

． 麻生田水源地の第７号取水井が完成

． 沼山津水源地の第７号取水井が完成

． 沼山津水源地の第８号取水ポンプ室を建築

（ ） ． 健軍水源地から立田山配水池へのφ700粍送水管破損により水前寺4丁目付近の41世帯が被害

． 徳王配水池（容量３,０００㎥×１池）を増設

． 有効率向上対策委員会が発足

（ ） ． 第３次拡張事業計画、第４回変更申請。目標年次を昭和５６年に変更（５４年１月５日認可）

（ ） ． 麻生田水源地に第８号井取水ポンプ室が完成

． 岩倉山配水池（容量３,７５０㎥×１池）を増設

． 第４次拡張事業計画が決定（５５年２月１８日認可）

（ ） ． 平地区簡易水道を廃止

． 沼山津配水池（容量９,０００㎥×２池）が完成

． 集中豪雨により、八景水谷、亀井、山室、一本木水源地送水ポンプ室が浸水

（ ） ． 最低気温氷点下7.8度　寒波により水道管破裂約６,０００件発生

． 小山山配水池（容量３,５００㎥×１池）が完成

． 託麻水源地に第６号取水井が完成

． 沼山津水源地に第９号、第１０号井取水設備が完成

． 第４次拡張事業計画、第１回計画変更申請（５７年１月２２日認可）

（ ） ． 川尻配水池（容量４,０００㎥×１池）が完成

． 企画財政室を企画財政課に改称

． 水道局庁舎別館新築が落成（５６年４月２８日着工）

． 第４次拡張事業計画、第２回計画変更申請（５８年１月７日認可）

（ ） ． 秋田配水池（容量２０,０００㎥×２池）が完成

． 管理センター一期工事が完成（５６年１１月５日着工）水源地の無人化スタート

（ ） ． 秋田配水場通水式を実施

． 厚生省（現:厚生労働省）の「おいしい水研究会」で全国おいしい水第３位になる

（ ． 八景水谷水源地を厚生省の「近代水道百選」に選定

． 収納事務処理に端末機を導入

主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

昭和 （ ） ． 上水道通水３５周年記念式典を挙行

（ ） ． 花岡山加圧ホンプ所新設

． 第１５回国民体育大会が開催

． 川尻地区に上水道施設を着工

（ ） ． 立田山配水池に１池を増設着工

． 機構改革により５課１８係

． 川尻水源地が完成

． 川尻地区、上水道が通水

（ ） ． 機構改革により５課２０係

． 水道局新庁舎新築起工式（出水町今）

（ ） ． 城山水源地、同配水池（容量６３０㎥）が完成

． 立田山配水池１池、増設（容量５,０００㎥）が完成

． 水道局庁舎（鉄筋コンクリート造、地下１階、地上３階建、床面積3,480㎡）が完成

庁舎落成式並びに通水４０周年記念式典を挙行

（ ） ． 健軍水源地にディーゼル機関予備発電装置が完成

． 水道料金銀行口座自動振替制度を実施

． 開栓・閉栓に伴う量水器取付取外し及び取替、位置変更作業を委託化

（ ） ． 給水条例を水道条例に改正

． 立田山配水池で水道記念碑除幕式を挙行

（ ） ． 立田山配水池加圧ポンプ所、岩倉山ポンプ所が完成

． 第２次拡張工事が完了

． 第３次拡張事業（１０ヶ年継続）計画決定（４１年２月１５日認可）

（ ） ． 機構改革により８課２６係

（収納、配水、水源の３課を新設、給水課を営業課と改称）

． 集金業務の委託化開始

． 料金調定業務を全面電算委託

（ ） ． 龍田地区（白川中流地区水道企業団給水区）を市引継、第１次移管

． 上松尾簡易水道を全面上水道に切替

（ ） ． 麻生田水源地、同送水ポンプ場が完成

． 城山配水池系統、つつじヶ丘高台、万日山高地で出水不良・一部断水が発生

． 熊本大学教養部構内埋設のφ６００粍送水管が破損

（ ） ． 集金業務を全面委託

． 健軍町φ７００×φ６００粍送水管不断水穿孔工事を断行

． 飽託郡託麻村が市編入

（ ） ． 沼山津水源地が完成

． 徳王配水池（容量４,５００㎥×１池）を増設

． 城山第２配水池（容量２,０００㎥×１池）が完成

． 機構改革により７課２７係（総務課にプロジェクトチーム）

． 谷尾崎簡易水道を上水道に切替

（ ） ． 岩倉山配水池（容量７,５００㎥×１池）が完成

． 龍田地区、第２次移管

． 隔月（2ヶ月に1回）検針制度を採用

． 第３次拡張事業計画を大幅に変更（４８年１月１１日認可）

． 前受金制度を廃止し、加入金制度を採用（４８年４月実施）

（ ） ． 機構改革により２部８課３１係、初めて部制（総務部、技術部）を敷く

（ ） ． 熊本市上水道事業計画研究会が発足

． 旧託麻村の内、未移管地区（白川中流地区水道企業団給水区）第２次移管

（ ） ． 健軍水源地構内に水質検査室が完成

． 健軍配水池（容量１２,０００㎥×２池）が完成

． 「水道記念館」を創設（６月４日オープン）

． 八景水谷水源地第２深井戸取水ポンプを設置

． 託麻加圧ポンプ所を新設
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主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

昭和 （ ） ． 上水道創設５０周年記念式典を挙行（鶴屋デパート７階大ホール）

． 麻生田６号井取水ポンプ室が完成

． 富尾配水池（容量４００㎥×１池）が完成

． 八景水谷水源地第１井送水ポンプ場新ポンプを設置

． 荒尾配水池（容量２００㎥×１池）が完成

． 山室送水ポンプ場を新設

． 島崎加圧ポンプ所を新設

． 機構改革により改良課を廃止し、企画財政室を設置

． 公団からの健軍町庄口への中高層団地建設計画申請

（ ） ． 最低気温氷点下7.6度　寒波により水道管破裂６,２００件発生

． 万日山配水池（容量５,０００㎥×１池）が完成

． 「地下水保全都市宣言」を市議会で決議

． 池上水源地が完成

． 熊本市上水道事業研究会が発足

． 池上水源地に第４号取水井が完成

． 池上水源地に第３号取水井が完成

（ ． 健軍町庄口への中高層団地建設について、熊本市上水道研究会から市長

に対し建設に適さない旨の調査報告

（その後､建設計画の中止及び当該地を公園予定地として熊本市が取得）

． 最低気温氷点下7.8度　寒波により水道管破裂約５,０００件発生

． 「熊本市地下水保全対策室」を設置

． 「熊本市地下水保全条例」を制定

． 夜間の地下漏水調査を開始

． 麻生田水源地に調整池（容量４００㎥×１池）を増設

． 麻生田水源地の第７号取水井が完成

． 沼山津水源地の第７号取水井が完成

． 沼山津水源地の第８号取水ポンプ室を建築

（ ） ． 健軍水源地から立田山配水池へのφ700粍送水管破損により水前寺4丁目付近の41世帯が被害

． 徳王配水池（容量３,０００㎥×１池）を増設

． 有効率向上対策委員会が発足

（ ） ． 第３次拡張事業計画、第４回変更申請。目標年次を昭和５６年に変更（５４年１月５日認可）

（ ） ． 麻生田水源地に第８号井取水ポンプ室が完成

． 岩倉山配水池（容量３,７５０㎥×１池）を増設

． 第４次拡張事業計画が決定（５５年２月１８日認可）

（ ） ． 平地区簡易水道を廃止

． 沼山津配水池（容量９,０００㎥×２池）が完成

． 集中豪雨により、八景水谷、亀井、山室、一本木水源地送水ポンプ室が浸水

（ ） ． 最低気温氷点下7.8度　寒波により水道管破裂約６,０００件発生

． 小山山配水池（容量３,５００㎥×１池）が完成

． 託麻水源地に第６号取水井が完成

． 沼山津水源地に第９号、第１０号井取水設備が完成

． 第４次拡張事業計画、第１回計画変更申請（５７年１月２２日認可）

（ ） ． 川尻配水池（容量４,０００㎥×１池）が完成

． 企画財政室を企画財政課に改称

． 水道局庁舎別館新築が落成（５６年４月２８日着工）

． 第４次拡張事業計画、第２回計画変更申請（５８年１月７日認可）

（ ） ． 秋田配水池（容量２０,０００㎥×２池）が完成

． 管理センター一期工事が完成（５６年１１月５日着工）水源地の無人化スタート

（ ） ． 秋田配水場通水式を実施

． 厚生省（現:厚生労働省）の「おいしい水研究会」で全国おいしい水第３位になる

（ ． 八景水谷水源地を厚生省の「近代水道百選」に選定

． 収納事務処理に端末機を導入

主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

昭和 （ ） ． 上水道通水３５周年記念式典を挙行

（ ） ． 花岡山加圧ホンプ所新設

． 第１５回国民体育大会が開催

． 川尻地区に上水道施設を着工

（ ） ． 立田山配水池に１池を増設着工

． 機構改革により５課１８係

． 川尻水源地が完成

． 川尻地区、上水道が通水

（ ） ． 機構改革により５課２０係

． 水道局新庁舎新築起工式（出水町今）

（ ） ． 城山水源地、同配水池（容量６３０㎥）が完成

． 立田山配水池１池、増設（容量５,０００㎥）が完成

． 水道局庁舎（鉄筋コンクリート造、地下１階、地上３階建、床面積3,480㎡）が完成

庁舎落成式並びに通水４０周年記念式典を挙行

（ ） ． 健軍水源地にディーゼル機関予備発電装置が完成

． 水道料金銀行口座自動振替制度を実施

． 開栓・閉栓に伴う量水器取付取外し及び取替、位置変更作業を委託化

（ ） ． 給水条例を水道条例に改正

． 立田山配水池で水道記念碑除幕式を挙行

（ ） ． 立田山配水池加圧ポンプ所、岩倉山ポンプ所が完成

． 第２次拡張工事が完了

． 第３次拡張事業（１０ヶ年継続）計画決定（４１年２月１５日認可）

（ ） ． 機構改革により８課２６係

（収納、配水、水源の３課を新設、給水課を営業課と改称）

． 集金業務の委託化開始

． 料金調定業務を全面電算委託

（ ） ． 龍田地区（白川中流地区水道企業団給水区）を市引継、第１次移管

． 上松尾簡易水道を全面上水道に切替

（ ） ． 麻生田水源地、同送水ポンプ場が完成

． 城山配水池系統、つつじヶ丘高台、万日山高地で出水不良・一部断水が発生

． 熊本大学教養部構内埋設のφ６００粍送水管が破損

（ ） ． 集金業務を全面委託

． 健軍町φ７００×φ６００粍送水管不断水穿孔工事を断行

． 飽託郡託麻村が市編入

（ ） ． 沼山津水源地が完成

． 徳王配水池（容量４,５００㎥×１池）を増設

． 城山第２配水池（容量２,０００㎥×１池）が完成

． 機構改革により７課２７係（総務課にプロジェクトチーム）

． 谷尾崎簡易水道を上水道に切替

（ ） ． 岩倉山配水池（容量７,５００㎥×１池）が完成

． 龍田地区、第２次移管

． 隔月（2ヶ月に1回）検針制度を採用

． 第３次拡張事業計画を大幅に変更（４８年１月１１日認可）

． 前受金制度を廃止し、加入金制度を採用（４８年４月実施）

（ ） ． 機構改革により２部８課３１係、初めて部制（総務部、技術部）を敷く

（ ） ． 熊本市上水道事業計画研究会が発足

． 旧託麻村の内、未移管地区（白川中流地区水道企業団給水区）第２次移管

（ ） ． 健軍水源地構内に水質検査室が完成

． 健軍配水池（容量１２,０００㎥×２池）が完成

． 「水道記念館」を創設（６月４日オープン）

． 八景水谷水源地第２深井戸取水ポンプを設置

． 託麻加圧ポンプ所を新設
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主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

平成 （ ） ． 「環境保全都市」を宣言

（ ） ． 最低気温氷点下5.8度　寒波により水道管破裂427件発生（Ｈ7年度計826件）

． 将来の水道水源に関する市民意識調査を実施（～３月８日）

． 耐震性貯水槽(容量１００㎥)の整備開始（楠中央公園へ設置）

． 中核市へ移行

． 給水台帳管理システムを運用開始

． 北部水道センター（鉄筋コンクリート造、平屋建、床面積１,０５０㎡）がオープン

． 中期総合経営計画の最終報告

（ ） ． 「熊本市水道記念館（旧八景水谷貯水池ポンプ場）」が文化財登録

（煉瓦造平屋建、建築面積９９㎡）

． 水道局だよりを創刊

（ ） ． 料金管理システムを運用開始

． 検針業務にハンディーターミナルを導入

． 最低気温氷点下6.1度　寒波により水道管破裂2,900件発生

． 明日の水道水源を考える懇談会「熊本市における長期的な水道水源のあり方についての提言」

． 健軍水源地の新ポンプ棟が竣工

　送水能力を４,１８２㎥/hから５,５００㎥/hに増強

  緊急遮断弁の設置による配水池の緊急貯水槽化

． 経営改善実施計画を開始（～平成１４年度）

． 財務会計システムの運用開始

． 上松尾～平山配水池間上水道施設落成式

． 水道局庁舎本館「公共建築百選」（建設省）に選定

（ ） ． 東部環境工場・戸島送水場間受電設備が完成

． 機構改革により９課２室に

． 一本木送水場が完成

． 第５４回国体「くまもと未来国体」開催（夏季：9/11～14、秋季：10/23～28）

． 台風18号による停電により高台地区・河内地区が断水、給水車が出動（～２７日）

． コンピュータ西暦２０００年問題により、 一日最大配水量２８５,００４㎥を記録

． 直結増圧式給水申請を受付開始

． 高遊原配水池の増設工事竣工、（容量１１,０００㎥×1池）

． 漏水計量調査車（電磁流量計搭載）を導入

． 包括外部監査（～１２月２１日）

． 水の科学館１０周年記念イベント「水のフェスティバル」を開催 （～２９日）

水の実験室わくわくを設置

（ ） ． 第５次拡張事業計画、第１回見直し

． 水の科学館入館者が１００万人を達成

． 平成１３年度全国高等学校総合体育大会「ひのくに新世紀総体」開催

． 管理センターの新システム運用開始

． 椅子式階段昇降機を設置(本館)

． 時間外業務窓口の委託を開始

． 管路情報システムの一部運用を開始

． 第二次経営改善実施計画を開始（～平成１７年度）

． 水俣豪雨災害に給水車１台貸与及び水の缶詰による給水支援

． 管路積算システムを運用開始

． 熊本市水道局ホームページを開設

． 総合文書管理システムが一部運用開始

． 水のペットボトル「くまもとの水」（500ml）を製造

． 水道創設80周年記念イベント「水のルネッサンス｣を開催

． 福井市豪雨災害に水のペットボトル及び水の缶詰による給水支援

． 落雷により、約70,000戸で断水及び水圧低下が発生

． 台風１８号襲来による停電及び機器損傷により断水

　西梶尾地区(936戸)･河内地区の一部(168戸)･その他高層建築物へ給水車出動

． コンビニエンスストア・郵便局での料金収納開始

主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

昭和 （ ． 戸島送水場が稼働

（ ） ． 第４次拡張事業計画第１回見直し

． 中期総合経営計画を策定（期間６１～６５年度）

． 施設整備事業を着工（工期６１～６５年度）

． 城山送水場調整池（容量５００㎥×２池）、ポンプ室が完成

（ ） ． 水質検査室を水質検査係に改称

． 城山配水場が完成

（ ） ． 亀井水源地取水、送水設備及び調整池（容量１，０００㎥×１池）が完成

． 岩倉山配水池（容量３,７５０㎥×１池）を増設

． 検針業務を委託試行

平成 元 （ ） ． 徳王混和池（容量８５㎥×１池）が完成

． 管理センターが完成

． 市制施行１００周年記念事業を開催

． 上水道創設６５周年記念式典を挙行（八景水谷公園)

（ ） ． 最低気温氷点下6.3度　寒波により水道管破裂1,250件発生（Ｈ1年度計2,995件）

（ ） ． 秋田水源地第１・３号井取水設備が完成

． 第４次拡張事業計画第２回見直し

． 「熊本市水の科学館」（鉄筋コンクリート造、平屋建、床面積1,245㎡）がオープン

（ ） ． 飽託郡（北部町、河内町、飽田町、天明町）が市編入

． 託麻水源地に調整池（容量４００㎥×１池）を増設

． 最低気温氷点下5.9度　寒波により水道管破裂755件発生（Ｈ2年度計1,253件）

． 高遊原配水池（容量１１,０００㎥×１池）が完成

． 施設整備事業が竣工（工期　昭和６１年度～平成２年度）

． 第２次配水管整備事業が竣工（工期　昭和６０年度～平成２年度）

． 熊本地区の集金業務を廃止。料金請求方法、口座制及び納付制

． 第２次施設整備事業が着工（工期　平成３年度～平成８年度）

． 雲仙普賢岳の噴火による降灰の為、一日最大配水量３００,６８５㎥を記録

． 中期総合経営計画の見直し（期間 平成３年度～平成７年度、項目 ５７項目）

． 飛田水源地２号井トリクロロエチレン汚染により取水停止

． 台風１９号による停電により高台地区が断水、給水車を出動（２８日～３０日）

（ ） ． （財）熊本市水道サービス公社を設立

． 西梶尾配水池（容量１,５００㎥×１池）が完成

． 旧飽託四町の使用水量計量及び水道料金徴収方法を旧熊本市の制度に統一

． 水道料金清算業務にハンディーターミナルを導入

（ ） ． 島崎第２配水池（容量６００㎥×１池）が完成

． 給水タンク車を購入（２台）

． 水の缶詰（250ml）を製造

． 「火の国フェスタ・くまもと'９３」開催

（ ） ． 上水道水源研究会「熊本市上水道水源の確保と地下水の保全に関する答申」

． 上水道創設７０周年記念式典を挙行（産文会館）

． 水の科学館、八景水谷公園にて「こども水のフェスティバル」開催（～8.8）

． 水の科学館来館者５０万人を突破

． 給水タンク車を購入（１台）

． 西部水道センター（鉄筋コンクリート造、２階建、床面積８２３.４３㎡）がオープン

． 第５次拡張事業計画を申請（６年１２月１６日認可）

（ ） ． 阪神淡路大震災に給水支援（神戸市２月７日迄）

． 最低気温氷点下5.6度　寒波により水道管破裂585件発生

． 阪神淡路大震災に復旧支援（芦屋市２月２２日迄）

． 旧飽託四町の水道事業を統合（簡易水道含む）

． 第５次拡張事業計画を開始（目標年次平成２０年度）

． ３階直結給水を開始

． 「明日の水道水源を考える懇談会」を設置
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主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

平成 （ ） ． 「環境保全都市」を宣言

（ ） ． 最低気温氷点下5.8度　寒波により水道管破裂427件発生（Ｈ7年度計826件）

． 将来の水道水源に関する市民意識調査を実施（～３月８日）

． 耐震性貯水槽(容量１００㎥)の整備開始（楠中央公園へ設置）

． 中核市へ移行

． 給水台帳管理システムを運用開始

． 北部水道センター（鉄筋コンクリート造、平屋建、床面積１,０５０㎡）がオープン

． 中期総合経営計画の最終報告

（ ） ． 「熊本市水道記念館（旧八景水谷貯水池ポンプ場）」が文化財登録

（煉瓦造平屋建、建築面積９９㎡）

． 水道局だよりを創刊

（ ） ． 料金管理システムを運用開始

． 検針業務にハンディーターミナルを導入

． 最低気温氷点下6.1度　寒波により水道管破裂2,900件発生

． 明日の水道水源を考える懇談会「熊本市における長期的な水道水源のあり方についての提言」

． 健軍水源地の新ポンプ棟が竣工

　送水能力を４,１８２㎥/hから５,５００㎥/hに増強

  緊急遮断弁の設置による配水池の緊急貯水槽化

． 経営改善実施計画を開始（～平成１４年度）

． 財務会計システムの運用開始

． 上松尾～平山配水池間上水道施設落成式

． 水道局庁舎本館「公共建築百選」（建設省）に選定

（ ） ． 東部環境工場・戸島送水場間受電設備が完成

． 機構改革により９課２室に

． 一本木送水場が完成

． 第５４回国体「くまもと未来国体」開催（夏季：9/11～14、秋季：10/23～28）

． 台風18号による停電により高台地区・河内地区が断水、給水車が出動（～２７日）

． コンピュータ西暦２０００年問題により、 一日最大配水量２８５,００４㎥を記録

． 直結増圧式給水申請を受付開始

． 高遊原配水池の増設工事竣工、（容量１１,０００㎥×1池）

． 漏水計量調査車（電磁流量計搭載）を導入

． 包括外部監査（～１２月２１日）

． 水の科学館１０周年記念イベント「水のフェスティバル」を開催 （～２９日）

水の実験室わくわくを設置

（ ） ． 第５次拡張事業計画、第１回見直し

． 水の科学館入館者が１００万人を達成

． 平成１３年度全国高等学校総合体育大会「ひのくに新世紀総体」開催

． 管理センターの新システム運用開始

． 椅子式階段昇降機を設置(本館)

． 時間外業務窓口の委託を開始

． 管路情報システムの一部運用を開始

． 第二次経営改善実施計画を開始（～平成１７年度）

． 水俣豪雨災害に給水車１台貸与及び水の缶詰による給水支援

． 管路積算システムを運用開始

． 熊本市水道局ホームページを開設

． 総合文書管理システムが一部運用開始

． 水のペットボトル「くまもとの水」（500ml）を製造

． 水道創設80周年記念イベント「水のルネッサンス｣を開催

． 福井市豪雨災害に水のペットボトル及び水の缶詰による給水支援

． 落雷により、約70,000戸で断水及び水圧低下が発生

． 台風１８号襲来による停電及び機器損傷により断水

　西梶尾地区(936戸)･河内地区の一部(168戸)･その他高層建築物へ給水車出動

． コンビニエンスストア・郵便局での料金収納開始

主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

昭和 （ ． 戸島送水場が稼働

（ ） ． 第４次拡張事業計画第１回見直し

． 中期総合経営計画を策定（期間６１～６５年度）

． 施設整備事業を着工（工期６１～６５年度）

． 城山送水場調整池（容量５００㎥×２池）、ポンプ室が完成

（ ） ． 水質検査室を水質検査係に改称

． 城山配水場が完成

（ ） ． 亀井水源地取水、送水設備及び調整池（容量１，０００㎥×１池）が完成

． 岩倉山配水池（容量３,７５０㎥×１池）を増設

． 検針業務を委託試行

平成 元 （ ） ． 徳王混和池（容量８５㎥×１池）が完成

． 管理センターが完成

． 市制施行１００周年記念事業を開催

． 上水道創設６５周年記念式典を挙行（八景水谷公園)

（ ） ． 最低気温氷点下6.3度　寒波により水道管破裂1,250件発生（Ｈ1年度計2,995件）

（ ） ． 秋田水源地第１・３号井取水設備が完成

． 第４次拡張事業計画第２回見直し

． 「熊本市水の科学館」（鉄筋コンクリート造、平屋建、床面積1,245㎡）がオープン

（ ） ． 飽託郡（北部町、河内町、飽田町、天明町）が市編入

． 託麻水源地に調整池（容量４００㎥×１池）を増設

． 最低気温氷点下5.9度　寒波により水道管破裂755件発生（Ｈ2年度計1,253件）

． 高遊原配水池（容量１１,０００㎥×１池）が完成

． 施設整備事業が竣工（工期　昭和６１年度～平成２年度）

． 第２次配水管整備事業が竣工（工期　昭和６０年度～平成２年度）

． 熊本地区の集金業務を廃止。料金請求方法、口座制及び納付制

． 第２次施設整備事業が着工（工期　平成３年度～平成８年度）

． 雲仙普賢岳の噴火による降灰の為、一日最大配水量３００,６８５㎥を記録

． 中期総合経営計画の見直し（期間 平成３年度～平成７年度、項目 ５７項目）

． 飛田水源地２号井トリクロロエチレン汚染により取水停止

． 台風１９号による停電により高台地区が断水、給水車を出動（２８日～３０日）

（ ） ． （財）熊本市水道サービス公社を設立

． 西梶尾配水池（容量１,５００㎥×１池）が完成

． 旧飽託四町の使用水量計量及び水道料金徴収方法を旧熊本市の制度に統一

． 水道料金清算業務にハンディーターミナルを導入

（ ） ． 島崎第２配水池（容量６００㎥×１池）が完成

． 給水タンク車を購入（２台）

． 水の缶詰（250ml）を製造

． 「火の国フェスタ・くまもと'９３」開催

（ ） ． 上水道水源研究会「熊本市上水道水源の確保と地下水の保全に関する答申」

． 上水道創設７０周年記念式典を挙行（産文会館）

． 水の科学館、八景水谷公園にて「こども水のフェスティバル」開催（～8.8）

． 水の科学館来館者５０万人を突破

． 給水タンク車を購入（１台）

． 西部水道センター（鉄筋コンクリート造、２階建、床面積８２３.４３㎡）がオープン

． 第５次拡張事業計画を申請（６年１２月１６日認可）

（ ） ． 阪神淡路大震災に給水支援（神戸市２月７日迄）

． 最低気温氷点下5.6度　寒波により水道管破裂585件発生

． 阪神淡路大震災に復旧支援（芦屋市２月２２日迄）

． 旧飽託四町の水道事業を統合（簡易水道含む）

． 第５次拡張事業計画を開始（目標年次平成２０年度）

． ３階直結給水を開始

． 「明日の水道水源を考える懇談会」を設置

43



主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

平成 （ ． 下益城郡城南町・鹿本郡植木町と合併

． 城南営業所・植木営業所設置

検針・収納整理・転居等清算業務の民間委託を開始

． 島崎配水池工事竣工

（低区配水池：容量800㎥×1池、高区配水池：容量15㎥×１池）

（ ． 最低気温氷点下5.1度　寒波により水道管破裂183件発生（Ｈ22年度計371件）

． 市役所前に水飲み場、熊本駅西口にウォーターステーション（水飲み場）設置

． 東日本大震災発生（Ｍ9.0）

応急給水活動（宮城県村田町3月24日迄、石巻市4月22日迄）、飲料水支援

． 九州新幹線全線開業

． 計画調整課を新設。管路維持課内に漏水対策室を新設。

水道ＧＬＰ認定取得

上下水道局本館解体に伴う閉館式挙行

（ 経営企画課内に情報システム管理室を新設。

「立田山配水池」が熊本水遺産に登録される

最低気温氷点下6.7度。凍結・水道管破裂1,724件発生（Ｈ23年度計1,749件）

熊本市水の科学館がリニューアルオープン

上下水道局ホームページをリニューアル（本稼動は4月1日）

第６次拡張事業計画　第１回変更

（城南町・植木町の水道事業・簡易水道事業を熊本市水道事業に統合）

． 熊本市が政令指定都市に移行

「熊本市上下水道事業経営基本計画」開始

政令指定都市移行等に伴う機構改革（部制の廃止など）

九州電力によるセーフティネットとしての計画停電の準備（9月7日迄）

九州北部豪雨災害

給水支援を実施（阿蘇市7月25日迄）、慈恩寺加圧所浸水被害

改正熊本県地下水保全条例施行。地下水採取量の届出制・許可制開始

（ 熊本市が国連“生命の水”(Water for life)最優秀賞を受賞

城南町才木地区簡易水道事業（組合営）を譲り受け

窓口収納業務の民間委託を開始

上下水道総合管理システムが稼働

（ 新庁舎開所・業務開始

戸島送水場調整池の増設工事竣工（容量3,000㎥、2室、ＲＣ・ＳＵＳ複合構造）

消費税率改定に伴う水道料金等の改定（平成26年8月徴収分より）

熊本市水の科学館累積入場者数が200万人を突破

水道創設90周年事業として阿蘇郡西原村に「熊本市水道の森」を創設

水道施設整備実施計画中間見直し（平成21年度～平成33年度までの13年間）

（ 戸島送水場小水力発電設備設置

水運用センター新システム運用開始

戸島送水場小水力発電設備が稼働

台風15号による停電のため断水発生

（ ） 寒波による水道管の破損が発生

熊本地震　前震発生（M6.5）

熊本地震　本震発生（M7.3）　約326,000戸の断水

（ ） 城南町高・碇地区簡易水道事業（組合営）を譲り受け

南部送水場運用開始

（ ） 第６次拡張事業計画　第２回変更

（計画給水人口、取水地点の変更など）

24～25

主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

平成 ． 日本水道協会第７３回総会を開催（～29日）

． 管路情報システムの全面運用開始

． 水道創設80周年記念八景水谷送水場整備事業完成式を挙行

． 庄口水源地（動植物園）への電車延伸計画が凍結

． 第５次拡張事業計画、第２回見直し

． 市役所水道料金納入所業務の委託開始

． 熊本市管工事協同組合と「災害時の応急復旧活動に関する協定」締結

． 熊本地区ライフライン安全安心協力会（水道局、九州電力、西部ガス）と

熊本県警との「安全安心まちづくりに関する協定」締結

（7月から検針員・委託集金人が防犯パトロールを開始）

． 「私たち市民はどこまで節水できるか」をテーマに節水社会実験を実施

． 台風14号の被害により宮崎市及び延岡市に給水支援（宮崎市9/24迄、延岡市9/7）

． 和泉配水池（容量４,４００㎥×1池）を増設

． 水道局公用車の車両リースを開始

． 工事管理室を新設

． 水の科学館へ指定管理者制度導入

． 「水道事業運営審議会」を設置

． 熊本オフィシャルウォーター「熊本水物語」の発表会

． 「2006世界女性スポーツ会議くまもと」開催（～14日）

． 水道事業運営審議会「熊本市水道事業経営計画に関する答申」

． 「熊本市水道事業経営基本計画」策定

（ ． 水道技術研修所を開設（北部水道センター内）

． 健軍水源地と八景水谷が熊本水遺産に登録

． 亀井水源地　紫外線処理装置を設置

． 熊本オフィシャルウォーター「熊本水物語」のリニューアル

． 「節水チャレンジ小学校」スタート

（ ． 熊本市水道80年史発刊

． 熊本市水道80年史発刊記念式の開催

． 秋津町秋田で本市最大の配水管φ1350粍配水管漏水（12/28復旧完了）

（ ． 第５次拡張事業計画　下益城郡富合町に建設される九州新幹線熊本総合車両基地

への給水を行うための変更届出

． 高遊原3号配水池の増設工事竣工（容量１１，０００㎥×1池）

． 白浜配水池増設工事竣工（容量３００㎥×１池）

． 建設課計画調整室を新設

． 「ちびっこ節水チャレンジ」スタート

． 「熊本市地下水保全条例」が全面改正され施行

． 一本木水源地　紫外線処理装置を設置

水道施設整備実施計画策定（平成２１年度～平成３０年度までの１０年間）

． 下益城郡富合町と合併

． 富合営業所設置

． 水道局グループウエアシステム稼動

（ ． 追分水源池　調整池築造（ステンレス構造　容量200㎥）

． 八景水谷水源地　紫外線処理装置を設置

． 下水道部と統合し、上下水道局発足（３部９課５室２センター）

． 上下水道局財務会計システム稼動

． ｢熊本市水道事業水道施設整備実施計画｣開始

． 熊本市水の科学館累積入場者数が１５０万人を突破

． 水道料金改定　基本水量制廃止など

． 給水タンク車を購入（１台）

（ ． 上下水道局別館に太陽光発電設備を設置

． 第６次拡張事業計画認可　富合町北部簡易水道事業及び富合町南部簡易水道

事業を熊本市上水道事業に統合する
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主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

平成 （ ． 下益城郡城南町・鹿本郡植木町と合併

． 城南営業所・植木営業所設置

検針・収納整理・転居等清算業務の民間委託を開始

． 島崎配水池工事竣工

（低区配水池：容量800㎥×1池、高区配水池：容量15㎥×１池）

（ ． 最低気温氷点下5.1度　寒波により水道管破裂183件発生（Ｈ22年度計371件）

． 市役所前に水飲み場、熊本駅西口にウォーターステーション（水飲み場）設置

． 東日本大震災発生（Ｍ9.0）

応急給水活動（宮城県村田町3月24日迄、石巻市4月22日迄）、飲料水支援

． 九州新幹線全線開業

． 計画調整課を新設。管路維持課内に漏水対策室を新設。

水道ＧＬＰ認定取得

上下水道局本館解体に伴う閉館式挙行

（ 経営企画課内に情報システム管理室を新設。

「立田山配水池」が熊本水遺産に登録される

最低気温氷点下6.7度。凍結・水道管破裂1,724件発生（Ｈ23年度計1,749件）

熊本市水の科学館がリニューアルオープン

上下水道局ホームページをリニューアル（本稼動は4月1日）

第６次拡張事業計画　第１回変更

（城南町・植木町の水道事業・簡易水道事業を熊本市水道事業に統合）

． 熊本市が政令指定都市に移行

「熊本市上下水道事業経営基本計画」開始

政令指定都市移行等に伴う機構改革（部制の廃止など）

九州電力によるセーフティネットとしての計画停電の準備（9月7日迄）

九州北部豪雨災害

給水支援を実施（阿蘇市7月25日迄）、慈恩寺加圧所浸水被害

改正熊本県地下水保全条例施行。地下水採取量の届出制・許可制開始

（ 熊本市が国連“生命の水”(Water for life)最優秀賞を受賞

城南町才木地区簡易水道事業（組合営）を譲り受け

窓口収納業務の民間委託を開始

上下水道総合管理システムが稼働

（ 新庁舎開所・業務開始

戸島送水場調整池の増設工事竣工（容量3,000㎥、2室、ＲＣ・ＳＵＳ複合構造）

消費税率改定に伴う水道料金等の改定（平成26年8月徴収分より）

熊本市水の科学館累積入場者数が200万人を突破

水道創設90周年事業として阿蘇郡西原村に「熊本市水道の森」を創設

水道施設整備実施計画中間見直し（平成21年度～平成33年度までの13年間）

（ 戸島送水場小水力発電設備設置

水運用センター新システム運用開始

戸島送水場小水力発電設備が稼働

台風15号による停電のため断水発生

（ ） 寒波による水道管の破損が発生

熊本地震　前震発生（M6.5）

熊本地震　本震発生（M7.3）　約326,000戸の断水

（ ） 城南町高・碇地区簡易水道事業（組合営）を譲り受け

南部送水場運用開始

（ ） 第６次拡張事業計画　第２回変更

（計画給水人口、取水地点の変更など）

24～25

主　　　な　　　事　　　項月　日年（西暦）

平成 ． 日本水道協会第７３回総会を開催（～29日）

． 管路情報システムの全面運用開始

． 水道創設80周年記念八景水谷送水場整備事業完成式を挙行

． 庄口水源地（動植物園）への電車延伸計画が凍結

． 第５次拡張事業計画、第２回見直し

． 市役所水道料金納入所業務の委託開始

． 熊本市管工事協同組合と「災害時の応急復旧活動に関する協定」締結

． 熊本地区ライフライン安全安心協力会（水道局、九州電力、西部ガス）と

熊本県警との「安全安心まちづくりに関する協定」締結

（7月から検針員・委託集金人が防犯パトロールを開始）

． 「私たち市民はどこまで節水できるか」をテーマに節水社会実験を実施

． 台風14号の被害により宮崎市及び延岡市に給水支援（宮崎市9/24迄、延岡市9/7）

． 和泉配水池（容量４,４００㎥×1池）を増設

． 水道局公用車の車両リースを開始

． 工事管理室を新設

． 水の科学館へ指定管理者制度導入

． 「水道事業運営審議会」を設置

． 熊本オフィシャルウォーター「熊本水物語」の発表会

． 「2006世界女性スポーツ会議くまもと」開催（～14日）

． 水道事業運営審議会「熊本市水道事業経営計画に関する答申」

． 「熊本市水道事業経営基本計画」策定

（ ． 水道技術研修所を開設（北部水道センター内）

． 健軍水源地と八景水谷が熊本水遺産に登録

． 亀井水源地　紫外線処理装置を設置

． 熊本オフィシャルウォーター「熊本水物語」のリニューアル

． 「節水チャレンジ小学校」スタート

（ ． 熊本市水道80年史発刊

． 熊本市水道80年史発刊記念式の開催

． 秋津町秋田で本市最大の配水管φ1350粍配水管漏水（12/28復旧完了）

（ ． 第５次拡張事業計画　下益城郡富合町に建設される九州新幹線熊本総合車両基地

への給水を行うための変更届出

． 高遊原3号配水池の増設工事竣工（容量１１，０００㎥×1池）

． 白浜配水池増設工事竣工（容量３００㎥×１池）

． 建設課計画調整室を新設

． 「ちびっこ節水チャレンジ」スタート

． 「熊本市地下水保全条例」が全面改正され施行

． 一本木水源地　紫外線処理装置を設置

水道施設整備実施計画策定（平成２１年度～平成３０年度までの１０年間）

． 下益城郡富合町と合併

． 富合営業所設置

． 水道局グループウエアシステム稼動

（ ． 追分水源池　調整池築造（ステンレス構造　容量200㎥）

． 八景水谷水源地　紫外線処理装置を設置

． 下水道部と統合し、上下水道局発足（３部９課５室２センター）

． 上下水道局財務会計システム稼動

． ｢熊本市水道事業水道施設整備実施計画｣開始

． 熊本市水の科学館累積入場者数が１５０万人を突破

． 水道料金改定　基本水量制廃止など

． 給水タンク車を購入（１台）

（ ． 上下水道局別館に太陽光発電設備を設置

． 第６次拡張事業計画認可　富合町北部簡易水道事業及び富合町南部簡易水道

事業を熊本市上水道事業に統合する
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年 間
有 収 水 量

有収率
一人
一日

年 間
有 効 水 量

有効率
管 路
延 長

年 間
使 用 電 力 量

事 業 収 益 事 業 費

（Ｄ） （Ｄ／Ｃ）
生活
用

（Ｅ） （Ｅ／Ｃ）

㎥ ％  ℓ ㎥ ％ 円 円

＊昭和27年度の事業収益・事業費は、上段は4月～12月、下段は1月～3月の計。1月1日より地方公営企業法財務規程を適用。

４　水道事業主要指標総括表

市 人 口 給 水 人 口 給 水 戸 数
普及
状況

年 間
配 水 量

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ／Ａ） （Ｃ） 一  日
一人
一日

一  日
一人
一日

人 人 戸 ％ ㎥ ㎥  ℓ ㎥  ℓ

大正

昭和

最 大 配 水 量 平 均 配 水 量

 年度

区分
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年 間
有 収 水 量

有収率
一人
一日

年 間
有 効 水 量

有効率
管 路
延 長

年 間
使 用 電 力 量

事 業 収 益 事 業 費

（Ｄ） （Ｄ／Ｃ）
生活
用

（Ｅ） （Ｅ／Ｃ）

㎥ ％  ℓ ㎥ ％ 円 円

＊昭和27年度の事業収益・事業費は、上段は4月～12月、下段は1月～3月の計。1月1日より地方公営企業法財務規程を適用。

４　水道事業主要指標総括表

市 人 口 給 水 人 口 給 水 戸 数
普及
状況

年 間
配 水 量

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ／Ａ） （Ｃ） 一  日
一人
一日

一  日
一人
一日

人 人 戸 ％ ㎥ ㎥  ℓ ㎥  ℓ

大正

昭和

最 大 配 水 量 平 均 配 水 量

 年度

区分
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年 間
有 収 水 量

有収率
一人
一日

年 間
有 効 水 量

有効率 管路延長
年 間
使 用 電 力 量

事 業 収 益 事 業 費

（Ｄ） （Ｄ／Ｃ）
生活
用

（Ｅ） （Ｅ／Ｃ）

㎥ ％  ℓ ㎥ ％ 円 円

＊普及状況は、市人口（行政区域内人口）に対する水道の普及状況（水道普及率）を示す。

＊平成20年度の数値は、富合町簡易水道事業を含めた数値。

＊平成21年度の数値は、城南町・植木町を含めた数値。ただし、有収率・有効率・最大配水量・平均配水量・年間配水量、

　年間使用電力は、城南町・植木町を除いた値で算出している。

市 人 口 給 水 人 口 給 水 戸 数
普及
状況

年間配水量

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ／Ａ） （Ｃ） 一  日
一人
一日

一  日
一人
一日

人 人 戸 ％ ㎥ ㎥  ℓ ㎥  ℓ

昭和

平成 元

 年度

最 大 配 水 量 平 均 配 水 量区分
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年 間
有 収 水 量

有収率
一人
一日

年 間
有 効 水 量

有効率 管路延長
年 間
使 用 電 力 量

事 業 収 益 事 業 費

（Ｄ） （Ｄ／Ｃ）
生活
用

（Ｅ） （Ｅ／Ｃ）

㎥ ％  ℓ ㎥ ％ 円 円

＊普及状況は、市人口（行政区域内人口）に対する水道の普及状況（水道普及率）を示す。

＊平成20年度の数値は、富合町簡易水道事業を含めた数値。

＊平成21年度の数値は、城南町・植木町を含めた数値。ただし、有収率・有効率・最大配水量・平均配水量・年間配水量、

　年間使用電力は、城南町・植木町を除いた値で算出している。

市 人 口 給 水 人 口 給 水 戸 数
普及
状況

年間配水量

（Ａ） （Ｂ） （Ｂ／Ａ） （Ｃ） 一  日
一人
一日

一  日
一人
一日

人 人 戸 ％ ㎥ ㎥  ℓ ㎥  ℓ

昭和

平成 元

 年度

最 大 配 水 量 平 均 配 水 量区分
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Ⅱ　主要工事

１　建設改良工事の概況（１件5,000万円以上、税込）

（１）水道施設整備事業 (単位  円)

工事
番号

工事名 施行内容 工事費 工期

(繰越)
庄口水源地φ７００粍不断水バタ
フライ弁設置工事

撤去工、仮設工、土工、配管工、復旧工、
安全工、移設工

(繰越)
北区山室１丁目１番付近φ３００・
７５粍配水管布設替工事

配水管布設替工
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝302ｍ
【DGXE・DNSE】Φ75　ΣＬ＝144ｍ
　他

(繰越)

健軍水源地中央監視制御装置更
新工事
(平成29年度債務負担行為設定)

各機器類据付工、電線類布設工、土工事、
撤去工事

(29年度100%)

(計)

(繰越)

中央区黒髪５丁目（龍神橋）φ６０
０粍配水管布設替工事
(平成29年度債務負担行為設定)

配水管布設替工
【DNSE】Φ600　ΣＬ＝215ｍ
　他

(29年度100%)

(計)

(繰越)
中央区神水２丁目付近φ６００粍
配水管推進工事

配水管推進工
【DNSE】Φ600　ΣＬ＝135ｍ
　他

(繰越)
秋津川水管橋φ１３５０粍可とう管
取替工事

可とう管取替工

(繰越)
中央区黒髪５丁目φ６００・３００粍
配水管布設替工事

配水管布設替工
【DNSE】Φ600　ΣＬ＝35ｍ
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝100ｍ
　他

東区錦ヶ丘（錦ヶ丘中学校付近）
φ７００粍配水管推進工事
(平成30年度債務負担行為設定)

配水管推進工
【DCIP】Φ700　ΣＬ＝566ｍ
　他

(29年度66%)

(計)

東区水源１丁目泉ヶ丘小学校付
近φ３００・１００粍配水管布設替
工事

配水管布設替工
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝291ｍ
【DGXE/DNSE/DKE】Φ100　ΣＬ＝232ｍ
　他

東区桜木１丁目１４番付近φ１００
粍配水管布設替工事（２工区）

配水管布設替工
【DGXE・DKE】Φ100　ΣＬ＝870ｍ
　他

西区河内町塩屋地区φ７５・５０粍
配水管布設替他１件工事

配水管布設替工
【ＤＧＸＥ】Φ75　ΣＬ＝61.7ｍ
【ＨＰ】　　Φ50　ΣＬ＝1,325.5ｍ
他

Ｈ28.7.27
Ｈ29.7.31



Ⅱ　主要工事

１　建設改良工事の概況（１件5,000万円以上、税込）

（１）水道施設整備事業 (単位  円)

工事
番号

工事名 施行内容 工事費 工期

(繰越)
庄口水源地φ７００粍不断水バタ
フライ弁設置工事

撤去工、仮設工、土工、配管工、復旧工、
安全工、移設工

(繰越)
北区山室１丁目１番付近φ３００・
７５粍配水管布設替工事

配水管布設替工
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝302ｍ
【DGXE・DNSE】Φ75　ΣＬ＝144ｍ
　他

(繰越)

健軍水源地中央監視制御装置更
新工事
(平成29年度債務負担行為設定)

各機器類据付工、電線類布設工、土工事、
撤去工事

(29年度100%)

(計)

(繰越)

中央区黒髪５丁目（龍神橋）φ６０
０粍配水管布設替工事
(平成29年度債務負担行為設定)

配水管布設替工
【DNSE】Φ600　ΣＬ＝215ｍ
　他

(29年度100%)

(計)

(繰越)
中央区神水２丁目付近φ６００粍
配水管推進工事

配水管推進工
【DNSE】Φ600　ΣＬ＝135ｍ
　他

(繰越)
秋津川水管橋φ１３５０粍可とう管
取替工事

可とう管取替工

(繰越)
中央区黒髪５丁目φ６００・３００粍
配水管布設替工事

配水管布設替工
【DNSE】Φ600　ΣＬ＝35ｍ
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝100ｍ
　他

東区錦ヶ丘（錦ヶ丘中学校付近）
φ７００粍配水管推進工事
(平成30年度債務負担行為設定)

配水管推進工
【DCIP】Φ700　ΣＬ＝566ｍ
　他

(29年度66%)

(計)

東区水源１丁目泉ヶ丘小学校付
近φ３００・１００粍配水管布設替
工事

配水管布設替工
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝291ｍ
【DGXE/DNSE/DKE】Φ100　ΣＬ＝232ｍ
　他

東区桜木１丁目１４番付近φ１００
粍配水管布設替工事（２工区）

配水管布設替工
【DGXE・DKE】Φ100　ΣＬ＝870ｍ
　他

西区河内町塩屋地区φ７５・５０粍
配水管布設替他１件工事

配水管布設替工
【ＤＧＸＥ】Φ75　ΣＬ＝61.7ｍ
【ＨＰ】　　Φ50　ΣＬ＝1,325.5ｍ
他

Ｈ28.7.27
Ｈ29.7.31
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(単位 円)

（３）災害復旧事業 (単位  円)

工事
番号

工事名 施行内容 工事費 工期

(繰越)
東区若葉１丁目（ピアクレス）付近
φ１５０粍配水管布設替工事

配水管布設替工
【DGXE】Φ150　ΣＬ＝333ｍ
　他

(繰越)
南区城南町築地（築地公民館）付
近φ１００粍配水管布設替工事

配水管布設替工
【DGXE】Φ100　ΣＬ＝975ｍ
　他

沼山津取水１号さく井工事（災害
復旧工事）

φ750掘削工、Φ450掘削工、Φ650ケーシ
ング挿入工、Φ500ケーシング挿入工、Φ
300ケーシング挿入工、Φ800コンダクタパイ
プ　他

東区秋津町沼山津（上沼山津橋）
φ８００粍送水管布設替工事

配水管布設替工
【DNSE】Φ800　ΣＬ＝204ｍ
　他

(繰越)

沼山津送水場電動弁室築造及び
基礎他1件工事(災害復旧)

熊本地震により被災した沼山津送水場の電
動弁室及び亀井水源地内取水1号井ピット
を、国庫補助を受けて建て替える工事。

H30.2.21～

２  その他工事

（１）建設改良工事に伴う給水切替工事

給  水  切  替  個  数

（単位  個 、円）

工  事  名  及  び  件  数 工  事  費

東区広木町15－22付近給水切替工事他61
件　他36件

（２）第６次拡張事業 (単位  円)

工事
番号

工事名 施行内容 工事費 工期

(繰越)
南部送水場電気設備設置工事
(平成28年度債務負担行為設定)

各機器類据付工、電線類据付工、電線管
類据付工、各種試験工　等

(29年度100%)

(計)

(繰越)
南部送水場機械設備据付工事
(平成28年度債務負担行為設定)

各機器据付工、配管布設工、点検歩廊据
付、基礎工事

(29年度100%)

(計)

(繰越)
南部送水場監視制御装置設置工
事

各機器類据付工、電線類据付工、電線管
類据付工、各種試験工　等

(繰越)
南部送水場場内配管工事

φ500粍流出管布設工、φ200粍導水管布
設工、φ75粍戻し管布設工、φ200粍配水
管布設工、φ150粍補給水受水管布設工
他

北区鶴羽田３丁目１番付近φ４００
粍送水管布設工事

送水管布設工
【DNSE】Φ400　ΣＬ＝316ｍ
　他

南区近見８丁目地内（共同溝内）
φ５００粍配水管布設工事

配水管布設工
【PSP】500A　ΣＬ＝598ｍ
　他

南区城南町永地区φ１５０・１００・
７５・５０粍配水管布設工事

配水管布設工
【DGXE】Φ100　ΣＬ＝1,509ｍ
【DGXE】Φ75　ΣＬ＝740ｍ
　他

南区城南町丹生宮地区φ１５０・１
００・７５・５０粍配水管布設工事

配水管布設工
【DGXE】Φ75　ΣＬ＝933ｍ
【HPPE】Φ50　ΣＬ＝537ｍ
　他

南区城南町沈目～舞原間φ３０
０・１５０・１００粍配水管布設工事

配水管布設工
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝630ｍ
【DGXE】Φ100　ΣＬ＝504ｍ
　他

南区城南町塚原豊田小学校付近
φ３００粍配水管布設工事

配水管布設工
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝960ｍ
　他

南区城南町阿高８４７番地付近φ
１００・７５・５０粍配水管布設工事

配水管布設工
【DGXE】Φ100　ΣＬ＝580ｍ
【HPPE】Φ50　ΣＬ＝495ｍ
　他

南区城南町塚原１９０１番地付近
φ７５・５０粍配水管布設工事

配水管布設工
【GX】Φ75　ΣＬ＝707ｍ
【HP】Φ50　ΣＬ＝524ｍ
　他
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(単位 円)

（３）災害復旧事業 (単位  円)

工事
番号

工事名 施行内容 工事費 工期

(繰越)
東区若葉１丁目（ピアクレス）付近
φ１５０粍配水管布設替工事

配水管布設替工
【DGXE】Φ150　ΣＬ＝333ｍ
　他

(繰越)
南区城南町築地（築地公民館）付
近φ１００粍配水管布設替工事

配水管布設替工
【DGXE】Φ100　ΣＬ＝975ｍ
　他

沼山津取水１号さく井工事（災害
復旧工事）

φ750掘削工、Φ450掘削工、Φ650ケーシ
ング挿入工、Φ500ケーシング挿入工、Φ
300ケーシング挿入工、Φ800コンダクタパイ
プ　他

東区秋津町沼山津（上沼山津橋）
φ８００粍送水管布設替工事

配水管布設替工
【DNSE】Φ800　ΣＬ＝204ｍ
　他

(繰越)

沼山津送水場電動弁室築造及び
基礎他1件工事(災害復旧)

熊本地震により被災した沼山津送水場の電
動弁室及び亀井水源地内取水1号井ピット
を、国庫補助を受けて建て替える工事。

H30.2.21～

２  その他工事

（１）建設改良工事に伴う給水切替工事

給  水  切  替  個  数

（単位  個 、円）

工  事  名  及  び  件  数 工  事  費

東区広木町15－22付近給水切替工事他61
件　他36件

（２）第６次拡張事業 (単位  円)

工事
番号

工事名 施行内容 工事費 工期

(繰越)
南部送水場電気設備設置工事
(平成28年度債務負担行為設定)

各機器類据付工、電線類据付工、電線管
類据付工、各種試験工　等

(29年度100%)

(計)

(繰越)
南部送水場機械設備据付工事
(平成28年度債務負担行為設定)

各機器据付工、配管布設工、点検歩廊据
付、基礎工事

(29年度100%)

(計)

(繰越)
南部送水場監視制御装置設置工
事

各機器類据付工、電線類据付工、電線管
類据付工、各種試験工　等

(繰越)
南部送水場場内配管工事

φ500粍流出管布設工、φ200粍導水管布
設工、φ75粍戻し管布設工、φ200粍配水
管布設工、φ150粍補給水受水管布設工
他

北区鶴羽田３丁目１番付近φ４００
粍送水管布設工事

送水管布設工
【DNSE】Φ400　ΣＬ＝316ｍ
　他

南区近見８丁目地内（共同溝内）
φ５００粍配水管布設工事

配水管布設工
【PSP】500A　ΣＬ＝598ｍ
　他

南区城南町永地区φ１５０・１００・
７５・５０粍配水管布設工事

配水管布設工
【DGXE】Φ100　ΣＬ＝1,509ｍ
【DGXE】Φ75　ΣＬ＝740ｍ
　他

南区城南町丹生宮地区φ１５０・１
００・７５・５０粍配水管布設工事

配水管布設工
【DGXE】Φ75　ΣＬ＝933ｍ
【HPPE】Φ50　ΣＬ＝537ｍ
　他

南区城南町沈目～舞原間φ３０
０・１５０・１００粍配水管布設工事

配水管布設工
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝630ｍ
【DGXE】Φ100　ΣＬ＝504ｍ
　他

南区城南町塚原豊田小学校付近
φ３００粍配水管布設工事

配水管布設工
【DNSE】Φ300　ΣＬ＝960ｍ
　他

南区城南町阿高８４７番地付近φ
１００・７５・５０粍配水管布設工事

配水管布設工
【DGXE】Φ100　ΣＬ＝580ｍ
【HPPE】Φ50　ΣＬ＝495ｍ
　他

南区城南町塚原１９０１番地付近
φ７５・５０粍配水管布設工事

配水管布設工
【GX】Φ75　ΣＬ＝707ｍ
【HP】Φ50　ΣＬ＝524ｍ
　他
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Ⅲ　水道施設

１　水道の普及状況

指標 単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

行政区域内人口
（推計人口）

人 ①

給水区域内人口
（推計人口）

人 ②

給水人口
（推計人口）

人 ③

給水戸数（件数）
戸
（件）

④

行政区域内世帯数 世帯 ⑤

給水世帯数 ⑥

普及状況（水道普及率） ％ （③/①）

普及率（給水普及率） ％ （③/②）

行政区域面積 ｋｍ

給水区域面積 ｋｍ

※平成23年度認可変更（第６次拡張事業第１回見直し）に伴い、給水区域が拡大している。

※平成25年度に才木地区簡易水道事業(組合営)を譲受したことにより、給水区域が拡大している。

※平成26年度に行政区域面積の算出方法の見直しに伴い行政区域面積が拡大している。

（参考）住民基本台帳登録数に基づいて算出した給水人口等

指標 単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

行政区域内人口
（住民基本台帳）

人 ①

給水区域内人口
（住民基本台帳）

人 ②

給水人口
（住民基本台帳）

人 ③

給水戸数（件数）
戸
（件）

④

行政区域内世帯数 世帯 ⑤

給水世帯数 世帯 ⑥

普及状況（水道普及率） ％ （③/①）

普及率（給水普及率） ％ （③/②）

行政区域内人口等は、熊本県統計調査課にて算出された推計人口（国勢調査による人口及び世帯数を基準とし、住民基本台帳及
び外国人登録法などに基づき市に届出のあった出生・死亡などの数を加減して集計算出された数値）をもとに算出している。

※住民基本台帳登録者数(平成23年度は外国人登録数を含む）をもとに算出
※地方公営企業決算統計（総務省）については、平成20年度決算より、上記数値を採用している。

３　保存工事の概況

（１）配水費における維持修繕

給水切替

（２）給水費における維持修繕

（３）給水工事申込件数

平成28年度

平成29年度

増△減

漏水調査業務で発見した地中漏水（道路等並びに
宅地内メーター上流側）修理、これらに伴う老朽化し
た給水管（鉛管を含む）取替工事等

H29.4.1～H30.3.31他

(単位  件、 円)

工 事 内 容 件数 工事金額 工　　期

他工事に伴う給配水管の移設工事、道路、宅内等の
老朽化した給水管（鉛管を含む）取替工事

H29.4.1～H30.3.31他

通報等による道路等の漏水修理等 H29.4.1～H30.3.31他

消火栓（本体、鉄蓋等）の維持修繕 H29.4.1～H30.3.31他

通報による漏水等に伴う老朽化した給水管（鉛管を
含む）取替工事

H29.4.1～H30.3.31他

老朽給水管（鉛管）切替工事
［鉛給水管更新事業・入札］

H29.4.1～H30.3.31他

仕切弁（本体、鉄蓋等）の維持修繕工事 H29.4.1～H30.3.31他

宅地内のメーター上流側漏水修繕

他工事に伴う給配水管の移設破損修繕等 H29.4.1～H30.3.31他

合　　　　　　　　　　　計

(単位  件、 円)

工 事 内 容
委 託

件 数 金 額

宅地内のメーター下流側漏水調査

合 計

△ 89

(単位  件、 円)

新　　設 改　　造 その他 合　　計
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Ⅲ　水道施設

１　水道の普及状況

指標 単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

行政区域内人口
（推計人口）

人 ①

給水区域内人口
（推計人口）

人 ②

給水人口
（推計人口）

人 ③

給水戸数（件数）
戸
（件）

④

行政区域内世帯数 世帯 ⑤

給水世帯数 ⑥

普及状況（水道普及率） ％ （③/①）

普及率（給水普及率） ％ （③/②）

行政区域面積 ｋｍ

給水区域面積 ｋｍ

※平成23年度認可変更（第６次拡張事業第１回見直し）に伴い、給水区域が拡大している。

※平成25年度に才木地区簡易水道事業(組合営)を譲受したことにより、給水区域が拡大している。

※平成26年度に行政区域面積の算出方法の見直しに伴い行政区域面積が拡大している。

（参考）住民基本台帳登録数に基づいて算出した給水人口等

指標 単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

行政区域内人口
（住民基本台帳）

人 ①

給水区域内人口
（住民基本台帳）

人 ②

給水人口
（住民基本台帳）

人 ③

給水戸数（件数）
戸
（件）

④

行政区域内世帯数 世帯 ⑤

給水世帯数 世帯 ⑥

普及状況（水道普及率） ％ （③/①）

普及率（給水普及率） ％ （③/②）

行政区域内人口等は、熊本県統計調査課にて算出された推計人口（国勢調査による人口及び世帯数を基準とし、住民基本台帳及
び外国人登録法などに基づき市に届出のあった出生・死亡などの数を加減して集計算出された数値）をもとに算出している。

※住民基本台帳登録者数(平成23年度は外国人登録数を含む）をもとに算出
※地方公営企業決算統計（総務省）については、平成20年度決算より、上記数値を採用している。

55



２　水道施設総括表

井戸数
（本）

ポンプ数
（台）

取水能力

(ｍ /日)
ろ過
設備

滅菌
設備

紫外線
処理

麻生田水源地 北区麻生田5丁目26-1 ○ ○

一本木水源地 北区飛田4丁目2-15 ○ ○

山室水源地 北区山室6丁目6 ○

八景水谷水源地 北区八景水谷1丁目7-3 ○ ○

亀井水源地 北区清水亀井町24-1 ○ ○

健軍水源地 東区水源1丁目1-1 ○

秋田水源地 東区秋津町秋田2786 ○

庄口水源地 東区健軍4丁目523-5

沼山津水源地 東区秋津町沼山津2910 ○

託麻水源地 東区小山5丁目11-1 ○

川尻水源地 南区元三町1丁目1-78 ○

池上水源地 西区池上町900-3 ○

城山水源地 西区上代10丁目6-31 ○ ○

鶴羽田水源地 北区鶴羽田２丁目5-1 ○

飛田水源地 北区飛田２丁目6-11 ○ ○

改寄水源地 北区改寄町1281 ○

西梶尾水源地 北区西梶尾町436-3 ○ ○

貢水源地 北区貢町1163-1 ○

追分水源地 西区河内町岳863-3

白浜水源地 西区河内町白浜2029 ○

戸島送水場 東区戸島町2636

岩倉山配水池 北区清水岩倉３丁目7-1

徳王配水池 北区徳王１丁目7-38

立田山配水池 中央区黒髪4丁目743

小山山配水池 東区小山6丁目3634

高遊原配水池 菊池郡菊陽町曲手1501-1

万日山配水池 西区春日6丁目1765

城山配水池 西区上代9丁目8-10、8-20

和泉配水池 北区和泉町1806-3

白浜配水池 西区河内町白浜89-2

川床配水池 西区河内町野出1890-1 ○

南部送水場 南区富合町釈迦堂

施設名称 所在地

取 水 施 設 浄 水 施 設

（平成30年3月31日現在）

調整
池数

（原水槽）

調整池
容量

（ｍ ）

ポンプ
数

（台）

配水
池数
(池）

配水池
容量

(ｍ

圧力
ﾀﾝｸ数
(基）

圧力
ﾀﾝｸ
容量

(ｍ

ポンプ
数

（台）

配水
方式

主な送・配水先 発電機
2回線
受　電

緊　急
遮断弁

岩倉山配水池 ○

徳王配水池 ○ ○

徳王配水池

立田山配水池 ○ ○

立田山配水池

ポンプ加圧式 健軍・秋田配水区 ○ ○ ○

ポンプ加圧式 健軍・秋田配水区 ○

秋田配水場 ○（注2）

戸島送水場等

小山山配水池 ○

ポンプ加圧式 川尻配水区 ○

万日山配水池 ○ ○

城山配水池 ○ ○

ポンプ加圧式 鶴羽田配水区

ポンプ加圧式 飛田配水区

ポンプ加圧式 改寄配水区 ○ ○

ポンプ加圧式 西梶尾配水区 ○

和泉配水池 ○ ○

川床配水池等

白浜配水池

高遊原配水池 ○ ○ ○

自然流下式 岩倉山配水区 ○

自然流下式 徳王配水区 ○

自然流下式 立田山配水区 ○

自然流下式
高遊原配水区
小山山配水区

○

自然流下式
高遊原配水区
小山山配水区

○

自然流下式 万日山配水区

自然流下式 城山配水区

自然流下式 和泉配水区 ○

自然流下式 白浜配水区 ○

自然流下式 川床配水区 ○

ポンプ加圧式 南部配水区 ○ ○

防災対策用施設送 水 施 設 配  水  施  設
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２　水道施設総括表

井戸数
（本）

ポンプ数
（台）

取水能力

(ｍ /日)
ろ過
設備

滅菌
設備

紫外線
処理

麻生田水源地 北区麻生田5丁目26-1 ○ ○

一本木水源地 北区飛田4丁目2-15 ○ ○

山室水源地 北区山室6丁目6 ○

八景水谷水源地 北区八景水谷1丁目7-3 ○ ○

亀井水源地 北区清水亀井町24-1 ○ ○

健軍水源地 東区水源1丁目1-1 ○

秋田水源地 東区秋津町秋田2786 ○

庄口水源地 東区健軍4丁目523-5

沼山津水源地 東区秋津町沼山津2910 ○

託麻水源地 東区小山5丁目11-1 ○

川尻水源地 南区元三町1丁目1-78 ○

池上水源地 西区池上町900-3 ○

城山水源地 西区上代10丁目6-31 ○ ○

鶴羽田水源地 北区鶴羽田２丁目5-1 ○

飛田水源地 北区飛田２丁目6-11 ○ ○

改寄水源地 北区改寄町1281 ○

西梶尾水源地 北区西梶尾町436-3 ○ ○

貢水源地 北区貢町1163-1 ○

追分水源地 西区河内町岳863-3

白浜水源地 西区河内町白浜2029 ○

戸島送水場 東区戸島町2636

岩倉山配水池 北区清水岩倉３丁目7-1

徳王配水池 北区徳王１丁目7-38

立田山配水池 中央区黒髪4丁目743

小山山配水池 東区小山6丁目3634

高遊原配水池 菊池郡菊陽町曲手1501-1

万日山配水池 西区春日6丁目1765

城山配水池 西区上代9丁目8-10、8-20

和泉配水池 北区和泉町1806-3

白浜配水池 西区河内町白浜89-2

川床配水池 西区河内町野出1890-1 ○

南部送水場 南区富合町釈迦堂

施設名称 所在地

取 水 施 設 浄 水 施 設

（平成30年3月31日現在）

調整
池数

（原水槽）

調整池
容量

（ｍ ）

ポンプ
数

（台）

配水
池数
(池）

配水池
容量

(ｍ

圧力
ﾀﾝｸ数
(基）

圧力
ﾀﾝｸ
容量

(ｍ

ポンプ
数

（台）

配水
方式

主な送・配水先 発電機
2回線
受　電

緊　急
遮断弁

岩倉山配水池 ○

徳王配水池 ○ ○

徳王配水池

立田山配水池 ○ ○

立田山配水池

ポンプ加圧式 健軍・秋田配水区 ○ ○ ○

ポンプ加圧式 健軍・秋田配水区 ○

秋田配水場 ○（注2）

戸島送水場等

小山山配水池 ○

ポンプ加圧式 川尻配水区 ○

万日山配水池 ○ ○

城山配水池 ○ ○

ポンプ加圧式 鶴羽田配水区

ポンプ加圧式 飛田配水区

ポンプ加圧式 改寄配水区 ○ ○

ポンプ加圧式 西梶尾配水区 ○

和泉配水池 ○ ○

川床配水池等

白浜配水池

高遊原配水池 ○ ○ ○

自然流下式 岩倉山配水区 ○

自然流下式 徳王配水区 ○

自然流下式 立田山配水区 ○

自然流下式
高遊原配水区
小山山配水区

○

自然流下式
高遊原配水区
小山山配水区

○

自然流下式 万日山配水区

自然流下式 城山配水区

自然流下式 和泉配水区 ○

自然流下式 白浜配水区 ○

自然流下式 川床配水区 ○

ポンプ加圧式 南部配水区 ○ ○

防災対策用施設送 水 施 設 配  水  施  設
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井戸数
（本）

ポンプ数
（台）

取水能力

(ｍ /日)
ろ過
設備

滅菌
設備

紫外線
処理

施設名称 所在地

取 水 施 設 浄 水 施 設

榎津浄水場 南区富合町榎津117-5 ○ ○

富合東部浄水場（休止） 南区富合町上杉128 ○

新浄水場 南区富合町木原1384 ○

新配水場 南区富合町新621-4

舞原水源地 南区城南町築地777

舞原配水場 南区城南町舞原140-1 ○

赤見水源地 南区城南町赤見1672-5 ○

沈目水源地 南区城南町沈目370-1 ○ ○

吉野配水場 南区城南町吉野410

東阿高水源地 南区城南町阿高471-2 ○

本鰐瀬水源地 南区城南町鰐瀬213-3 ○

高水源地 南区城南町高734-2 ○

碇水源地 南区城南町碇158-1 ○

一木第1水源地・一木配水場 北区植木町一木592-1 ○

一木第2水源地 北区植木町一木185-1

一木第3水源地 北区植木町一木690-2

山本第1水源地 北区植木町内359-9

山本第2水源地 北区植木町内311-1

山本配水場 北区植木町内831-1 ○ ○

大塚第2水源地 北区植木町正清220-3 ○

大塚配水池 北区植木町正清392-2

西宮原水源地・配水池 北区植木町宮原858 ○ ○

木留第1水源地・木留送水場 北区植木町木留592-1 ○

木留第2水源地 北区植木町円大寺703

木留配水池 北区植木町木留1052-5

山口配水池 北区植木町木留1360-64

加圧施設（15箇所）

島崎、花岡山、平、梅洞、龍
田団地、岳、三ノ岳、上松尾
第１、第２、大将陣、城南
南、植木町北部、西宮原、
富応、旭ヶ丘

○（注1）

平成29年度 合計

平成28年度 合計

平成27年度 合計

平成26年度 合計

平成25年度 合計
（注1）一部設置有り、（注2）庄口水源地は、健軍水源地発電機により運転可能

調整
池数

（原水槽）

調整池
容量

（ｍ ）

ポンプ
数

（台）

配水
池数
(池）

配水池
容量

(ｍ

圧力
ﾀﾝｸ数
(基）

圧力
ﾀﾝｸ
容量

(ｍ

ポンプ
数

（台）

配水
方式

主な送・配水先 発電機
2回線
受　電

緊　急
遮断弁

防災対策用施設送 水 施 設 配  水  施  設

ポンプ加圧式 榎津

富合東部

新配水場

ポンプ加圧式 新

○

ポンプ加圧式 舞原 ○

ポンプ加圧式 赤見

ポンプ加圧式 沈目

ポンプ加圧式 吉野

ポンプ加圧式 東阿高

ポンプ加圧式 本鰐瀬

ポンプ加圧式 ○

ポンプ加圧式 ○

ポンプ加圧式 中央地区 ○

○

○

○

ポンプ加圧式 北部地区 ○

自然流下式 田底地区・慈恩寺

自然流下式 西宮原地区

木留配水池 ○

自然流下式 鹿南西部地区

自然流下式 山口地区

ポンプ加圧式
自然流下式

－ ○（注1） ○（注1）
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井戸数
（本）

ポンプ数
（台）

取水能力

(ｍ /日)
ろ過
設備

滅菌
設備

紫外線
処理

施設名称 所在地

取 水 施 設 浄 水 施 設

榎津浄水場 南区富合町榎津117-5 ○ ○

富合東部浄水場（休止） 南区富合町上杉128 ○

新浄水場 南区富合町木原1384 ○

新配水場 南区富合町新621-4

舞原水源地 南区城南町築地777

舞原配水場 南区城南町舞原140-1 ○

赤見水源地 南区城南町赤見1672-5 ○

沈目水源地 南区城南町沈目370-1 ○ ○

吉野配水場 南区城南町吉野410

東阿高水源地 南区城南町阿高471-2 ○

本鰐瀬水源地 南区城南町鰐瀬213-3 ○

高水源地 南区城南町高734-2 ○

碇水源地 南区城南町碇158-1 ○

一木第1水源地・一木配水場 北区植木町一木592-1 ○

一木第2水源地 北区植木町一木185-1

一木第3水源地 北区植木町一木690-2

山本第1水源地 北区植木町内359-9

山本第2水源地 北区植木町内311-1

山本配水場 北区植木町内831-1 ○ ○

大塚第2水源地 北区植木町正清220-3 ○

大塚配水池 北区植木町正清392-2

西宮原水源地・配水池 北区植木町宮原858 ○ ○

木留第1水源地・木留送水場 北区植木町木留592-1 ○

木留第2水源地 北区植木町円大寺703

木留配水池 北区植木町木留1052-5

山口配水池 北区植木町木留1360-64

加圧施設（15箇所）

島崎、花岡山、平、梅洞、龍
田団地、岳、三ノ岳、上松尾
第１、第２、大将陣、城南
南、植木町北部、西宮原、
富応、旭ヶ丘

○（注1）

平成29年度 合計

平成28年度 合計

平成27年度 合計

平成26年度 合計

平成25年度 合計
（注1）一部設置有り、（注2）庄口水源地は、健軍水源地発電機により運転可能

調整
池数

（原水槽）

調整池
容量

（ｍ ）

ポンプ
数

（台）

配水
池数
(池）

配水池
容量

(ｍ

圧力
ﾀﾝｸ数
(基）

圧力
ﾀﾝｸ
容量

(ｍ

ポンプ
数

（台）

配水
方式

主な送・配水先 発電機
2回線
受　電

緊　急
遮断弁

防災対策用施設送 水 施 設 配  水  施  設

ポンプ加圧式 榎津

富合東部

新配水場

ポンプ加圧式 新

○

ポンプ加圧式 舞原 ○

ポンプ加圧式 赤見

ポンプ加圧式 沈目

ポンプ加圧式 吉野

ポンプ加圧式 東阿高

ポンプ加圧式 本鰐瀬

ポンプ加圧式 ○

ポンプ加圧式 ○

ポンプ加圧式 中央地区 ○

○

○

○

ポンプ加圧式 北部地区 ○

自然流下式 田底地区・慈恩寺

自然流下式 西宮原地区

木留配水池 ○

自然流下式 鹿南西部地区

自然流下式 山口地区

ポンプ加圧式
自然流下式

－ ○（注1） ○（注1）
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３　機場
（1）取水施設

深度 取水能力 口径 全揚程 容 量 モーター容量 ポンプ台数 井戸数
/日) (台) (本)

深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｓ
深５号 ５号 ～ Ｓ
深６号 ６号 ～ Ｓ
深７号 ７号 ～ Ｓ
深９号 ９号 ～ Ｓ
浅１号 ３号 Ｓ
深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 １号 ～ Ｓ
浅１号 ３号 Ｔ
浅２号 ４号 Ｔ
深１号 １号 Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
浅１号 ４号 Ｓ
深１号 １号 Ｓ
深２号 ２号 Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深１号 １号 Ｓ 25以前 自噴井
深２号 ２号 Ｓ 25以前
深５号 ５号 ～ Ｓ 自噴井
深７号 ７号 Ｓ 自噴井
深８号 ８号 ～ Ｓ 自噴井
深９号 ９号 ～ Ｓ 自噴井
深10号 10号 ～ Ｓ 自噴井
深11号 11号 ～ Ｓ 自噴井
深12号 12号 ～ Ｓ
深13号 13号 ～ Ｓ
深14号 14号 ～ Ｓ
深１号 １号 ～ Ｈ
深２号 ２号 ～ Ｈ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｈ
深５号 ５号 ～ Ｈ
深６号 ６号 ～ Ｈ
深７号 ７号 ～ Ｈ
深９号 ９号 ～ Ｈ
深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 Ｓ
深５号 ５号 Ｓ
深６号 ６号 Ｓ
深７号 ７号 Ｓ
深８号 ８号 Ｓ

沼山津 （休止） 深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｓ
深５号 ５号 ～ Ｓ

（休止） 深６号 ６号 ～ Ｓ
深７号 ７号 ～ Ｓ
深８号 ８号 ～ Ｓ
深９号 ９号 ～ Ｓ
深10号 10号 ～ Ｓ

託麻 深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 Ｓ

（休止） 深５号 ５号 ～ Ｓ
深６号 ６号 Ｓ

井戸名
(認可)

井戸名
(運用)

内径
さく井年月水源地名

麻生田

八景水谷

庄口

秋田

健軍

亀井

山室

一本木

深度 取水能力 口径 全揚程 容 量 モーター容量 ポンプ台数 井戸数
/日) (台) (本)

井戸名
(認可)

井戸名
(運用)

内径
さく井年月水源地名

深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深１号 １号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｓ
深１号 １号 Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｓ
深１号 １号 ～ Ｈ
深１号 １号 Ｓ
深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 Ｈ
深１号 １号 Ｈ
深２号 ２号 Ｓ

貢 （休止） 深１号 １号 Ｓ
深井戸 １号 Ｓ
深井戸 １号 Ｓ
深１号 １号 Ｓ

富合東部 （休止） 深１号 １号 Ｓ
深１号 １号 Ｈ
深１号 １号 Ｈ
深１号 １号 Ｈ
深１号 １号 Ｈ
深１号 １号 Ｓ
深１号 １号 Ｈ

高 深井戸 １号
碇 深井戸 １号 Ｈ

深１号 １号
深２号 ２号
深３号 ３号
深１号 １号 Ｈ
深２号 ２号 Ｈ
深２号 ２号
深１号 １号
深１号 １号 Ｈ
深２号 ２号 Ｈ

合計
*浅井戸：不圧地下水を取水する井戸

*深井戸：被圧地下水を取水する井戸

川尻

池上

城山

鶴羽田
飛田
改寄

西梶尾

追分
白浜
榎津

新
舞原
赤見
沈目

西宮原
木留

東阿高
本鰐瀬

一木

山本

大塚
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３　機場
（1）取水施設

深度 取水能力 口径 全揚程 容 量 モーター容量 ポンプ台数 井戸数
/日) (台) (本)

深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｓ
深５号 ５号 ～ Ｓ
深６号 ６号 ～ Ｓ
深７号 ７号 ～ Ｓ
深９号 ９号 ～ Ｓ
浅１号 ３号 Ｓ
深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 １号 ～ Ｓ
浅１号 ３号 Ｔ
浅２号 ４号 Ｔ
深１号 １号 Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
浅１号 ４号 Ｓ
深１号 １号 Ｓ
深２号 ２号 Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深１号 １号 Ｓ 25以前 自噴井
深２号 ２号 Ｓ 25以前
深５号 ５号 ～ Ｓ 自噴井
深７号 ７号 Ｓ 自噴井
深８号 ８号 ～ Ｓ 自噴井
深９号 ９号 ～ Ｓ 自噴井
深10号 10号 ～ Ｓ 自噴井
深11号 11号 ～ Ｓ 自噴井
深12号 12号 ～ Ｓ
深13号 13号 ～ Ｓ
深14号 14号 ～ Ｓ
深１号 １号 ～ Ｈ
深２号 ２号 ～ Ｈ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｈ
深５号 ５号 ～ Ｈ
深６号 ６号 ～ Ｈ
深７号 ７号 ～ Ｈ
深９号 ９号 ～ Ｈ
深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 Ｓ
深５号 ５号 Ｓ
深６号 ６号 Ｓ
深７号 ７号 Ｓ
深８号 ８号 Ｓ

沼山津 （休止） 深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｓ
深５号 ５号 ～ Ｓ

（休止） 深６号 ６号 ～ Ｓ
深７号 ７号 ～ Ｓ
深８号 ８号 ～ Ｓ
深９号 ９号 ～ Ｓ
深10号 10号 ～ Ｓ

託麻 深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 Ｓ

（休止） 深５号 ５号 ～ Ｓ
深６号 ６号 Ｓ

井戸名
(認可)

井戸名
(運用)

内径
さく井年月水源地名

麻生田

八景水谷

庄口

秋田

健軍

亀井

山室

一本木

深度 取水能力 口径 全揚程 容 量 モーター容量 ポンプ台数 井戸数
/日) (台) (本)

井戸名
(認可)

井戸名
(運用)

内径
さく井年月水源地名

深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深１号 １号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｓ
深１号 １号 Ｓ
深２号 ２号 ～ Ｓ
深３号 ３号 ～ Ｓ
深４号 ４号 ～ Ｓ
深１号 １号 ～ Ｈ
深１号 １号 Ｓ
深１号 １号 ～ Ｓ
深２号 ２号 Ｈ
深１号 １号 Ｈ
深２号 ２号 Ｓ

貢 （休止） 深１号 １号 Ｓ
深井戸 １号 Ｓ
深井戸 １号 Ｓ
深１号 １号 Ｓ

富合東部 （休止） 深１号 １号 Ｓ
深１号 １号 Ｈ
深１号 １号 Ｈ
深１号 １号 Ｈ
深１号 １号 Ｈ
深１号 １号 Ｓ
深１号 １号 Ｈ

高 深井戸 １号
碇 深井戸 １号 Ｈ

深１号 １号
深２号 ２号
深３号 ３号
深１号 １号 Ｈ
深２号 ２号 Ｈ
深２号 ２号
深１号 １号
深１号 １号 Ｈ
深２号 ２号 Ｈ

合計
*浅井戸：不圧地下水を取水する井戸

*深井戸：被圧地下水を取水する井戸

川尻

池上

城山

鶴羽田
飛田
改寄

西梶尾

追分
白浜
榎津

新
舞原
赤見
沈目

西宮原
木留

東阿高
本鰐瀬

一木

山本

大塚
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(２)　浄水施設
　ア　圧力式ろ過設備

設 置 台 数

常用 予備 計

麻 生 田

城 山 第 １

城 山 第 ２

城 山 第 ３

城 山 第 ４

飛 田

西 梶 尾

榎 津

沈 目

山 本

西 宮 原

　イ　次亜塩素酸ナトリウム滅菌設備

溶液濃度 注入能力 注 入 機 台 数

％ ｌ／Ｈ 常時 予備 計

麻 生 田 × 流 量 比 例

一 本 木 × 流 量 比 例

山 室 × 流 量 比 例

八 景 水 谷 × 流 量 比 例

亀 井 × 流 量 比 例

健 軍 × 流 量 比 例

秋 田 × 流 量 比 例

沼 山 津 × 流 量 比 例

託 麻 × 流 量 比 例

川 尻 × 流 量 比 例

池 上 × 流 量 比 例

城 山 第 １ 流 量 比 例

城 山 第 ２ 流 量 比 例

城 山 第 ３ 流 量 比 例

城 山 第 ４ 流 量 比 例

鶴 羽 田 × 定 量

飛 田 × 定 量

改 寄 × 流 量 比 例

西 梶 尾 × 定 量

貢 × 流 量 比 例

白 浜 × 定 量

岳 × 流 量 比 例

三 ノ 岳 × 定 量

東 門 寺 × 定 量

上 松 尾 第 ２ × 流 量 比 例

川 床 × 定 量

榎 津 × 定 量

富合東部（休止） × 定 量

新 × 定 量

×

鋼板製密閉型 φ1.8×3.0

施設名 貯　　槽 制 御 方 法

鋼板製密閉型

鋼板製密閉型 φ2.02×3

鋼板製密閉型 φ1.8×1.5

鋼板製密閉型 φ0.45×1.58

鋼板製密閉型 φ0.8×2.0

速　度

ｍ ｍ ／Ｈ ｍ／Ｈ

鋼板製密閉型 φ2.0×3.0

鋼板製密閉型

鋼板製密閉型 φ1.6×3.0

施設名 型　　式
内　径 処理能力

鋼板製密閉型 φ2.5×3.0

鋼板製密閉型

　イ　次亜塩素酸ナトリウム滅菌設備（つづき）
溶液濃度 注入能力

％ ｌ／Ｈ 常時 予備 計

舞 原 × 定 量

赤 見 × 定 量

沈 目 × 定 量

東 阿 高 × 定 量

本 鰐 瀬 × 定 量

高 × 定 量

碇 × 定 量

一 木 × 流 量 比 例

山 本 × 流 量 比 例

大 塚 第 ２ × 定 量

西 宮 原 × 定 量

木 留 × 流 量 比 例

  ウ　紫外線処理設備

常用 予備 計
亀 井

一 本 木

八 景 水 谷 第 ３

八 景 水 谷 第 ４

(３)　送水施設
容量 容量 設置数 計

ｍ ｍ ｋＷ 台 台

一 本 木

山 室

八 景 水 谷

亀 井

立 田 山

沼 山 津

託 麻

城 山

貢

追 分

木 留

木 留 配 水 池

合 計

100×80

125×125

200×150

250×200

150×150

250×200

300×200

モーター容量

長さ×幅×深さ（単位ｍ）(池数) ｍ

300×200

内照式（低圧水銀ランプ）

施設名
調整池（集水槽）構造・容量 口径 全揚程

麻 生 田

内照式（低圧水銀ランプ）

内照式（低圧水銀ランプ）

内照式（低圧水銀ランプ）

施設名 照射方式 照射量（mJ/cm ） 処理能力（m /H）
設 置 台 数

施設名 貯　　槽 制 御 方 法
注 入 機 台 数

健 軍

戸 島

新 浄 水 場

池 上

ＲＣ8.8×13×4(2池)

ＰＣφ34×10(2池)

ＲＣφ9.0×7(1池)

ＲＣφ6.0×7(1池)

ＲＣφ5.2×8.1(1池)

（加圧）

ＲＣ8.9×14×4.5(2池)

ＲＣ20.2×5.8×5.4(2池)

ＲＣ8.7×13×4(1池)

ＲＣ7×9×5.6(2池)

ＲＣ15.95×11×3.5(1池)

ＲＣ15.45×7.5×3.5(2池)

200×150

200×150

200×100

(29池)

ＦＲＰ2.5×3.5×1.5(1池)

SUS10×5×4.5(1池)

SUS14×12×3(1池)

ＲＣ8.9×14×4.5(2池)

SUS12×12×4.1(1池)

ＲＣ15×10×3.5(1池)

SUS22.5×19×4.1(2池)

ＲＣ22×13×3.5(2池)

RC5.0×4.0×3.0(1池)

※下段は雁回公園用の配水ポンプ
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(２)　浄水施設
　ア　圧力式ろ過設備

設 置 台 数

常用 予備 計

麻 生 田

城 山 第 １

城 山 第 ２

城 山 第 ３

城 山 第 ４

飛 田

西 梶 尾

榎 津

沈 目

山 本

西 宮 原

　イ　次亜塩素酸ナトリウム滅菌設備

溶液濃度 注入能力 注 入 機 台 数

％ ｌ／Ｈ 常時 予備 計

麻 生 田 × 流 量 比 例

一 本 木 × 流 量 比 例

山 室 × 流 量 比 例

八 景 水 谷 × 流 量 比 例

亀 井 × 流 量 比 例

健 軍 × 流 量 比 例

秋 田 × 流 量 比 例

沼 山 津 × 流 量 比 例

託 麻 × 流 量 比 例

川 尻 × 流 量 比 例

池 上 × 流 量 比 例

城 山 第 １ 流 量 比 例

城 山 第 ２ 流 量 比 例

城 山 第 ３ 流 量 比 例

城 山 第 ４ 流 量 比 例

鶴 羽 田 × 定 量

飛 田 × 定 量

改 寄 × 流 量 比 例

西 梶 尾 × 定 量

貢 × 流 量 比 例

白 浜 × 定 量

岳 × 流 量 比 例

三 ノ 岳 × 定 量

東 門 寺 × 定 量

上 松 尾 第 ２ × 流 量 比 例

川 床 × 定 量

榎 津 × 定 量

富合東部（休止） × 定 量

新 × 定 量

×

鋼板製密閉型 φ1.8×3.0

施設名 貯　　槽 制 御 方 法

鋼板製密閉型

鋼板製密閉型 φ2.02×3

鋼板製密閉型 φ1.8×1.5

鋼板製密閉型 φ0.45×1.58

鋼板製密閉型 φ0.8×2.0

速　度

ｍ ｍ ／Ｈ ｍ／Ｈ

鋼板製密閉型 φ2.0×3.0

鋼板製密閉型

鋼板製密閉型 φ1.6×3.0

施設名 型　　式
内　径 処理能力

鋼板製密閉型 φ2.5×3.0

鋼板製密閉型

　イ　次亜塩素酸ナトリウム滅菌設備（つづき）
溶液濃度 注入能力

％ ｌ／Ｈ 常時 予備 計

舞 原 × 定 量

赤 見 × 定 量

沈 目 × 定 量

東 阿 高 × 定 量

本 鰐 瀬 × 定 量

高 × 定 量

碇 × 定 量

一 木 × 流 量 比 例

山 本 × 流 量 比 例

大 塚 第 ２ × 定 量

西 宮 原 × 定 量

木 留 × 流 量 比 例

  ウ　紫外線処理設備

常用 予備 計
亀 井

一 本 木

八 景 水 谷 第 ３

八 景 水 谷 第 ４

(３)　送水施設
容量 容量 設置数 計

ｍ ｍ ｋＷ 台 台

一 本 木

山 室

八 景 水 谷

亀 井

立 田 山

沼 山 津

託 麻

城 山

貢

追 分

木 留

木 留 配 水 池

合 計

100×80

125×125

200×150

250×200

150×150

250×200

300×200

モーター容量

長さ×幅×深さ（単位ｍ）(池数) ｍ

300×200

内照式（低圧水銀ランプ）

施設名
調整池（集水槽）構造・容量 口径 全揚程

麻 生 田

内照式（低圧水銀ランプ）

内照式（低圧水銀ランプ）

内照式（低圧水銀ランプ）

施設名 照射方式 照射量（mJ/cm ） 処理能力（m /H）
設 置 台 数

施設名 貯　　槽 制 御 方 法
注 入 機 台 数

健 軍

戸 島

新 浄 水 場

池 上

ＲＣ8.8×13×4(2池)

ＰＣφ34×10(2池)

ＲＣφ9.0×7(1池)

ＲＣφ6.0×7(1池)

ＲＣφ5.2×8.1(1池)

（加圧）

ＲＣ8.9×14×4.5(2池)

ＲＣ20.2×5.8×5.4(2池)

ＲＣ8.7×13×4(1池)

ＲＣ7×9×5.6(2池)

ＲＣ15.95×11×3.5(1池)

ＲＣ15.45×7.5×3.5(2池)

200×150

200×150

200×100

(29池)

ＦＲＰ2.5×3.5×1.5(1池)

SUS10×5×4.5(1池)

SUS14×12×3(1池)

ＲＣ8.9×14×4.5(2池)

SUS12×12×4.1(1池)

ＲＣ15×10×3.5(1池)

SUS22.5×19×4.1(2池)

ＲＣ22×13×3.5(2池)

RC5.0×4.0×3.0(1池)

※下段は雁回公園用の配水ポンプ
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(４)配水施設
　ア　配水池施設

配　水　池　構　造　・　容　量

長さ × 幅 × 深さ

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｓ

岩 倉 山 有 ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｓ

徳 王 有 ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｔ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

健 軍 有 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

秋 田 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

小 山 山 有 ＲＣ × × （ 室 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｈ

高 遊 原 ＲＣ × × （ 室 ） Ｈ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｈ

川 尻 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

万 日 山 ＲＣ × × （ 室 ） Ｓ

ＲＣ φ × （ 池 ） Ｓ

ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

鶴 羽 田 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｈ 元.5

飛 田 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

改 寄 有 ＰＣ φ × （ 室 ） Ｈ

西 梶 尾 有 ＰＣ φ × （ 室 ） Ｈ

ＰＣ φ × （ 池 ） Ｈ

ＳＵＳ φ × （ 池 ） Ｈ

白 浜 有 ＳＵＳ × × （ 室 ） Ｈ

川 床 有 ＳＵＳ × × （ 室 ） Ｈ

南部送水場 有 ＳＵＳ × × （ 室 ） Ｈ

ＲＣ：鉄筋コンクリートの略

ＰＣ：プレストレスト・コンクリートの略（高強度の鋼材を使用し張力を加えたコンクリート）

ＳＵＳ：ステンレス鋼の略

有

有

容量
（　直　　径　）

築造
年月

和 泉

施設名
緊　急
遮断弁

ＨＷＬ 池数

有

立 田 山

城 山

ポンプ台数

ｍ ｍ ／Ｈ ｋＷ 台 台 台

× ポ ン プ 加 圧 式

× ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

× ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

× ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

配　水　ポ　ン　プ　能　力

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

口　径 全揚程 容　量
モーター

容 量
設置
台数

計
運用
台数

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

配 水 方 式

自 然 流 下 式
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(４)配水施設
　ア　配水池施設

配　水　池　構　造　・　容　量

長さ × 幅 × 深さ

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｓ

岩 倉 山 有 ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｓ

徳 王 有 ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｔ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 池 ） Ｓ

健 軍 有 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

秋 田 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

小 山 山 有 ＲＣ × × （ 室 ） Ｓ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｈ

高 遊 原 ＲＣ × × （ 室 ） Ｈ

ＲＣ × × （ 室 ） Ｈ

川 尻 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

万 日 山 ＲＣ × × （ 室 ） Ｓ

ＲＣ φ × （ 池 ） Ｓ

ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

鶴 羽 田 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｈ 元.5

飛 田 ＰＣ φ × （ 池 ） Ｓ

改 寄 有 ＰＣ φ × （ 室 ） Ｈ

西 梶 尾 有 ＰＣ φ × （ 室 ） Ｈ

ＰＣ φ × （ 池 ） Ｈ

ＳＵＳ φ × （ 池 ） Ｈ

白 浜 有 ＳＵＳ × × （ 室 ） Ｈ

川 床 有 ＳＵＳ × × （ 室 ） Ｈ

南部送水場 有 ＳＵＳ × × （ 室 ） Ｈ

ＲＣ：鉄筋コンクリートの略

ＰＣ：プレストレスト・コンクリートの略（高強度の鋼材を使用し張力を加えたコンクリート）

ＳＵＳ：ステンレス鋼の略

有

有

容量
（　直　　径　）

築造
年月

和 泉

施設名
緊　急
遮断弁

ＨＷＬ 池数

有

立 田 山

城 山

ポンプ台数

ｍ ｍ ／Ｈ ｋＷ 台 台 台

× ポ ン プ 加 圧 式

× ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

× ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

× ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

配　水　ポ　ン　プ　能　力

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

口　径 全揚程 容　量
モーター

容 量
設置
台数

計
運用
台数

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

配 水 方 式

自 然 流 下 式

65



  ア　配水池施設（つづき）

長さ × 幅 × 深さ

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

榎 津 ＳＵＳ × × （ 室 ）

新 ＳＵＳ × × （ 室 ）

舞 原 ＳＵＳ × × （ 室 ）

赤 見 ＲＣ × × （ 室 ）

沈 目 ＲＣ × × （ 室 ）

吉 野 ＳＵＳ × × （ 室 ）

東 阿 高 ＳＵＳ × × （ 室 ）

本 鰐 瀬 ＳＵＳ × × （ 室 ）

高 ＳＵＳ × × （ 室 ）

碇 ＳＵＳ × × （ 室 ）

一 木 ＳＵＳ × × （ 室 ）

山 本 ＳＵＳ × × （ 室 ）

大 塚 ＲＣ × × （ 室 ）

西 宮 原 ＲＣ × × （ 室 ）

木 留 ＰＣ × × （ 室 ）

山 口 ＳＵＳ × × （ 池 ）

ＲＣ：鉄筋コンクリートの略、　、ＳＵＳ：ステンレス鋼の略

ＰＣ：プレストレスト・コンクリートの略（高強度の鋼材を使用し張力を加えたコンクリート）

ＦＲＰ：繊維で強化されたプラスチックの略

合計

（　直　　径　）
施設名

緊　急
遮断弁

ＨＷＬ 池数 容　量 築造
年月

配　水　池　構　造　・　容　量 ポンプ台数

ｍ ｍ ／Ｈ ｋＷ 台 台 台

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式
ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

計
運用
台数

モーター
容　 量

設置
台数

配 水 方 式口　径 全揚程

配　水　ポ　ン　プ　能　力

容　量

66



  ア　配水池施設（つづき）

長さ × 幅 × 深さ

ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ

榎 津 ＳＵＳ × × （ 室 ）

新 ＳＵＳ × × （ 室 ）

舞 原 ＳＵＳ × × （ 室 ）

赤 見 ＲＣ × × （ 室 ）

沈 目 ＲＣ × × （ 室 ）

吉 野 ＳＵＳ × × （ 室 ）

東 阿 高 ＳＵＳ × × （ 室 ）

本 鰐 瀬 ＳＵＳ × × （ 室 ）

高 ＳＵＳ × × （ 室 ）

碇 ＳＵＳ × × （ 室 ）

一 木 ＳＵＳ × × （ 室 ）

山 本 ＳＵＳ × × （ 室 ）

大 塚 ＲＣ × × （ 室 ）

西 宮 原 ＲＣ × × （ 室 ）

木 留 ＰＣ × × （ 室 ）

山 口 ＳＵＳ × × （ 池 ）

ＲＣ：鉄筋コンクリートの略、　、ＳＵＳ：ステンレス鋼の略

ＰＣ：プレストレスト・コンクリートの略（高強度の鋼材を使用し張力を加えたコンクリート）

ＦＲＰ：繊維で強化されたプラスチックの略

合計

（　直　　径　）
施設名

緊　急
遮断弁

ＨＷＬ 池数 容　量 築造
年月

配　水　池　構　造　・　容　量 ポンプ台数

ｍ ｍ ／Ｈ ｋＷ 台 台 台

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式
ポ ン プ 加 圧 式

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

計
運用
台数

モーター
容　 量

設置
台数

配 水 方 式口　径 全揚程

配　水　ポ　ン　プ　能　力

容　量
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　イ　加圧配水施設

長さ × 幅 × 深さ

ｍ ｍ ｍ ｍ

１ 号 ＰＣ φ × （1池）

２ 号 有（1） ＳＵＳ φ × （1池）

花 岡 山 花 岡 山 鋼板製 φ × （1池）

平 平 ＲＣ × × （2池）

梅 洞 梅 洞 ＲＣ × × （1池）

龍 田 団 地

野 出 ＲＣ × × （3室）

大 多 尾 ＲＣ × × （2室）

三 ノ 岳 三 ノ 岳 ＲＣ × × （2室）

第 受水槽 ＲＣ × × （2室）

第 有（2） ＲＣ × × （2室）

上松尾第２ 第 平山 有（1） ＲＣ × × （2室）

大 将 陣

城 南 南 舞 原

植木町北部 植 木 山 本

西 宮 原 西 宮 原

富 応 木 留

旭 ヶ 丘 本 鰐 瀬

※受水槽の容量は除く

ＳＵＳ：ステンレス鋼の略

　ウ　配水池貯留能力 （単位：ｍ 、日）

＊　配水池有効容量とは、配水池（配水塔含む）の有効容量をいう。（緊急貯水槽は含まない。）

＊　平成27年度までは旧市内のみの配水池総容量（緊急貯水槽含む）

熊
　
本
　
市
　
上
　
水
　
道
　
事
　
業

小　計

平成28年度

配水池有効容量 １日平均配水量 配水池貯留能力

平成29年度

平成24年度

平成27年度

平成25年度

平成26年度

上松尾第１

岳

島 崎

箇
所

ポ ン プ 場 配 水 池 池数
容　量

施　設　場　所

緊急
遮断弁

配水池構造・容量

（　直　　径　）

ｍ ｍ ／Ｈ ｋＷ 台 台 台

Ｈ

Ｈ

Ｓ 自 然 流 下 式

Ｓ 自 然 流 下 式

Ｓ 自 然 流 下 式

ポ ン プ 加 圧 式

Ｈ

Ｈ

Ｓ 自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

Ｈ 自 然 流 下 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

Ｈ ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

Ｈ ポ ン プ 加 圧 式

Ｈ

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

加圧配水ポンプ能力 ポンプ台数

口　径 全揚程築造
年月

配 水 方 式

配水池構造・容量

運用
台数

計容　量
モーター
容　量

設置
台数
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ｍ ｍ ／Ｈ ｋＷ 台 台 台

Ｈ

Ｈ

Ｓ 自 然 流 下 式

Ｓ 自 然 流 下 式

Ｓ 自 然 流 下 式

ポ ン プ 加 圧 式

Ｈ

Ｈ

Ｓ 自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

Ｈ 自 然 流 下 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

Ｈ ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

ポ ン プ 加 圧 式

Ｈ ポ ン プ 加 圧 式

Ｈ

自 然 流 下 式

自 然 流 下 式

加圧配水ポンプ能力 ポンプ台数

口　径 全揚程築造
年月

配 水 方 式

配水池構造・容量

運用
台数

計容　量
モーター
容　量

設置
台数
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４　管路施設
(１)口径別
　排水管（ドレン)を除く。

　平成16年度から管路情報システム（マッピング）の数値を使用。（平成15年度までは「資産台帳」の数値。）

ア　導水管布設延長 （単位：ｍ）

平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　取水井から浄水処理前の原水を調整池・集水槽に送る管のこと。 

イ　送水管布設延長

平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　調整池・集水槽から飲用可能な状態に処理された水を配水池に送る管のこと。

　350mm

　400mm

　450mm

　500mm

　600mm

総 延 長

口　　径

　　　 75mm 未満

　 75mm

　100mm

　150mm

　200mm

　250mm

　300mm

　450mm

　500mm

　600mm

　700mm

　800mm

　900mm

不　明

口　　径

　　　 75mm 以下

　100mm

　150mm

　200mm

　250mm

　300mm

　350mm

　400mm

　700mm

　800mm

不　明

総 延 長

ウ　配水管布設延長

平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　配水池以降の水を供給する管のこと。

エ　導・送・配水管布設延長

平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

口　　径

　　　 75mm 未満

　 75mm

　 80mm

　100mm

　125mm

　150mm

　200mm

　250mm

　300mm

　350mm

　400mm

　450mm

　500mm

　550mm

　600mm

　675mm

　700mm

　800mm

不明

総 延 長

総 延 長

　900mm
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４　管路施設
(１)口径別
　排水管（ドレン)を除く。

　平成16年度から管路情報システム（マッピング）の数値を使用。（平成15年度までは「資産台帳」の数値。）

ア　導水管布設延長 （単位：ｍ）

平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　取水井から浄水処理前の原水を調整池・集水槽に送る管のこと。 

イ　送水管布設延長

平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　調整池・集水槽から飲用可能な状態に処理された水を配水池に送る管のこと。

　350mm

　400mm

　450mm

　500mm

　600mm

総 延 長

口　　径

　　　 75mm 未満

　 75mm

　100mm

　150mm

　200mm

　250mm

　300mm

　450mm

　500mm

　600mm

　700mm

　800mm

　900mm

不　明

口　　径

　　　 75mm 以下

　100mm

　150mm

　200mm

　250mm

　300mm

　350mm

　400mm

　700mm

　800mm

不　明

総 延 長

ウ　配水管布設延長

平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　配水池以降の水を供給する管のこと。

エ　導・送・配水管布設延長

平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

口　　径

　　　 75mm 未満

　 75mm

　 80mm

　100mm

　125mm

　150mm

　200mm

　250mm

　300mm

　350mm

　400mm

　450mm

　500mm

　550mm

　600mm

　675mm

　700mm

　800mm

不明

総 延 長

総 延 長

　900mm
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(２)管路に関する指標

ア　新設管路延長
単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　新設管路率＝新設管路延長/管路総延長

　＊　平成26年度までは、マッピングデータ未整備のため城南町を除いた値で算出している。

イ　管路の更新
単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　管路更新率＝管路更新延長/管路総延長

　＊　平成26年度までは、マッピングデータ未整備のため城南町を除いた値で算出している。

(３)送・配水管付属器具設置数
単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　平成16年度から管路情報システム（マッピング)の数値を使用。（平成15年度までは「資産台帳｣の数値。）

管路
更新延長 ｍ

管路
総延長

ｍ

管路更新率 ％

うち
排水弁

個

空気弁 個

減圧弁 台

仕切弁 個

栓
公設

消火栓

新設
管路延長

ｍ

新設
管路率

％

管路
総延長

ｍ
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(２)管路に関する指標

ア　新設管路延長
単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　新設管路率＝新設管路延長/管路総延長

　＊　平成26年度までは、マッピングデータ未整備のため城南町を除いた値で算出している。

イ　管路の更新
単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　管路更新率＝管路更新延長/管路総延長

　＊　平成26年度までは、マッピングデータ未整備のため城南町を除いた値で算出している。

(３)送・配水管付属器具設置数
単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

　＊　平成16年度から管路情報システム（マッピング)の数値を使用。（平成15年度までは「資産台帳｣の数値。）

管路
更新延長 ｍ

管路
総延長

ｍ

管路更新率 ％

うち
排水弁

個

空気弁 個

減圧弁 台

仕切弁 個

栓
公設

消火栓

新設
管路延長

ｍ

新設
管路率

％

管路
総延長

ｍ

５　その他の施設
(１)水運用センター関連設備

監視制御系サーバ（デュアル）
アプリケーションサーバ
メンテナンスワークステーション
データメンテ操作ＰＣ
操作端末装置
情報表示用ＰＣ
ウィルスチェックＰＣ
プリンタ
ネットワーク機器
ＧＷ装置（広域イーサネット網）
ＧＷ装置（携帯網）
液晶大型表示装置
表示端末装置
広域ネットワーク網系　39
携帯網系　43
地震計
業務用無線設備
簡易テレメータ装置　13

(２)主な水質検査機器

ＴＯＣ－Ｖｗｐ

Ｘシリーズ２

ＧＣＭＳ－ＱＰ２０１０ Ultra

ＪＭＳ－Ｑ１５００ＧＣ

マーキュリー ＲＡ－４５００

ＩＣＳ－１６００

Ｄｉｏｎｅｘ Ｉｎｔｅｇｒｉｏｎ、ＰＣＭ－５２０

Aｌｌｉａｎｃｅ２６９５

ＷＡ６０００

ＡＬＰＨＡ

ＢＨ-２

Ｓ８ ＡＰＯ

ニコン Ｎｉ-Ｅ

タカラバイオ ＴＰ７００

島津製作所 ＵＶ－１８００

 位相差顕微鏡

 実体顕微鏡

 落射蛍光顕微鏡

 リアルタイムPCR装置

 全有機炭素計 （ＴＯＣ計）

 液体クロマトグラフ-タンデム型質量分析計
（ＬＣ-ＭＳ/ＭＳ）

 誘導結合プラズマ質量分析装置
（ＩＣＰ-ＭＳ）

 ガスクロマトグラフ質量分析装置
（ＧＣ-ＭＳ）

 パージ・トラップガスクロマトグラフ質量分析装置
（ＰＴ-ＧＣ-ＭＳ）

 濁度色度計

 フーリエ変換赤外分光光度計
（ＦＴＩＲ）

 イオンクロマトグラフポストカラム分析装置

 高速液体クロマトグラフ

 水銀分析装置

日本電色工業

ブルカー
オプティクス

オリンパス

ライカマイクロシステムズ

サーモフィッシャー
サイエンティフィック Ｈ29

ウォーターズ

日本インスツルメンツ

 イオンクロマトグラフ
サーモフィッシャー
サイエンティフィック

サーモフィッシャー
サイエンティフィック

島津製作所

アジレント
テクノロジー

Ａｇｉｌｅｎｔ５９７５Ｃ

名　　称 主　な　設　備

情 報 処 理 設 備

遠 方 監 視 制 御 設 備

そ の 他 の 設 備

 紫外可視分光光度計

装　置　名　称 型　　　　　　式 台数 設置年度

島津製作所

島津製作所 ＬＣＭＳ－８０５０

日本電子
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（３）地下水観測井（53本）
観 測 井 名 設　置　場　所 地盤 深ｍ

Ｏ 健軍水源地 Ｂ 東区水源１丁目１－１ Ｓ
Ｏ 上の原公園 Ｂ 東区健軍本町３５ Ｓ
Ｏ 上山下公園 Ｂ 東区健軍３丁目１９－２２ ～ Ｓ
Ｏ 健軍消防署 Ａ 東区東町４丁目６－１７ Ｓ
Ｏ 健軍消防署 Ｂ 東区東町４丁目６－１７ Ｓ
Ｏ 動物園 Ｂ 東区健軍５丁目１４－２ ～ Ｓ
Ｏ 秋津下水処理場 Ａ 東区秋津町秋田５３６(東部浄化ｾﾝﾀ－内) Ｓ
Ｏ 秋津下水処理場 Ｂ 東区秋津町秋田５３６(東部浄化ｾﾝﾀ－内) ～ Ｓ
Ｏ 画図小学校 Ｂ 東区下江津8丁目1-6 ～ Ｓ
Ｏ 嘉島（三郎無田） Ｂ 上益城郡嘉島町下六嘉字無田１０８３ ～ Ｓ
Ｏ 嘉島（井寺） Ｃ 上益城郡嘉島町下六嘉字牧３１２０ ～ Ｓ
Ｏ 秋田第９水源地 Ｃ 東区秋津町秋田４２ ～ Ｓ
Ｏ 秋田配水場 Ａ 東区秋津町秋田２７８６ Ｓ
Ｏ 秋田配水場 Ｂ 東区秋津町秋田２７８６ ～ Ｓ
Ｏ 秋田配水場 Ｃ 東区秋津町秋田２７８６ ～ Ｓ
Ｏ 沼山津配水場 Ａ 東区秋津町沼山津２９１０ Ｓ
Ｏ 沼山津配水場 Ｃ 東区秋津町沼山津２９１０ ～ Ｓ
Ｏ 若葉小学校 Ａ 東区若葉４丁目２３－１ ～ Ｓ
Ｏ 若葉小学校 Ｃ 東区若葉４丁目２３－１ ～ Ｓ
Ｏ 秋津小学校 Ａ 東区秋津３丁目９－２０ ～ Ｓ
Ｏ 秋津小学校 Ｃ 東区秋津３丁目９－２０ ～ Ｓ
Ｏ 桜木小学校 Ｃ 東区花立２丁目２３－１ ～ Ｓ
Ｏ 西原中学校 Ｃ 東区保田窪４丁目９－１ ～ Ｓ
Ｏ 戸島送水場 Ｂ 東区戸島町２６３６ ～ Ｓ
Ｏ 戸島（下桟敷尾） Ｂ 東区戸島町２０８２－１ ～ Ｓ
Ｏ 一本木送水場 ａ 北区飛田４丁目２－１５ Ｓ
Ｏ 八景水谷公園 ａ 北区八景水谷１丁目１１ Ｓ
Ｏ 八景水谷公園 ｂ 北区八景水谷１丁目１１ ～ Ｓ
Ｏ 城北小学校 ａ 北区清水新地１丁目４－１ Ｓ
Ｏ 亀井送水場 ａ 北区清水亀井町１ Ｓ
Ｏ 亀井送水場 ｂ 北区清水亀井町１ ～ Ｓ
Ｏ 池上送水場 ａ 西区池上町９００－１ Ｓ
Ｏ 池上送水場 ｂ 西区池上町９００－１ Ｓ
Ｏ 池上第２水源地 ａ 西区池上町１１９２－１ Ｓ
Ｏ 池上第２水源地 ｂ 西区池上町１１９２－１ ～ Ｓ
Ｏ 城山送水場 ａ 西区上代10丁目６－３１ Ｓ
Ｏ 城山送水場 ｂ 西区上代10丁目６－３１ ～ Ｓ
Ｏ 川尻配水場 ａ 南区元三町１丁目１－７８ Ｓ
Ｏ 川尻配水場 ｂ 南区元三町１丁目１－７８ ～ Ｓ
Ｏ 麻生田送水場 ｂ 北区麻生田５丁目２６－１ ～ Ｓ
Ｏ 清水亀井町 ａ 北区清水亀井町４３ Ｓ
Ｏ 田迎南小学校 ｂ 南区田井島３丁目１２－１ Ｈ
Ｏ 健軍水源地 Ａ 東区水源１丁目１－１ Ｈ
Ｏ 城山第４水源地 ｂ 西区上代６丁目６－３７ ～ Ｈ
Ｏ 託麻（中原） ｂ 東区小山町１７５６－２ ～ Ｈ 元
Ｏ 改寄配水場 ｂ 北区改寄町１２８１ ～ Ｈ
Ｏ 改寄町小清水 ｂ 北区改寄町小清水９ ～ Ｈ
Ｏ 下硯川町鹿次郎 ｂ 北区下硯川鹿次郎７０３－５ ～ Ｈ
Ｏ 和泉町赤水 ａ 北区和泉町赤水井川尻４８１ Ｈ
Ｏ 和泉町赤水 ｂ 北区和泉町赤水井川尻４８１ ～ Ｈ
Ｏ 麻生田第３水源地 ｂ 北区楡木６丁目４ ～ Ｈ
Ｕ 託麻第２水源地 ｂ 東区小山３丁目５ Ｓ
Ｕ 西梶尾水源地 ｂ 北区西梶尾町４３６－３ Ｈ
柱状図有り…管理記号Ｏ 砥川溶岩の分布地域内 砥川溶岩の分布しない地域

柱状図無し…管理記号Ｕ 　Ａ…砥川溶岩の上層 　a…浅層

　Ｂ…砥川溶岩層 　b…深層

　Ｃ…砥川溶岩の下層

管理記号 口  径mm 観 測 開 始
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一本木水源地（調整池）上松尾第2加圧所（調整池）

八景水谷水源地（調整池）岳加圧所（調整池）

川尻水源地（配水池） 平山配水池
池上水源地（調整池） 島崎配水池（島崎2号）

城山水源地（調整池）

貢水源地（調整池） 戸島送水場（調整池）

岩倉山配水池
徳王配水池
立田山配水池
健軍配水場（配水池）

小山山配水池
高遊原配水池
改寄配水場（配水池）

西梶尾配水場（配水池）

和泉配水池
白浜配水池
川床配水池
南部送水場(調整池)

(平成３０年３月３１日現在）

災害対策用貯水施設

６　水道施設位置図

配水施設 取水施設 

▲金峰山

▲三ノ岳

▲ 熊ノ岳

▲

▲立田山

熊本新港

熊本ＩＣ

益城空港ＩＣ

御船ＩＣ

植木ＩＣ

山鹿市

玉東町

菊池市

合志市

菊陽町

益城町

御船町

嘉島町

甲佐町

宇城市

宇土市

熊本駅

江津湖

●熊本県庁
２

嘉島町

２

市役所

嘉島町

城南スマートＩＣ

城南スマートＩＣ

熊本市上下水道局

西部上下水道センター

北部上下水道センター

南部上下水道センター

水の科学館

上下水道料金納入所

営業所など1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

玉名市

麻生田水源地 

一本木水源地 

山室水源地 

八景水谷水源地 

亀井水源地 

健軍水源地 

庄口水源地 

沼山津水源地 

託麻水源地 

川尻水源地 

池上水源地 

城山水源地 

鶴羽田水源地 

飛田水源地 

改寄水源地 

西梶尾水源地 

貢水源地(休止) 

追分水源地 

秋田水源地 

白浜水源地 

岩倉山配水池 

徳王配水池 

立田山配水池 

健軍配水場 

秋田配水場 

小山山配水池 

高遊原配水池 

川尻配水場 

万日山配水池 

城山配水池 

鶴羽田配水場 

飛田配水場 

改寄配水場 

西梶尾配水場 

和泉配水池 

白浜配水池 

川床配水池 

南部送水場 

戸島送水場 

沼山津送水場 

木留送水場 

送水施設 

一本木水源地(調整池) 

八景水谷水源地(調整池) 

川尻水源地(配水池) 

池上水源地(調整池) 

城山水源地(調整池) 

貢水源地(調整池) 

岩倉山配水池 

徳王配水池 

立田山配水池 

健軍配水場(配水池) 

小山山配水池 

高遊原配水池 

改寄配水場(配水池) 

西梶尾配水場(配水池) 

和泉配水池 

白浜配水池 

川床配水池 

2 

1 

2 

3 

4 

6 

7 

13 

14 

15 

16 

17 

4 

11 

12 

13 

18 

18 南部送水場(配水池) 

24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 

城南町詳細図 
舞原水源地 
赤見水源地 
沈目水源地 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

17 

18 

東阿高水源地 
本鰐瀬水源地 
高水源地 
碇水源地 

20 
21 

舞原配水場 
吉野配水場 

植木町詳細図 
一木第1水源地 

一木第2水源地 

一木第3水源地 

山本第1水源地 

山本第2水源地 

大塚第2水源地 

西宮原水源地 

木留第1水源地 

一木配水場 

木留第2水源地 

山本配水場 

大塚配水池 

木留配水池 

山口配水池 

木留送水場 

富合町詳細図 
21 

22 

23 

榎津水源地 

富合東部水源地(休止) 

新水源地 

18 

19 
南部送水場 

新配水場 

上松尾第2加圧所(調整池) 

岳加圧所(調整池) 

平山配水池 

島崎配水池(島崎2号) 

戸島送水場(調整池) 

災害対策用貯水施設 

2 

3 

4 

1 

● 

31 

32 

33 

34 

35 

36 

37 

38 

39 

24 
25 
26 
27 

28 

雁回山 
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自
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下
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倉

山
麻
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田

、
兎

谷
1
･
2
丁
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、

大
窪

、
楠

、
黒

髪
４
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水
（

亀
井

町
、
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地

、
東

町
、

本
町

、
万

石
）

、
清

水
岩

倉
1
丁

目
、

下
硯

川
1
丁

目
、

高
平

1
･
3
丁

目
、

龍
田

2
･
4
～

9
丁

目
、

龍
田

陳
内

3
丁

目
、

徳
王

、
楡

木
、

八
景

水
谷

、
飛

田
4
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目
、

室
園
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、

山
室

麻
生

田
深

本
麻

生
田

岩
倉

山

一
本

木
浅

本
一

本
木

徳
　

王
山

室
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自

然
流

下
徳

王
池

田
2
･
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丁

目
、

大
窪

1
丁

目
、

津
浦

町
、

徳
王

1
丁

目
、

徳
王

町
、

稗
田

町
、

山
室

1
丁

目
、

池
亀

町
、

池
田

、
上

熊
本

3
丁

目
、

京
町

1
丁

目
、

島
崎

2
～

6
丁

目
、

谷
尾

崎
町

、
出

町
、

花
園

、
京

町
2
丁

目
、

京
町

本
町

、
京

町
本
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、

千
葉
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、
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、
古

京
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、
本
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、
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内

深
本

深
本

山
室

）
島

崎
島

崎
7
丁

目
、

島
崎

3
･
5
丁

目
の

一
部

、
谷

尾
崎

町
の

一
部

鶴
羽

田
深

本
鶴

羽
田

池

島
　

崎
池

自
然

流
下

（

ポ
ン

プ
加

圧
鶴

羽
田

梶
尾

町
の

一
部

、
鶴

羽
田

町
、

鶴
羽

田
1
～

5
丁

目
、

飛
田

3
丁

目
の

一
部

飛
田

深
本

飛
　

田
四

方
寄

・
鶴

羽
田

・
下

硯
川

町
の

一
部

、
飛

田
町

、
飛

田
1
～

4
丁

目
、

大
窪

2
丁

目
の

一
部

改
寄

深
本

改
　

寄
池

ポ
ン

プ
加

圧

池
ポ

ン
プ

加
圧

飛
田

改
寄

改
寄

町
、

小
糸

山
町

、
大

鳥
居

町
、

明
徳

町
、

楠
野

町
、

鹿
子

木
町

、
梶

尾
町

の
一

部
、

鶴
羽

田
町

の
一

部
、

植
木

町
（

有
泉

、
石

川
、

植
木

、
古

閑
、

舞
尾

）

西
梶

尾
深

本
西

梶
尾

池
ポ

ン
プ

加
圧

西
梶

尾
鹿

子
木

町
の

一
部

、
北

迫
町

の
一

部
、

硯
川

町
の

一
部

、
四

方
寄

町
の

一
部

、
西

梶
尾

町
貢

深
本

貢

深
本

和
泉

池
田

2
･
3
丁

目
一

部
、

和
泉

町
、

釜
尾

町
、

北
迫

町
、

島
崎

6
丁

目
一

部
、

下
硯

川
町

、
下

硯
川

1
･
2
丁

目
一

部
、

硯
川

町
、

太
郎

迫
町

、
徳

王
町

一
部

、
徳

王
1
丁

目
一

部
、

花
園

4
～

7
丁

目
の

一
部

、
万

楽
寺

町
、

貢
町

、
四

方
寄

町
一

部
、

立
福

寺
町

一
部

（
貢

休
止

中
）

八
景

水
谷

浅
本

八
景

水
谷

立
田

山

山
室

3
・

4
丁

目
、

打
越

町
、

清
水

町
打

越
、

清
水

（
亀

井
、

本
町

、
松

崎
、

万
石

、
室

園
）

、
高

平
1
～

3
丁

目
、

津
浦

町
、

八
景

水
谷

1
丁

目
、

稗
田

町
、

室
園

町
、

安
政

町
、

板
屋

町
、

内
坪

井
町

、
上

通
町

、
上

林
町

の
一

部
、

辛
島

町
、

京
町

、
黒

髪
1
～

4
丁

目
、

黒
髪

町
坪

井
、

子
飼

本
町

、
小

沢
町

、
古

城
町

、
壺

川
、

紺
屋

今
町

、
上

鍛
冶

屋
町

、
細

工
町

2
～

4
丁

目
、

桜
町

、
島

崎
1
丁

目
、

下
通

、
城

東
町

、
新

市
街

、
水

道
町

、
新

町
、

船
場

町
2
・

3
丁

目
、

船
場

下
1
丁

目
、

段
山

本
町

、
千

葉
城

町
、

中
央

街
、

坪
井

、
手

取
本

町
、

西
子

飼
町

、
二

の
丸

、
花

畑
町

、
古

京
町

、
本

丸
、

南
坪

井
町

、
宮

内
、

妙
体

寺
町

、
薬

園
町

、
山

崎
町

、
横

手
、

練
兵

町
、

上
熊

本
1
・

2
丁

目
、

島
崎

3
丁

目
、

津
浦

町
、

花
園

1
丁

目

立
田

山

和
　

泉
池

自
然

流
下

亀
井

浅
本

亀
井

深
本

立
田

山

池
自

然
流

下

健
軍

秋
田

会
富

町
、

秋
津

、
荒

尾
町

、
荒

尾
1
・

2
丁

目
、

安
政

町
一

部
、

世
安

町
、

井
川

淵
町

、
出

水
、

出
仲

間
、

今
町

、
魚

屋
町

、
海

路
口

町
、

薄
場

、
内

田
町

、
江

越
、

画
図

町
、

江
津

、
画

図
東

、
榎

町
一

部
、

大
江

、
岡

田
町

、
沖

新
町

、
奥

古
閑

町
、

小
島

（
上

、
下

）
、

小
島

3
･
6
･
7
丁

目
一

部
、

尾
ノ

上
、

帯
山

、
鍛

冶
屋

町
、

春
日

1
～

4
丁

目
、

上
鍛

冶
屋

町
、

上
京

塚
町

、
上

水
前

寺
、

上
代

2
～

1
0
丁

目
、

上
通

町
一

部
、

上
ノ

郷
、

上
林

町
一

部
、

刈
草

、
川

口
町

、
河

原
町

、
川

渕
町

、
北

千
反

畑
町

、
京

塚
本

町
、

九
品

寺
、

神
水

、
慶

徳
堀

町
、

健
軍

、
幸

田
、

紺
屋

町
、

紺
屋

阿
弥

陀
寺

町
、

紺
屋

今
町

一
部

、
子

飼
本

町
一

部
、

国
府

、
湖

東
、

琴
平

、
呉

服
町

、
米

屋
町

、
琴

平
本

町
、

護
藤

町
、

細
工

町
、

栄
町

、
桜

木
、

佐
土

原
、

三
郎

、
島

町
、

下
江

津
、

十
禅

寺
、

城
山

半
田

2
丁

目
一

部
、

昭
和

町
、

白
石

町
、

新
大

江
、

新
鍛

冶
屋

町
、

新
港

、
新

市
街

一
部

、
新

生
、

新
土

河
原

、
新

南
部

、
新

外
、

新
屋

敷
、

水
源

、
水

前
寺

、
水

道
町

一
部

、
菅

原
町

、
砂

原
町

、
銭

塘
町

、
田

井
島

、
田

崎
1
丁

目
、

田
崎

本
町

、
田

迎
、

近
見

、
中

央
街

一
部

、
月

出
、

通
町

、
土

河
原

町
、

渡
鹿

、
中

島
町

、
中

唐
人

町
、

並
建

町
、

西
阿

弥
陀

寺
町

、
錦

ヶ
丘

、
西

子
飼

町
一

部
、

西
唐

人
町

、
西

原
2
・

3
丁

目
、

二
本

木
、

日
吉

1
丁

目
一

部
、

沼
山

津
、

野
口

、
野

中
、

萩
原

町
、

白
山

、
畠

口
町

、
八

王
子

町
、

八
反

田
、

花
立

、
浜

口
町

、
春

竹
町

春
竹

、
東

阿
弥

陀
寺

町
、

東
京

塚
町

、
東

子
飼

町
、

東
野

、
東

本
町

、
東

町
、

平
田

、
広

木
町

、
古

桶
屋

町
、

古
川

町
、

古
大

工
町

、
平

成
、

保
田

窪
本

町
、

保
田

窪
1
・

2
丁

目
、

本
荘

、
孫

代
町

、
松

原
町

、
馬

渡
、

南
熊

本
、

南
千

反
畑

町
、

南
高

江
町

、
南

高
江

3
～

5
・

7
丁

目
、

南
坪

井
町

一
部

、
南

町
、

御
幸

笛
田

、
御

幸
木

部
、

御
幸

西
、

妙
体

寺
町

一
部

、
迎

町
、

無
田

口
町

、
元

三
町

、
元

三
町

5
丁

目
、

本
山

、
八

島
2
丁

目
一

部
、

山
ノ

内
1
～

3
丁

目
、

山
ノ

神
、

良
町

、
弥

生
町

一
部

、
横

紺
屋

町
、

万
町

、
流

通
団

地
、

蓮
台

寺
、

若
葉

健
　

軍
池

ポ
ン

プ
加

圧

秋
　

田
池

ポ
ン

プ
加

圧
秋

田
深

本

健
軍

深
本

健
軍

庄
口

深
本

自
然

流
下

託
麻

沼
山

津
深

本
沼

山
津

（
沼

山
津

１
は

熊
本

地
震

で
被

災
し

休
止

中
）

ブ
ー

ス
タ

ー
式

）
龍

田
団

地
龍

田
陣

内
3
丁

目
の

一
部

、
龍

田
2
丁

目

川
尻

荒
尾

2
･
3
丁

目
、

薄
場

町
、

刈
草

1
･
2
丁

目
、

川
尻

、
島

町
4
･
5
丁

目
、

白
藤

、
近

見
町

、
近

見
7
丁

目
、

鳶
町

、
富

合
町

御
船

手
、

富
合

町
杉

島
（

緑
川

以
北

）
、

中
無

田
町

、
野

田
1
～

3
丁

目
、

日
吉

、
美

登
里

町
、

南
高

江
1
～

6
丁

目
、

元
三

町
1
～

4
丁

目
、

八
幡

託
　

麻
深

本

龍
田

団
地

ポ
ン

プ
加

圧
（

小
山

山
池

自
然

流
下

高
遊

原

小
山

山

石
原

、
兎

谷
3
丁

目
、

帯
山

4
･
6
～

9
丁

目
、

小
峯

、
小

山
、

鹿
帰

瀬
町

一
部

、
上

南
部

、
黒

髪
3
～

8
丁

目
、

神
園

、
御

領
、

佐
土

原
3
丁

目
一

部
、

清
水

岩
倉

2
･
3
丁

目
一

部
、

下
南

部
、

新
南

部
、

龍
田

1
～

3
･
5
～

9
丁

目
、

龍
田

陳
内

、
龍

田
町

弓
削

、
龍

田
弓

削
、

戸
島

、
石

原
、

兎
谷

3
丁

目
、

帯
山

4
･
6
～

9
丁

目
、

小
峯

、
小

山
、

鹿
帰

瀬
町

一
部

、
上

南
部

、
黒

髪
3
～

8
丁

目
、

神
園

、
御

領
、

佐
土

原
3
丁

目
一

部
、

清
水

岩
倉

2
･
3
丁

目
一

部
、

下
南

部
、

新
南

部
、

龍
田

1
～

3
･
5
～

9
丁

目
、

龍
田

陳
内

、
龍

田
町

弓
削

、
龍

田
弓

削
、

戸
島

、
戸

島
西

1
･
4
･
5
丁

目
、

渡
漉

3
･
8
･
9
丁

目
一

部
、

中
江

町
、

中
原

町
、

長
嶺

西
、

長
嶺

東
、

長
嶺

南
3
･
4
･
6
～

8
丁

目
一

部
、

西
原

、
八

反
田

、
平

山
町

一
部

、
保

田
窪

1
～

5
丁

目
、

武
蔵

ケ
丘

、
山

ノ
内

1
･
2
･
3
丁

目
一

部
、

山
ノ

内
4
丁

目
、

弓
削

町
、

吉
原

町

戸
島

高
遊

原
池

平
池

自
然

流
下

（

川
尻

深
本

川
　

尻

池
上

深
本

池
上

万
日

山

池
ポ

ン
プ

加
圧

池
自

然
流

下
万

日
山

池
上

町
、

春
日

4
～

8
丁

目
、

上
代

1
・

2
丁

目
、

合
志

、
島

崎
3
丁

目
、

田
崎

町
、

田
崎

2
･
3
丁

目
、

谷
尾

崎
町

、
戸

坂
町

、
八

島
町

、
八

島
1
･
2
丁

目
、

横
手

2
～

4
丁

目

）
平

池
上

町
平

）
花

岡
山

横
手

2
･
3
･
4
丁

目
の

一
部

、
春

日
4
･
6
丁

目
の

一
部

、

梅
　

洞
池

自
然

流
下

（
）

花
岡

山
池

自
然

流
下

（

梅
洞

西
松

尾
町

（
梅

洞
）

城
山

深
本

城
山

城
　

山
池

池
上

町
の

一
部

、
小

島
1
～

9
丁

目
、

上
代

、
上

高
橋

1
･
2
丁

目
、

上
松

尾
町

、
城

山
大

塘
、

城
山

上
代

町
、

城
山

下
代

、
城

山
半

田
、

城
山

薬
師

、
高

橋
町

、
中

松
尾

町
、

西
松

尾
町

、
松

尾
1
･
2
丁

目
、

松
尾

町
近

津

上
松

尾
第

１
池

自
然

流
下

（
）

上
松

尾
第

上
松

尾
町

自
然

流
下

城
山

）
平

山
河

内
町

（
平

山
、

岳
の

一
部

、
面

木
、

野
出

の
一

部
）

、
上

松
尾

町

岳
野

　
出

池
自

然
流

下
（

上
松

尾
第

２
池

自
然

流
下

（

）
野

出
河

内
町

（
船

津
の

一
部

、
野

出
、

白
浜

の
一

部
）

追
分

深
本

追
　

分
大

多
尾

大
多

尾
河

内
町

（
大

多
尾

、
東

門
寺

）
、

貢
町

の
一

部
、

谷
尾

崎
町

の
一

部

三
ノ

岳
池

自
然

流
下

（
）

池
自

然
流

下
（

）

三
ノ

岳
河

内
町

大
多

尾
の

一
部

大
将

陣
ポ

ン
プ

加
圧

（
ブ

ー
ス

タ
ー

式
）

大
将

陣
河

内
町

岳

川
　

床
池

自
然

流
下

川
床

河
内

町
（

河
内

、
船

津
の

一
部

）

白
浜

深
本

白
　

浜
池

自
然

流
下

白
浜

河
内

町
（

白
浜

、
船

津
の

一
部

）

南
部

送
水

場
池

ポ
ン

プ
加

圧
南

部
富

合
町

（
榎

津
、

大
町

、
御

船
手

、
硴

江
、

上
杉

、
清

藤
、

小
岩

瀬
、

莎
崎

、
古

閑
、

国
町

、
菰

江
、

志
々

水
、

釈
迦

堂
、

杉
島

（
緑

川
以

南
）

、
田

尻
、

西
田

尻
、

廻
江

、
南

田
尻

）

富
合

東
部

深
本

（
熊

本
地

震
で

被
災

し
休

止
中

）

榎
津

富
合

町
木

原

新
深

本
新

新
池池

ポ
ン

プ
加

圧
榎

津
深

本
榎

　
津

富
合

町
（

新
の

一
部

、
平

原
）

高
深

本
高

池
ポ

ン
プ

加
圧

ポ
ン

プ
加

圧
新 高

城
南

町
高

碇
深

本
碇

高
城

南
町

碇

赤
見

深
本

赤
　

見
池池

ポ
ン

プ
加

圧

舞
原

深
本

城
南

町
赤

見

舞
　

原
池

ポ
ン

プ
加

圧
舞

原
城

南
町

（
阿

高
、

出
水

、
さ

ん
さ

ん
1
･
2
丁

目
、

塚
原

、
丹

生
宮

、
藤

山
、

永
、

下
宮

地
、

舞
原

、
今

吉
野

の
一

部
、

隈
庄

、
宮

地
、

六
田

、
島

田
、

築
地

）

ポ
ン

プ
加

圧
赤

見

吉
野

城
南

町
（

今
吉

野
の

一
部

、
舞

原
の

一
部

）

城
南

南
部

ポ
ン

プ
加

圧
（

ブ
ー

ス
タ

ー
式

吉
　

野
池

ポ
ン

プ
加

圧

）
城

南
南

部
城

南
町

藤
山

沈
目

深
本

沈
　

目
池

城
南

町
沈

目

本
鰐

瀬
深

本
本

鰐
瀬

池
ポ

ン
プ

加
圧

ポ
ン

プ
加

圧
沈

目

本
鰐

瀬
城

南
町

鰐
瀬

旭
ヶ

丘
ポ

ン
プ

加
圧

（
ブ

ー
ス

タ
ー

式
）

旭
ヶ

丘
城

南
町

鰐
瀬

の
一

部

東
阿

高
深

本
東

阿
高

東
阿

高
城

南
町

東
阿

高

一
木

第
１

深
本

一
　

木
池

ポ
ン

プ
加

圧

池
ポ

ン
プ

加
圧

一
木

植
木

町
（

植
木

、
大

井
、

鞍
掛

、
味

取
、

岩
野

、
小

野
、

広
住

、
一

木
、

投
刀

塚
の

一
部

）
、

小
糸

山
町

の
一

部
、

改
寄

町
の

一
部

一
木

第
２

深
本

一
木

第
３

深
本

山
本

第
１

深
本

植
木

町
（

色
出

、
清

水
、

内
、

山
本

、
豊

田
の

一
部

、
亀

甲
、

今
藤

、
米

塚
、

伊
知

坊
、

舟
島

、
平

井
）

山
本

第
２

深
本

植
木

町
北

部
ポ

ン
プ

加
圧

（

山
　

本
池

ポ
ン

プ
加

圧
山

本

ブ
ー

ス
タ

ー
式

）
清

水
植

木
町

清
水

の
一

部

大
塚

第
２

深
本

大
　

塚

西
宮

原
植

木
町

宮
原

の
一

部

大
塚

植
木

町
（

宮
原

の
一

部
、

正
清

、
田

底
）

西
宮

原
深

本
西

宮
原

池
自

然
流

下

池
自

然
流

下

西
宮

原
ポ
ン
プ
加
圧
（
配
水
池
内
に
水
中
ポ
ン
プ
を
設
置
）

西
宮

原
加

圧
植

木
町

宮
原

の
一

部

木
留

第
１

深
本

木
留

木
留

植
木

町
（

木
留

、
円

台
寺

、
平

野
、

辺
田

野
、

鐙
田

、
荻

迫
の

一
部

、
大

和
、

投
刀

塚
、

滴
水

、
後

古
閑

、
轟

の
一

部
、

那
智

の
一

部
、

上
古

閑
、

鈴
麦

、
豊

岡
、

平
原

）
木

留
第

２
深

本
木

　
留

池
自

然
流

下

池
ポ

ン
プ

加
圧

富
応

植
木

町
富

応
の

一
部

沼
山

津
６

深
本

(
休

止
中

)

山
口

植
木

町
（

木
留

の
一

部
、

辺
田

野
の

一
部

）
貢

深
本

(
休

止
中

)
富

　
応

山
　

口
池

自
然

流
下

託
麻

５
深

本
(
休

止
中

)
：

路
上

局
沼

山
津

１
深

本
(
休

止
中

)
地

震
後

）
富

合
東

部
深

本
(
休

止
中

)
地

震
後

下
薗

(
運

用
廃

止
)

池
自

然
流

下

天
明

(
運

用
廃

止
)

池
ポ

ン
プ

加
圧

（ （
）

（
平

成
３

０
年

３
月

３
１

日
現

在
）

大
和

第
１

深
本

(
運
用
廃
止
)

湯
上

･
山

下
(
運

用
廃

止
)

池
自

然
流

下
（

）
大

和
第

３
深

本
(
運
用
廃
止
)

才
木

(
運

用
廃

止
)

池
ポ

ン
プ

加
圧

（
）

富
合

南
部

深
本

(
運
用
廃
止
)

廻
江

・
清

藤
(
運

用
廃

止
)

湯
上

・
山

下
深

本
(
運
用
廃
止
)

池
ポ

ン
プ

加
圧

（
） ）

下
園

深
本

(
運
用
廃
止
)

富
合
西
(
運
用
廃
止
)

池
ポ

ン
プ

加
圧

富
合

南
部

(
運

用
廃

止
)

池
ポ

ン
プ

加
圧

（ （
）

旭
ヶ

丘
深

本
(
運
用
廃
止
)

富
合

東
部

(
運

用
廃

止
)

池
ポ

ン
プ

加
圧

（
ブ

ー
ス

タ
ー

式
）

大
塚

第
１

深
本

(
運
用
廃
止
)

築
地

・
上

村
(
運

用
廃

止
)

託
麻

２
深

本
(
運
用
廃
止
)

池
ポ

ン
プ

加
圧

（
）

菰
江

深
本

(
運
用
廃
止
) 稼
働

施
設

才
木

深
本

(
運
用
廃
止
)

六
田

深
本

(
運
用
廃
止
)

箇
所

池
ｍ

ｍ
/
日

公
称

施
設

能
力

ｍ
/
日

配
水

施
設

休
止

施
設

ｍ
/
日

水
源

地
箇

所
運
用
廃
止
施
設

ｍ
/
日

加
圧

配
水

施
設

箇
所

池
ｍ

※
各

施
設

計
に

（
運

用
廃

止
）

は
含

ま
な

い
。

ｍ
井

戸
本

数
本

休
止

中
（

5
本

）
含

む
合

計
箇

所
池
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農
免

減
圧
系

高
遊
原
配
水
池
系

小
山
山

配
水
池

高
遊
原
・
小
山
山
配
水
区

岩
倉
山

配
水
池
系

高
遊
原

配
水
池
系

下
南
部

減
圧
系

八
景
水
谷

減
圧
系

兎
谷
減
圧
系

岩
倉
山
配
水
区

徳
王
配
水
区

徳
王

配
水
池
系

立
田
山
配
水
区

島
崎
加
圧
系

谷
尾
崎
減
圧
系

平
加
圧
系

万
日
山
配
水
区

城
山
配
水
区

城
山
配
水
池
系

上
松
尾
減
圧
系

上
松
尾
第

加
圧

梅
洞
加
圧
系

川
床
配
水
池
系

白
浜
配
水
池
系

河
内
配
水
区

川
尻
配
水
場
系

熊
本

市
配

水
系

統
図

平
成
３
０
年
３
月
３
１
日
現
在

岳
加
圧
系

岳
加
圧
系

島
崎
第

減
圧
系

戸
坂
減
圧
系

上
立
田

減
圧
系

運
動
公
園
減
圧
系

硯
川

減
圧
系

池
田
減
圧
系

釜
尾

減
圧
系

貢
減
圧
系

保
健
科
学
大

減
圧
系

花
園

減
圧
系

四
方
寄

減
圧
系

下
硯
川

減
圧
系

平
山
配
水
池
系

富
尾
減
圧
系

北
部
配
水
区

城
南
配
水
区

高
遊
原
直
圧
系

島
崎
第

減
圧
系

高
遊
原
直
圧
系

供
合
減
圧
系

立
田
の
杜

減
圧
系

龍
田
団
地

加
圧
系

龍
田
陳
内

減
圧
系

和
泉

配
水
池
系

飛
田
配
水
場

下
減
圧
系

託
麻
第

減
圧
系

島
崎
第

減
圧
系

託
麻
第

減
圧
系

木
留
配
水
池
系

一
木
配
水
場
系

西
宮
原
配
水
池
系

大
塚
配
水
池
系

東
阿
高
配
水
地
系

吉
野
配
水
場
系

沈
目
配
水
場
系

本
鰐
瀬
配
水
地
系

岩
倉
山

配
水
池
系

龍
田
団
地
減
圧
系

一
本
木

減
圧
系

舞
原
配
水
場
系

城
南
南
部
加
圧
系

改
寄
配
水
場
系

鶴
羽
田
配
水
場
系

西
梶
尾
配
水
場
系

飛
田
配
水
場
系

本
妙
寺
減
圧
系

旭
ヶ
丘
加
圧
系

本
妙
寺
加
圧
系

託
麻
第

減
圧
系

立
田
山

配
水
池
系

花
岡
山
加
圧
系

万
日
山
配
水
池
系

川
尻
配
水
区

健
軍
配
水
場
系

健
軍
・
秋
田
配
水
区

つ
つ
じ
ヶ
丘

減
圧
系

長
嶺

減
圧
系

竜
田
口

減
圧
系

秋
田
配
水
場
系

山
本

配
水
場
系西
宮
原
加
圧
系

清
水
減
圧
系

吉
松
減
圧
系

北
部
加
圧
系

大
井
減
圧
系

山
口
配
水
池
系

滴
水
減
圧
系

木
留
減
圧
系

大
和
減
圧
系

那
知
減
圧
系

轟
減
圧
系

豊
岡
減
圧
系

富
応
減
圧
系

富
応
加
圧
系植
木
配
水
区

池
上

減
圧
系

南
部
配
水
区

南
部
送
水
場
系

新
配
水
場
系

榎
津
配
水
場
系

高
配
水
場
系

碇
配
水
場
系

赤
見
配
水
場
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８
熊
本
市
上
水
道
給
水
区
域
変
遷
図

凡
例

創
設
事
業

第
１
次
拡
張
事
業

第
２
次
拡
張
事
業

第
３
次
拡
張
事
業

第
４
次
拡
張
事
業

第
５
次
拡
張
事
業

第
６
次
拡
張
事
業
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Ⅳ　水道の維持管理（取水・配水・漏水防止など）
１ 水源地別年間取水量 （単位：m ）

水 源 地 名 29年度 28年度 27年度 26年度 25年度

麻 生 田

一 本 木

山 室

八 景 水 谷

亀 井

健 軍

秋 田

庄 口

沼 山 津

託 麻

川 尻

池 上

城 山

鶴 羽 田

飛 田

改 寄

西 梶 尾

貢 （ 休 止 中 ）

追 分

白 浜

富 合

城 南

植 木

平成27年度までは富合町、植木町、城南町を除く

有効水量（B）

原水有効利用率
（B）/（A）

合　計（A）
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２　系統別配水量

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

３　配水量の分析（年度別）

(％）

（％）

(％）

（％）

28年度

29年度

26年度

川尻配水区
岩倉山
配水区

徳王配水区
立田山
配水区

健軍･秋田
配水区

高遊原･小
山山配水区

28年度

25年度

1日最大配水量

配　水　量

項   目

無収有効水量

有収水量

　有 効 水 量

1日最小配水量

1日平均配水量

 消 防 用

 局業務用

 洗 管 用 

 メーター不感水量

配 水 量 に 対 す る
無 収 有 効 水 量 の 割 合

有　収　率

　無収無効水量

 調定減額水量

無　効　率

有　効　率

30年

29年

27年度

27年度29年度
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２　系統別配水量

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

３　配水量の分析（年度別）

(％）

（％）

(％）

（％）

28年度

29年度

26年度

川尻配水区
岩倉山
配水区

徳王配水区
立田山
配水区

健軍･秋田
配水区

高遊原･小
山山配水区

28年度

25年度

1日最大配水量

配　水　量

項   目

無収有効水量

有収水量

　有 効 水 量

1日最小配水量

1日平均配水量

 消 防 用

 局業務用

 洗 管 用 

 メーター不感水量

配 水 量 に 対 す る
無 収 有 効 水 量 の 割 合

有　収　率

　無収無効水量

 調定減額水量

無　効　率

有　効　率

30年

29年

27年度

27年度29年度

（単位：m ）

天明配水区 富合町 城南町 植木町 総配水量
万日山
配水区

城山配水区 北部配水区 河内配水区

25年度26年度
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４　電力使用状況
（１）水源地別電力使用量

麻生田水源地 一本木水源地 八景水谷水源地 亀井水源地 健軍水源地

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

秋田配水場 水運用センター 路上局 全加圧配水ポンプ所分 北部地区

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

一日
平均

29年

30年

年度･月次

26年度

25年度

27年度

29年度

27年度

26年度

25年度

29年度

28年度

28年度

一日
平均

29年度

28年度

27年度

26年度

25年度

29年

30年

年度･月次

27年度

26年度

25年度

28年度

29年度
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４　電力使用状況
（１）水源地別電力使用量

麻生田水源地 一本木水源地 八景水谷水源地 亀井水源地 健軍水源地

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

秋田配水場 水運用センター 路上局 全加圧配水ポンプ所分 北部地区

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

一日
平均

29年

30年

年度･月次

26年度

25年度

27年度

29年度

27年度

26年度

25年度

29年度

28年度

28年度

一日
平均

29年度

28年度

27年度

26年度

25年度

29年

30年

年度･月次

27年度

26年度

25年度

28年度

29年度

(単位：kWh)

庄口水源地 沼山津水源地 託麻水源地 川尻水源地 池上水源地 城山水源地

河内地区 天明地区 富合町 城南町 植木町 合   計

87



（２）水源地別電力料金
麻生田水源地 一本木水源地 八景水谷水源地 亀井水源地 健軍水源地

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

秋田配水場 水運用センター 路上局 全加圧配水ポンプ所分 北部地区

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

29年

30年

年度･月次

27年度

26年度

25年度

28年度

29年度

一日
平均

28年度

27年度

26年度

25年度

29年度

29年

30年

年度･月次

27年度

26年度

25年度

29年度

28年度

一日
平均

28年度

27年度

26年度

25年度

29年度
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（２）水源地別電力料金
麻生田水源地 一本木水源地 八景水谷水源地 亀井水源地 健軍水源地

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

秋田配水場 水運用センター 路上局 全加圧配水ポンプ所分 北部地区

4月 

5月 

6月 

7月 

8月 

9月 

10月 

11月 

12月 

1月 

2月 

3月 

29年

30年

年度･月次

27年度

26年度

25年度

28年度

29年度

一日
平均

28年度

27年度

26年度

25年度

29年度

29年

30年

年度･月次

27年度

26年度

25年度

29年度

28年度

一日
平均

28年度

27年度

26年度

25年度

29年度

(単位：円)

庄口水源地 沼山津水源地 託麻水源地 川尻水源地 池上水源地 城山水源地

河内地区 天明地区 富合町 城南町 植木町 合   計
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５　水質検査結果（平成29年度 熊本市上水道事業給水栓水年間平均値）
採水地点

水質基準

水温 ℃

一般細菌 個 ／ 以下

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム ／ 以下

水銀 ／ 以下

セレン ／ 以下

鉛 ／ 以下

ヒ素 ／ 以下

六価クロム ／ 以下

亜硝酸態窒素 ／ 以下

シアン ／ 以下

硝酸・亜硝酸態窒素 ／ 以下

フッ素 ／ 以下

ホウ素 ／ 以下

四塩化炭素 ／ 以下

1,4-ジオキサン ／ 以下

 シス・トランス-
 1,2 -ジクロロエチレン

／ 以下

ジクロロメタン ／ 以下

テトラクロロエチレン ／ 以下

トリクロロエチレン ／ 以下

ベンゼン ／ 以下

塩素酸 ／ 以下

クロロ酢酸 ／ 以下

クロロホルム ／ 以下

ジクロロ酢酸 ／ 以下

ジブロモクロロメタン ／ 以下

臭素酸 ／ 以下

総トリハロメタン ／ 以下

トリクロロ酢酸 ／ 以下

ブロモジクロロメタン ／ 以下

ブロモホルム ／ 以下

ホルムアルデヒド ／ 以下

亜鉛 ／ 以下

アルミニウム ／ 以下

鉄 ／ 以下

銅 ／ 以下

ナトリウム ／ 以下

マンガン ／ 以下

塩化物イオン ／ 以下

Ca,Mg等（硬度） ／ 以下

蒸発残留物 ／ 以下

陰イオン界面活性剤 ／ 以下

ジェオスミン 以下

２－ＭＩＢ 以下

非イオン界面活性剤 ／ 以下

フェノール類 ／ 以下

有機物（ＴＯＣ） ／ 以下

ｐＨ値 5.8～8.6

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 度以下

濁度 度以下

残留塩素 ／ 以上

「＜」は未満であることを示す。

鹿帰瀬公民館 武蔵ヶ丘西公園 島崎一丁目公園 島崎二丁目公園
検査項目

水
　
　
　
質
　
　
　
基
　
　
　
準
　
　
　
項
　
　
　
目

検出されないこと

μg／

μg／

異常でないこと

異常でないこと
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不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

白藤下田公園 近津公民館 沖西公園
熊本市

上下水道局
笛田中央公園 楠北公園 西梶尾公園
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採水地点

水質基準

水温 ℃

一般細菌 個 ／ 以下

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム ／ 以下

水銀 ／ 以下

セレン ／ 以下

鉛 ／ 以下

ヒ素 ／ 以下

六価クロム ／ 以下

亜硝酸態窒素 ／ 以下

シアン ／ 以下

硝酸・亜硝酸態窒素 ／ 以下

フッ素 ／ 以下

ホウ素 ／ 以下

四塩化炭素 ／ 以下

1,4-ジオキサン ／ 以下

 シス・トランス-
 1,2 -ジクロロエチレン

／ 以下

ジクロロメタン ／ 以下

テトラクロロエチレン ／ 以下

トリクロロエチレン ／ 以下

ベンゼン ／ 以下

塩素酸 ／ 以下

クロロ酢酸 ／ 以下

クロロホルム ／ 以下

ジクロロ酢酸 ／ 以下

ジブロモクロロメタン ／ 以下

臭素酸 ／ 以下

総トリハロメタン ／ 以下

トリクロロ酢酸 ／ 以下

ブロモジクロロメタン ／ 以下

ブロモホルム ／ 以下

ホルムアルデヒド ／ 以下

亜鉛 ／ 以下

アルミニウム ／ 以下

鉄 ／ 以下

銅 ／ 以下

ナトリウム ／ 以下

マンガン ／ 以下

塩化物イオン ／ 以下

Ca,Mg等（硬度） ／ 以下

蒸発残留物 ／ 以下

陰イオン界面活性剤 ／ 以下

ジェオスミン 以下

２－ＭＩＢ 以下

非イオン界面活性剤 ／ 以下

フェノール類 ／ 以下

有機物（ＴＯＣ） ／ 以下

ｐＨ値 5.8～8.6

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 度以下

濁度 度以下

残留塩素 ／ 以上

「＜」は未満であることを示す。

葉山
自由ヶ丘公園

明徳体育館 鶴羽田公園 小川内公園
検査項目

水
　
　
　
質
　
　
　
基
　
　
　
準
　
　
　
項
　
　
　
目

検出されないこと

μg／

μg／

異常でないこと

異常でないこと
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榎津区公民館

※3月より木原区公民
館に変更

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

白浜公民館
芳野コミュニティセン
ター

銭塘校区ふれあい広場 平原区公民館 南田尻公民館 莎崎区公民館
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採水地点

水質基準

水温 ℃

一般細菌 個 ／ 以下

大腸菌 不検出 不検出 不検出 不検出

カドミウム ／ 以下

水銀 ／ 以下

セレン ／ 以下

鉛 ／ 以下

ヒ素 ／ 以下

六価クロム ／ 以下

亜硝酸態窒素 ／ 以下

シアン ／ 以下

硝酸・亜硝酸態窒素 ／ 以下

フッ素 ／ 以下

ホウ素 ／ 以下

四塩化炭素 ／ 以下

1,4-ジオキサン ／ 以下

 シス・トランス-
 1,2 -ジクロロエチレン

／ 以下

ジクロロメタン ／ 以下

テトラクロロエチレン ／ 以下

トリクロロエチレン ／ 以下

ベンゼン ／ 以下

塩素酸 ／ 以下

クロロ酢酸 ／ 以下

クロロホルム ／ 以下

ジクロロ酢酸 ／ 以下

ジブロモクロロメタン ／ 以下

臭素酸 ／ 以下

総トリハロメタン ／ 以下

トリクロロ酢酸 ／ 以下

ブロモジクロロメタン ／ 以下

ブロモホルム ／ 以下

ホルムアルデヒド ／ 以下

亜鉛 ／ 以下

アルミニウム ／ 以下

鉄 ／ 以下

銅 ／ 以下

ナトリウム ／ 以下

マンガン ／ 以下

塩化物イオン ／ 以下

Ca,Mg等（硬度） ／ 以下

蒸発残留物 ／ 以下

陰イオン界面活性剤 ／ 以下

ジェオスミン 以下

２－ＭＩＢ 以下

非イオン界面活性剤 ／ 以下

フェノール類 ／ 以下

有機物（ＴＯＣ） ／ 以下

ｐＨ値 5.8～8.6

味 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

色度 度以下

濁度 度以下

残留塩素 ／ 以上

「＜」は未満であることを示す。

赤見区日吉神社
検査項目 杉上地域コミュニティ

センター
碇公民館 才木公民館

水
　
　
　
質
　
　
　
基
　
　
　
準
　
　
　
項
　
　
　
目

検出されないこと

μg／

μg／

異常でないこと

異常でないこと
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沈目公民館

※11月より沈目浄水施
設に変更

不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出 不検出

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

東阿高団地公民館 味取公民館 芦原公民館鰐瀬公民館 西宮原公民館 合志川河川公園
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６　水質基準適合率

単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

％

基準適合回数

検査回数

（参考）平成29年度給水栓水水質検査地点位置図(平成29年4月1日現在）

水質基準適合率

※　水質基準に関する省令に規定する水質基準51項目の基準の適合状況。
※　毎月定期的に給水栓で水質検査を実施。

　※地点番号は、「５ 水質検査結果」の採水地点番号と対応しています。

嘉島町

●

●

富合西

配水系統

●

熊本市上下水道局

榎津配水系統

●

岩倉山配水系統

●

健軍・秋田配水系統

高遊原・小山山

配水系統

岳配水系統

万日山

配水系統

和泉
配水系統

徳王

配水系統

鶴羽田配水系統

立田山
配水系統

熊本港

有明海

菊陽町

合志市

玉名市

熊本市役所

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●●

●

川尻
配水系統

熊本駅

●

●

●

木留配水系統

飛田配水系統

赤見配水系統

東阿高団地配水系統

廻江・清藤
配水系統

富合南部
配水系統

本鰐瀬配水系統

舞原配水系統

沈目配水系統

東区役所
西区役所

南区役所

●

西梶尾

配水系統

西宮原

配水系統

●

益城町

宇城市

宇土市

金峰山 ●

平山配水系統

川床配水系統

白浜配水系統

高配水系統

碇配水系統●
●●

●

改寄配水系統

北区役所

一木配水系統

△岩野山

●

植木ＩＣ
△
平尾山

山本配水系統

●

大塚

配水系統

新配水系統

●

富合東部

配水系統

●

城山配水系統

●
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６　水質基準適合率

単位 平成29年度 平成28年度 平成27年度 平成26年度 平成25年度

％

基準適合回数

検査回数

（参考）平成29年度給水栓水水質検査地点位置図(平成29年4月1日現在）

水質基準適合率

※　水質基準に関する省令に規定する水質基準51項目の基準の適合状況。
※　毎月定期的に給水栓で水質検査を実施。

　※地点番号は、「５ 水質検査結果」の採水地点番号と対応しています。

嘉島町

●

●

富合西

配水系統

●

熊本市上下水道局

榎津配水系統

●

岩倉山配水系統

●

健軍・秋田配水系統

高遊原・小山山

配水系統

岳配水系統

万日山

配水系統

和泉
配水系統

徳王

配水系統

鶴羽田配水系統

立田山
配水系統

熊本港

有明海

菊陽町

合志市

玉名市

熊本市役所

●

●
●

●

●

●

●

●

●

●●

●

川尻
配水系統

熊本駅

●

●

●

木留配水系統

飛田配水系統

赤見配水系統

東阿高団地配水系統

廻江・清藤
配水系統

富合南部
配水系統

本鰐瀬配水系統

舞原配水系統

沈目配水系統

東区役所
西区役所

南区役所

●

西梶尾

配水系統

西宮原

配水系統

●

益城町

宇城市

宇土市

金峰山 ●

平山配水系統

川床配水系統

白浜配水系統

高配水系統

碇配水系統●
●●

●

改寄配水系統

北区役所

一木配水系統

△岩野山

●

植木ＩＣ
△
平尾山

山本配水系統

●

大塚

配水系統

新配水系統

●

富合東部

配水系統

●

城山配水系統

●



７　口径別調定状況
１３㎜

延戸数 水量 金額 延戸数 水量 金額
29年度　
28年度　
27年度　
26年度　
25年度　

29年  4月　
5月　
6月　
7月　
8月　
9月　

10月　
11月　
12月　

30年  1月　
2月　
3月　

５０㎜
延戸数 水量 金額 延戸数 水量 金額

29年度　
28年度　
27年度　
26年度　
25年度　

29年  4月　
5月　
6月　
7月　
8月　
9月　

10月　
11月　
12月　

30年  1月　
2月　
3月　

浴場営業用
延戸数 水量 金額 延戸数 水量 金額

29年度　
28年度　
27年度　
26年度　
25年度　

29年  4月　
5月　
6月　
7月　
8月　
9月　

10月　
11月　
12月　

30年  1月　
2月　
3月　

年度・月次
一時用

年度・月次
２０㎜

年度・月次
７５㎜
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７　口径別調定状況
１３㎜

延戸数 水量 金額 延戸数 水量 金額
29年度　
28年度　
27年度　
26年度　
25年度　

29年  4月　
5月　
6月　
7月　
8月　
9月　

10月　
11月　
12月　

30年  1月　
2月　
3月　

５０㎜
延戸数 水量 金額 延戸数 水量 金額

29年度　
28年度　
27年度　
26年度　
25年度　

29年  4月　
5月　
6月　
7月　
8月　
9月　

10月　
11月　
12月　

30年  1月　
2月　
3月　

浴場営業用
延戸数 水量 金額 延戸数 水量 金額

29年度　
28年度　
27年度　
26年度　
25年度　

29年  4月　
5月　
6月　
7月　
8月　
9月　

10月　
11月　
12月　

30年  1月　
2月　
3月　

年度・月次
一時用

年度・月次
２０㎜

年度・月次
７５㎜

２５㎜ ４０㎜
延戸数 水量 金額 延戸数 水量 金額

１００㎜ １５０㎜
延戸数 水量 金額 延戸数 水量 金額

合計
延戸数 水量 金額

(単位：戸(件)、m 、円)
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８　用途別調定状況

延戸数 水　量 金　額 延件数 水　量 金　額

29年度　

28年度　

27年度　

26年度　

25年度　

29年  4月　

5月　

6月　

7月　

8月　

9月　

10月　

11月　

12月　

30年  1月　

2月　

3月　

延件数 水　量 金　額 延件数 水　量 金　額

29年度　

28年度　

27年度　

26年度　

25年度　

29年  4月　

5月　

6月　

7月　

8月　

9月　

10月　

11月　

12月　

30年  1月　

2月　

3月　

９　１人１日あたり生活用水量
生活用水量

（ｍ ）

給水人口
（人）

１人１日あたり
生活用水量（ﾘｯﾄﾙ）

29年度　

28年度　

27年度　

26年度　

25年度　

年度・月次
官　公　署　用

年度・月次
営　業　用 工　場　用

生　活　用
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８　用途別調定状況

延戸数 水　量 金　額 延件数 水　量 金　額

29年度　

28年度　

27年度　

26年度　

25年度　

29年  4月　

5月　

6月　

7月　

8月　

9月　

10月　

11月　

12月　

30年  1月　

2月　

3月　

延件数 水　量 金　額 延件数 水　量 金　額

29年度　

28年度　

27年度　

26年度　

25年度　

29年  4月　

5月　

6月　

7月　

8月　

9月　

10月　

11月　

12月　

30年  1月　

2月　

3月　

９　１人１日あたり生活用水量
生活用水量

（ｍ ）

給水人口
（人）

１人１日あたり
生活用水量（ﾘｯﾄﾙ）

29年度　

28年度　

27年度　

26年度　

25年度　

年度・月次
官　公　署　用

年度・月次
営　業　用 工　場　用

生　活　用

延件数 水　量 金　額 延件数 水　量 金　額 延件数 水　量 金　額

延件数 水　量 金　額 延件・戸数 水　量 金　額

合　　計そ　の　他

(単位：戸(件)、m 、円)

学　校　用 病　院　用 事　務　所　用
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１０　漏水防止状況

漏水調査距離 ｋｍ

配水管修理件数 件

推 定 防 止 量 /日

給水管 公道
修 理 件 数

件

推 定 防 止 量 /日

給水管 ﾒｰﾀ上流
修 理 件 数

件

推 定 防 止 量 /日

弁栓漏水修理件数 件

推 定 防 止 量 /日

修 理 件 数 件

推 定 防 止 量 /日

配水管修理件数 件

推 定 防 止 量 /日

給水管 公道
修 理 件 数

件

推 定 防 止 量 /日

給水管 ﾒｰﾀ上流
修 理 件 数

件

推 定 防 止 量 /日

弁栓漏水修理件数 件

推 定 防 止 量 /日

修 理 件 数 件

推 定 防 止 量 /日

修 理 件 数 件

/日

万ｍ /年

＊　件数は実際の修理数であり、調査手直し等だけの件数は含まない。

平成29年度 平成26年度平成27年度平成28年度 平成25年度

合
　
計

推定防止量（一日）

漏
　
水
　
調
　
査
　
分

小
　
計

一
　
般
　
受
　
付
　
分

小
　
計

推定防止量（年間）
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１０　漏水防止状況

漏水調査距離 ｋｍ

配水管修理件数 件

推 定 防 止 量 /日

給水管 公道
修 理 件 数

件

推 定 防 止 量 /日

給水管 ﾒｰﾀ上流
修 理 件 数

件

推 定 防 止 量 /日

弁栓漏水修理件数 件

推 定 防 止 量 /日

修 理 件 数 件

推 定 防 止 量 /日

配水管修理件数 件

推 定 防 止 量 /日

給水管 公道
修 理 件 数

件

推 定 防 止 量 /日

給水管 ﾒｰﾀ上流
修 理 件 数

件

推 定 防 止 量 /日

弁栓漏水修理件数 件

推 定 防 止 量 /日

修 理 件 数 件

推 定 防 止 量 /日

修 理 件 数 件

/日

万ｍ /年

＊　件数は実際の修理数であり、調査手直し等だけの件数は含まない。

平成29年度 平成26年度平成27年度平成28年度 平成25年度

合
　
計

推定防止量（一日）

漏
　
水
　
調
　
査
　
分

小
　
計

一
　
般
　
受
　
付
　
分

小
　
計

推定防止量（年間）

１１　配水管等管理関係工事
（１） 移設及び嵩上げ工事

年度 13㎜ 25㎜ 75㎜ 仕切弁 計

（２） 他工事

区分

年度 件数 件数 件数 件数 件数

29年度

28年度

27年度

26年度

25年度

（３）維持工事

維 持 工 事

件　数

金　額

１２　鉛製給水管率

鉛製給水管
使用件数

給水件数

鉛製
給水管率

*富合町、城南町、植木町を除く

（単位：件）

消火栓

嵩　上　げ区分 移　設・破　損　修　理

26年度

20㎜ 40～50㎜ 計

29年度

25年度

金額

計下水道道　路 ＮＴＴ

26年度

(単位：件、円）

29年度 26年度27年度

27年度29年度 28年度

他　　工　　事

28年度

28年度

その他

(単位：件、％）

27年度

金額金額 金額 金額

(単位：件、円）

25年度

25年度
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Ⅴ　給水装置・加入金

１　加入金改定の変遷 (単位：円）

昭和48年4月1日 昭和51年4月1日 昭和59年4月1日 平成元年4月1日 平成9年4月1日 平成21年9月1日 平成26年4月1日

　 　

２　現行手数料

種　　　　別 金　　　額

設 計 手 数 料 １件につき 1,080円

給 水 装 置 工 事
事業者指定審査
手 数 料

１件につき 8,000円

設計審査手数料 １件につき 1,000円

メーター口径が20mm以下のとき

１件につき

工事検査手数料 メーター口径が25mm以上40mm以下のとき

１件につき

メーター口径が50mm以上のとき

１件につき

基　　　　　準

2,500円

5,000円

7,000円

         実施年月日　

※　増径工事については、新旧メーター口径に係る基準額の差額
※　平成21年9月改定は、加入金の総額表示に伴う改定
※　平成元年4月・平成9年4月・平成26年4月改定は、消費税率改定に伴う改定

加入金は、
左記の基準
額に100分
の103を乗じ
て得た額と
する。

加入金は、
左記の基準
額に100分
の105を乗じ
て得た額と
する。

　口径区分
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３　加入金口径別収入状況

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

29年度

29年4月

　　5月

　　6月

　　7月

　　8月

　　9月

　　10月

　　11月

　　12月

30年1月

　　2月

　　3月

28年度

27年度

26年度

25年度

４　手数料収入状況 （単位：件、円）

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

29年度

29年4月

　　5月

　　6月

　　7月

　　8月

　　9月

　　10月

　　11月

　　12月

30年1月

　　2月

　　3月

28年度

27年度

26年度

25年度

年度
・

月次

新　設　分

年度
・

月次

工事検査手数料 設計審査手数料
給水装置工事事業者
指定審査手数料

13ｍｍ 20ｍｍ 25ｍｍ 40ｍｍ 50ｍｍ
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（単位：件、円）

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

５　給水装置工事受付状況 （単位：件）

新　設　分

改造新設

件数

計

合　計
75ｍｍ 100ｍｍ 150ｍｍ

増　径　分

年度
・

月次

29年度

29年4月

備考

　　3月

27年度

26年度

25年度

　　2月

　　10月

　　11月

　　12月

30年1月

28年度

　　5月

　　6月

　　7月

　　8月

　　9月
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Ⅵ　水道事業会計財務統計

１　経理状況

    平成 年度の経理状況は、次のようになりました。事業収益は、 億 千 百万円で前年度

に比べ 千 百万円（ ％）の増収となりました。そのうち料金収入は、 億 百万円で前年

度に比べ 千 百万円（ ％）の減収となりました。

また、事業費の主な内容は、職員給与費 億 百万円、維持管理費 億 千 百万円、減価償

却費 億 千 百万円、企業債支払利息 億 千 百万円などです。事業費全体で 億 千 百万

円となり、前年度に比べ 億 千 百万円（ ％）の増加となりました。従いまして、損益は、

億 千 百万円の純利益となり、前年度に比べ 億 千 百万円の減益となりました。

一方、資本的収入は、企業債 億 千万円、加入金 億 千 百万円、国庫補助金 億 千万円

など合計 億 千 百万円となりました。また、資本的支出は、建設改良費 億 千 百万円、

企業債償還金 億 千 百万円で合計 億 千 百万円となりました。

この結果、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、 億 千 百万円となり、

これについては、減債積立金 億 千 百万円、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調

整額 億 千 百万円、及び過年度分損益勘定留保資金 億 千 百万円で補てんしました。

 

平成29年度の経理状況は、次のようになりました。 
事業収益は、133億8千8百万円で前年度に比べ1億9千7百万円（1.5％）の増収となりました。
そのうち料金収入は、118億6百万円で前年度に比べ8億6千2百万円（7.9％）の増収となりまし
た。 
  また、事業費の主な内容は、職員給与費17億9千7百万円、維持管理費36億4千万円、企業
債支払利息5億8千2百万円、減価償却費45億1千6百万円などです。事業費全体で107億8千2
百万円となり、前年度に比べ9億4千5百万円（8.1％）の減少となりました。従いまして、損益は、
26億6百万円の純利益となり、前年度に比べ11億4千2百万円の増益となりました。 
  一方、資本的収入は、企業債14億3千5百万円、補助金1億7千5百万円、負担金1億2千1百万
円、加入金4億7千5百万円など合計22億9千6百万円となりました。  
  また、資本的支出は、建設改良費65億9千2百万円、企業債償還金17億2千5百万円で合計
83億1千7百万円となりました。 
  この結果、資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、60億2千1百万円となり、こ
れについては、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額4億1千2百万円、減債積
立金17億2千5百万円及び損益勘定留保資金38億8千4百万円で補てんしました。 
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２ 予算決算対照表
(１) 収益的収入及び支出

予算額 決算額 予算額 決算額

営 業 収 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

特 別 利 益
（ 災 害 ）

営 業 費 用

営 業 外 費 用

特 別 損 失

予 備 費

特 別 損 失
（ 災 害 ）

(２) 資本的収入及び支出

予算額 決算額 予算額 決算額

企 業 債

補 助 金

負 担 金

加 入 金

固定資産売却代金

建 設 改 良 費

企 業 債 償 還 金

補 助 金 返 還 金

予 備 費

△ 7,558,332,825 △ 6,021,497,643 △ 7,375,456,602 △ 5,256,502,917

△ 5,197,489,825 △ 2,994,399,836 △ 6,043,053,602 △ 3,424,321,319

区　　　分

事 業 収 益

29年度

29年度

28年度

28年度

収益的収支と資本的収支差額

事 業 費 用

区　　　分

収益的収支差額

資 本 的 収 入

資 本 的 支 出

資本的収支差額

（税込、単位：円）

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

（税込、単位：円）

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

△ 8,599,435,556 △ 6,572,059,349 △ 8,621,140,487 △ 5,941,643,253 △ 9,331,312,080 △ 6,831,528,981

△ 5,561,920,556 △ 2,972,590,569 △ 7,375,260,487 △ 4,509,883,548 △ 7,517,402,080 △ 4,533,870,532

25年度

25年度

27年度

27年度

26年度

26年度
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（税込、単位：円）

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

（税込、単位：円）

予算額 決算額 予算額 決算額 予算額 決算額

△ 8,599,435,556 △ 6,572,059,349 △ 8,621,140,487 △ 5,941,643,253 △ 9,331,312,080 △ 6,831,528,981

△ 5,561,920,556 △ 2,972,590,569 △ 7,375,260,487 △ 4,509,883,548 △ 7,517,402,080 △ 4,533,870,532

25年度

25年度

27年度

27年度

26年度

26年度
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３　損益計算書

金　　額 構成比 金　　額 構成比

給 水 収 益

負 担 金

受 託 工 事 収 益

そ の 他 営 業 収 益

受 取 利 息

他 会 計 補 助 金

補 償 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

固 定 資 産 売 却 益

過 年 度 損 益 修 正 益

そ の 他 特 別 利 益

負 担 金

国 （ 県 ） 補 助 金

他 会 計 補 助 金

雑 収 益

原 水 費

配 水 費

給 水 費

受 託 工 事 費

簡 易 水 道 維 持 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

雑 支 出

固 定 資 産 売 却 損

過 年 度 損 益 修 正 損

そ の 他 特 別 損 失

原 水 費

配 水 費

給 水 費

受 託 工 事 費

業 務 費

総 係 費

過 年 度 損 益 修 正 損

28年度

当 年 度 純 利 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

29年度

営 業 外 費 用

特 別 損 失

事 業 収 益

営 業 収 益

科　　　目

事 業 費 用

特 別 利 益 （ 災 害 ）

特 別 損 失 （ 災 害 ）

（税抜、単位: 円、％）

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比

25年度26年度27年度

112



３　損益計算書

金　　額 構成比 金　　額 構成比

給 水 収 益

負 担 金

受 託 工 事 収 益

そ の 他 営 業 収 益

受 取 利 息

他 会 計 補 助 金

補 償 金

長 期 前 受 金 戻 入

雑 収 益

固 定 資 産 売 却 益

過 年 度 損 益 修 正 益

そ の 他 特 別 利 益

負 担 金

国 （ 県 ） 補 助 金

他 会 計 補 助 金

雑 収 益

原 水 費

配 水 費

給 水 費

受 託 工 事 費

簡 易 水 道 維 持 費

業 務 費

総 係 費

減 価 償 却 費

資 産 減 耗 費

支 払 利 息 及 び
企 業 債 取 扱 諸 費

雑 支 出

固 定 資 産 売 却 損

過 年 度 損 益 修 正 損

そ の 他 特 別 損 失

原 水 費

配 水 費

給 水 費

受 託 工 事 費

業 務 費

総 係 費

過 年 度 損 益 修 正 損

28年度

当 年 度 純 利 益

営 業 外 収 益

特 別 利 益

営 業 費 用

29年度

営 業 外 費 用

特 別 損 失

事 業 収 益

営 業 収 益

科　　　目

事 業 費 用

特 別 利 益 （ 災 害 ）

特 別 損 失 （ 災 害 ）

（税抜、単位: 円、％）

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比

25年度26年度27年度
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４　貸借対照表
借

金　　額 構成比 金　　額 構成比

有 形 固 定 資 産

イ 土 地

ロ 建 物

ハ 構 築 物

ニ 機 械 及 び 装 置

ホ 車 両 運 搬 具

ヘ 工 具 器 具 及 び 備 品

ト リ ー ス 資 産

チ 建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

イ 施 設 利 用 権

ロ 電 話 加 入 権

投 資

イ 出 資 金

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

前 払 金

貸

金　　額 構成比 金　　額 構成比

企 業 債

リ ー ス 債 務

引 当 金

企 業 債

リ ー ス 債 務

未 払 金

前 受 金

引 当 金

そ の 他 流 動 負 債

自 己 資 本 金

借 入 資 本 金

イ 企 業 債

資 本 剰 余 金

イ 受 贈 財 産 評 価 額

ロ 補 助 金

ハ 負 担 金

ニ 加 入 金

ホ そ の 他 資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

イ 減 債 積 立 金

ロ
当 年 度 未 処 分
利 益 剰 余 金

（1）

（2）

負 債 ・ 資 本 合 計

資 本 金

（1）

（2）

剰 余 金

（3）

（4）

（5）

（6）

繰 延 収 益

固 定 負 債

勘　定　科　目

28年度

29年度 28年度

（2）

固 定 資 産

流 動 資 産

勘　定　科　目 29年度

（1）

（2）

負 債 合 計

資 本 合 計

資 産 合 計

（4）

（2）

（1）

（3）

（1）

（3）

（2）

（3）

流 動 負 債

（1）

（税抜、単位: 円、％）
方

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比

方

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比

25年度

27年度 26年度 25年度

27年度 26年度
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４　貸借対照表
借

金　　額 構成比 金　　額 構成比

有 形 固 定 資 産

イ 土 地

ロ 建 物

ハ 構 築 物

ニ 機 械 及 び 装 置

ホ 車 両 運 搬 具

ヘ 工 具 器 具 及 び 備 品

ト リ ー ス 資 産

チ 建 設 仮 勘 定

無 形 固 定 資 産

イ 施 設 利 用 権

ロ 電 話 加 入 権

投 資

イ 出 資 金

現 金 預 金

未 収 金

貯 蔵 品

前 払 金

貸

金　　額 構成比 金　　額 構成比

企 業 債

リ ー ス 債 務

引 当 金

企 業 債

リ ー ス 債 務

未 払 金

前 受 金

引 当 金

そ の 他 流 動 負 債

自 己 資 本 金

借 入 資 本 金

イ 企 業 債

資 本 剰 余 金

イ 受 贈 財 産 評 価 額

ロ 補 助 金

ハ 負 担 金

ニ 加 入 金

ホ そ の 他 資 本 剰 余 金

利 益 剰 余 金

イ 減 債 積 立 金

ロ
当 年 度 未 処 分
利 益 剰 余 金

（1）

（2）

負 債 ・ 資 本 合 計

資 本 金

（1）

（2）

剰 余 金

（3）

（4）

（5）

（6）

繰 延 収 益

固 定 負 債

勘　定　科　目

28年度

29年度 28年度

（2）

固 定 資 産

流 動 資 産

勘　定　科　目 29年度

（1）

（2）

負 債 合 計

資 本 合 計

資 産 合 計

（4）

（2）

（1）

（3）

（1）

（3）

（2）

（3）

流 動 負 債

（1）

（税抜、単位: 円、％）
方

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比

方

金　　額 構成比 金　　額 構成比 金　　額 構成比

25年度

27年度 26年度 25年度

27年度 26年度
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５　キャッシュフロー計算書
（税抜、単位：円）

６　性質別支出状況

金　額 構成比 金　額 構成比

1．職員給与費

うち退職給付費

2．維持管理費

動力費

薬品費

修繕及び材料費

委託料

その他

3．支払利息

4．減価償却費

5．受託工事費等

6．特別損失（災害）

費用合計

有形固定資産譲渡損益（△は益）

△ 38,781,792

△ 290,523,880

△ 581,858,825

△ 5,313,507,551

△ 6,139,325,182

△ 59,153,738

△ 2,517,191

項　　目
29年度 28年度

６.資金期末残高

△ 1,725,287,311

△ 4,227,157

29年度

減価償却費

当年度純利益

１.業務活動によるキャッシュフロー

項目

貸倒引当金の増減額（△は減少）

△ 289,987,311

有形固定資産売却損益（△は益）

前払金の増減額（△は増加）

たな卸資産の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

未収金の増減額（△は増加）

有形固定資産の売却による収入

有形固定資産の取得による支出

２.投資活動によるキャッシュ・フロー

利息の支払額

引当金の増減額（△は減少）

△ 845,833,794

△ 6,303,016

△ 176,257

△ 60,464,201

３.財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

その他流動負債の増減額（△は減少）

前受金の増減額（△は減少）

支払利息

受取利息及び受取配当金

長期前受金戻入額

４.資金増加額（又は減少額）
５.資金期首残高

国庫補助金等による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

特定収入見合い消費税（４条）

加入金による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

その他の企業債による収入

長期前受金収益化累計額の修正他（特別利益）

利息及び配当金の受取額

有形固定資産の除却

小計

（税抜、単位：円）

（税抜、単位：円、％）

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

25年度26年度27年度

28年度

△ 5,165,185

△ 154,235,158

△ 78,899,600

△ 313,463,638

△ 828,571,931

△ 7,424,952

△ 614,221,780

△ 4,969,970,904

△ 5,603,123,866

△ 4,658,110

△ 1,761,705,131

△ 1,134,999

△ 12,479,949
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５　キャッシュフロー計算書
（税抜、単位：円）

６　性質別支出状況

金　額 構成比 金　額 構成比

1．職員給与費

うち退職給付費

2．維持管理費

動力費

薬品費

修繕及び材料費

委託料

その他

3．支払利息

4．減価償却費

5．受託工事費等

6．特別損失（災害）

費用合計

有形固定資産譲渡損益（△は益）

△ 38,781,792

△ 290,523,880

△ 581,858,825

△ 5,313,507,551

△ 6,139,325,182

△ 59,153,738

△ 2,517,191

項　　目
29年度 28年度

６.資金期末残高

△ 1,725,287,311

△ 4,227,157

29年度

減価償却費

当年度純利益

１.業務活動によるキャッシュフロー

項目

貸倒引当金の増減額（△は減少）

△ 289,987,311

有形固定資産売却損益（△は益）

前払金の増減額（△は増加）

たな卸資産の増減額（△は増加）

未払金の増減額（△は減少）

未収金の増減額（△は増加）

有形固定資産の売却による収入

有形固定資産の取得による支出

２.投資活動によるキャッシュ・フロー

利息の支払額

引当金の増減額（△は減少）

△ 845,833,794

△ 6,303,016

△ 176,257

△ 60,464,201

３.財務活動によるキャッシュ・フロー

建設改良費等の財源に充てるための企業債の償還による支出

その他流動負債の増減額（△は減少）

前受金の増減額（△は減少）

支払利息

受取利息及び受取配当金

長期前受金戻入額

４.資金増加額（又は減少額）
５.資金期首残高

国庫補助金等による収入

建設改良費等の財源に充てるための企業債による収入

特定収入見合い消費税（４条）

加入金による収入

一般会計又は他の特別会計からの繰入金による収入

その他の企業債による収入

長期前受金収益化累計額の修正他（特別利益）

利息及び配当金の受取額

有形固定資産の除却

小計

（税抜、単位：円）

（税抜、単位：円、％）

金　額 構成比 金　額 構成比 金　額 構成比

25年度26年度27年度

28年度

△ 5,165,185

△ 154,235,158

△ 78,899,600

△ 313,463,638

△ 828,571,931

△ 7,424,952

△ 614,221,780

△ 4,969,970,904

△ 5,603,123,866

△ 4,658,110

△ 1,761,705,131

△ 1,134,999

△ 12,479,949
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７  経営分析

分   析   項   目

負 荷 率 １日平均配水量

（％） １日最大配水量

施 設 利 用 率 １日平均配水量

（％） 公称施設能力（ｍ /日）

最 大 稼 動 率 １日最大配水量

（％） 公称施設能力（ｍ /日）

配 水 管 使 用 効 率 年間配水量

（m /ｍ） 導送配水管延長

固 定 資 産 使 用 効 率 年間配水量

（m /万円） 有形固定資産

損益勘定職員一人当り給水戸数 給水戸数

（戸） 損益勘定所属職員数

損益勘定職員一人当り給水人口 給水人口（推計人口）

（人） 損益勘定所属職員数

損益勘定職員一人当り有収水量 年間有収水量 

（m ） 損益勘定所属職員数

損益勘定職員一人当り営業収益 営業収益－受託工事収益

（千円） 損益勘定所属職員数

職員一人当り有形固定資産 有形固定資産

（千円）

給 水 原 価

（円/m ） 年間有収水量 

供 給 単 価 給水収益

（円/m ） 年間有収水量 

分   析   項   目

固 定 資 産 構 成 比 率 固定資産

（％） 資産合計

自 己 資 本 構 成 比 率 資本金＋剰余金＋評価等差額+繰延収益

（％） 負債・資本合計

固定資産対長期資本比率 固定資産

（％） 資本金＋剰余金＋評価等差額+固定負債+繰延収益

固 定 比 率 固定資産

（％） 資本金+剰余金+評価等差額+繰延収益

負 債 比 率 固定負債＋流動負債

（％） 資本金+剰余金+評価等差額+繰延収益

流 動 比 率 流動資産

（％） 流動負債

×

×

×

×

29年度

×

×

×

29年度

×

×

算          式

×

×

×

×

損益勘定職員数＋資本勘定所属職員数

経常費用―(受託工事費＋不用品及び材
料売却原価＋附帯工事費）

算          式

業

務

分

析

比

率

財

務

分

析

比

率 ×

×

×

×

×

28年度 27年度 26年度 25年度 説　　明

28年度 27年度 26年度 25年度 説　　明

施設効率を判断する指標。平均配水量と最大配水量の割合示す。数値が大きいほど効
率的となる。施設の効率性については、施設利用率、最大稼働率を併せて判断する必要
がある。

施設効率を判断する指標。平均配水量と配水能力の割合示す。数値が大きいほど効率
的となる。施設の効率性については、負荷率、最大稼働率を併せて判断する必要があ
る。

将来の水需要に対応すべき先行投資の適正を示す指数。最大配水量と配水能力の割合
を示す。施設の効率性については、負荷率、施設利用率を併せて判断する必要がある。

労働生産性を給水戸数で判断する指標。この数値は高いほど良い。

施設の効率性を判断する指標。数値が大きいほど効率的となる。

配水管が効率的に使用されているかを判断する指標で、数値が大きいほど効率的となる
が、水融通管等が増えれば数値は下がる。

労働生産性を給水人口で判断する指標。この数値は高いほど良い。

労働生産性を有収水量で判断する指標。この数値は高いほど良い。

労働生産性を営業収益で判断する指標。この数値は水道料金の供給単価によって大きく
変わる。

職員一人当りの有形固定資産を判断する指標。この数値は高いほど良い。

有収水量1m 当りについて、どれだけの費用がかかっているかを判断する指標。有収水量

1ｍ 当りの原価。

有収水量1m 当りについて、どれだけの収益を得ているかを判断する指標。有収水量1ｍ
当りの売値。

固定資産がどのような財源で構成されているかを判断する指標。100％以下であることが
要求され、100％を超える場合は、不良債務が発生していることを意味する。比率は低い
ほうが良い。

財務的安全性を判断する指標。自己資本に対する固定資産の比率であり、数値は小さい
方が望ましい。

自己資本に対する他人資本の割合を判断する指標。数値は低いほうが良い。

資産構成の適正度を判断する指標。過大な固定資産は、固定費の増大と資金の固定化
をもたらすことになり、比率は低いほうが良い。

自己資本調達度を判断する指標。総資本の中に占める自己資本の比率であり、この率が
高いほど他人資本が入らず企業経営が健全であるといえる。

支払能力を判断する指標。数値は大きいほど良く、200％以上あることが望ましい。
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７  経営分析

分   析   項   目

負 荷 率 １日平均配水量

（％） １日最大配水量

施 設 利 用 率 １日平均配水量

（％） 公称施設能力（ｍ /日）

最 大 稼 動 率 １日最大配水量

（％） 公称施設能力（ｍ /日）

配 水 管 使 用 効 率 年間配水量

（m /ｍ） 導送配水管延長

固 定 資 産 使 用 効 率 年間配水量

（m /万円） 有形固定資産

損益勘定職員一人当り給水戸数 給水戸数

（戸） 損益勘定所属職員数

損益勘定職員一人当り給水人口 給水人口（推計人口）

（人） 損益勘定所属職員数

損益勘定職員一人当り有収水量 年間有収水量 

（m ） 損益勘定所属職員数

損益勘定職員一人当り営業収益 営業収益－受託工事収益

（千円） 損益勘定所属職員数

職員一人当り有形固定資産 有形固定資産

（千円）

給 水 原 価

（円/m ） 年間有収水量 

供 給 単 価 給水収益

（円/m ） 年間有収水量 

分   析   項   目

固 定 資 産 構 成 比 率 固定資産

（％） 資産合計

自 己 資 本 構 成 比 率 資本金＋剰余金＋評価等差額+繰延収益

（％） 負債・資本合計

固定資産対長期資本比率 固定資産

（％） 資本金＋剰余金＋評価等差額+固定負債+繰延収益

固 定 比 率 固定資産

（％） 資本金+剰余金+評価等差額+繰延収益

負 債 比 率 固定負債＋流動負債

（％） 資本金+剰余金+評価等差額+繰延収益

流 動 比 率 流動資産

（％） 流動負債

×

×

×

×

29年度

×

×

×

29年度

×

×

算          式

×

×

×

×

損益勘定職員数＋資本勘定所属職員数

経常費用―(受託工事費＋不用品及び材
料売却原価＋附帯工事費）

算          式

業

務

分

析

比

率

財

務

分

析

比

率 ×

×

×

×

×

28年度 27年度 26年度 25年度 説　　明

28年度 27年度 26年度 25年度 説　　明

施設効率を判断する指標。平均配水量と最大配水量の割合示す。数値が大きいほど効
率的となる。施設の効率性については、施設利用率、最大稼働率を併せて判断する必要
がある。

施設効率を判断する指標。平均配水量と配水能力の割合示す。数値が大きいほど効率
的となる。施設の効率性については、負荷率、最大稼働率を併せて判断する必要があ
る。

将来の水需要に対応すべき先行投資の適正を示す指数。最大配水量と配水能力の割合
を示す。施設の効率性については、負荷率、施設利用率を併せて判断する必要がある。

労働生産性を給水戸数で判断する指標。この数値は高いほど良い。

施設の効率性を判断する指標。数値が大きいほど効率的となる。

配水管が効率的に使用されているかを判断する指標で、数値が大きいほど効率的となる
が、水融通管等が増えれば数値は下がる。

労働生産性を給水人口で判断する指標。この数値は高いほど良い。

労働生産性を有収水量で判断する指標。この数値は高いほど良い。

労働生産性を営業収益で判断する指標。この数値は水道料金の供給単価によって大きく
変わる。

職員一人当りの有形固定資産を判断する指標。この数値は高いほど良い。

有収水量1m 当りについて、どれだけの費用がかかっているかを判断する指標。有収水量

1ｍ 当りの原価。

有収水量1m 当りについて、どれだけの収益を得ているかを判断する指標。有収水量1ｍ
当りの売値。

固定資産がどのような財源で構成されているかを判断する指標。100％以下であることが
要求され、100％を超える場合は、不良債務が発生していることを意味する。比率は低い
ほうが良い。

財務的安全性を判断する指標。自己資本に対する固定資産の比率であり、数値は小さい
方が望ましい。

自己資本に対する他人資本の割合を判断する指標。数値は低いほうが良い。

資産構成の適正度を判断する指標。過大な固定資産は、固定費の増大と資金の固定化
をもたらすことになり、比率は低いほうが良い。

自己資本調達度を判断する指標。総資本の中に占める自己資本の比率であり、この率が
高いほど他人資本が入らず企業経営が健全であるといえる。

支払能力を判断する指標。数値は大きいほど良く、200％以上あることが望ましい。
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分   析   項   目

当 座 比 率 現金預金＋未収金

（％） 流動負債

現 金 預 金 比 率 現金預金

（％） 流動負債

総 資 本 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首総資本＋期末総資本）÷2

自 己 資 本 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首自己資本＋期末自己資本）÷2

固 定 資 産 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首固定資産＋期末固定資産）÷2

流 動 資 産 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首流動資産＋期末流動資産)÷2

未 収 金 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首未収金＋期末未収金）÷2

貯 蔵 品 回 転 率 期首貯蔵品＋当年度受入高―期末貯蔵品

（回） （期首貯蔵品＋期末貯蔵品）÷２

減 価 償 却 率 減価償却費

（％）
有形固定資産＋無形固定資産
－土地－建設仮勘定＋減価償却費

分   析   項   目

当年度純利益（純損失）

（％） (期首総資本＋期末総資本）÷2

総 収 支 比 率 総収益

（％） 総費用

営 業 収 支 比 率 営業収益－受託工事収益

（％） 営業費用－受託工事費

経 常 収 支 比 率 営業収益＋営業外収益

（％） 営業費用＋営業外費用

企業債元金償還額対 建設改良のための企業債償還元金

給水収益

企 業 債 利 息 対 企業債利息

給水収益

企業債元利償還額対 建設改良のための企業債元利償還額

給水収益

企 業 債 償 還 元 金 対 建設改良のための企業債償還元金

減価償却費

減価償却費

（％） 営業収益

職員給与費

（％） 営業費用

職員給与費

（％） 給水収益

×

×

29年度

×

×

×

×

×

×

×

×

29年度

×

×

算          式

給水収益（％）

×

×

財

務

分

析

比

率

×

総資本利益（損失）率

×

×

　
収

益

率

そ

の

他 給水収益（％）

×

給水収益（％）

×

×

×

算          式

減価償却費比率（％）

×

×
職員給与費対給水収益

減価償却額対営業収益

職員給与費対営業費用

×

×

×

×

×

28年度 27年度 26年度 25年度 説　　明

28年度 27年度 26年度 25年度 説　　明

企業の経常的な活動における収益性を表す指標。100％を超える場合は単年度黒字を、
100％未満の場合は単年度赤字を表す。

流動負債に対する支払能力を判断する指標。数値は大きいほうが良く、支払準備率を表
し100％以上あることが望ましい。

自己資本の活動状況を判断する指標。数値が大きいほど自己資本が効率よく活発になさ
れていることを示す。

総資本の活動状況を判断する指標。数値が大きいほど総資本の利用が効率よく活発に
なされていることを示す。

流動負債に対する支払能力を判断する指標。即座の支払能力を示す。数値は大きいほう
が良く、支払準備率を表し100％以上あることが望ましい。

固定資産がどの程度経営活動に利用されているかを判断する指標。数値が大きいほど、
施設などの固定資産が有効に稼動していることを示す。

損益計算上、総収益で総費用をまかなうことができるかどうかを示す。100％以上の事業
は健全経営といえる。

投下された資本と利益の関係から、経営の効率性、収益性を判断する指標。数値が大き
いほど良い。

流動資産がどの程度経営活動に利用されているかを判断する指標。数値が大きいほど、
流動資産が有効に稼動していることを示す。

未収金の回収状況を判断する指標。数値が大きいほど、未収期間が短く未収金が早く回
収されるを示す。

貯蔵品の入出庫状況を判断する指標。

固定資産に投下された資本の回収状況を判断する指標。数値が大きいほど資本として内
部留保されていることを示す。

総収益比率と違い営業外収支や受託工事収支といった企業本来の活動とは直接結びつ
かない収支を除外して企業固有の経済活動に着目した指標。100％以上の事業は健全
経営といえる。

企業債利息がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さいほうが良
い。

企業債の元金償還額がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さ
いほうが良い。

企業債の元利償還がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さいほ
うが良い。

職員給与費がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さいほうが良
い。

減価償却費がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さいほうが良
い。

営業費用に対する職員給与費の割合を示す。数値が小さいほうが良い。

投下資本の回収と再投資とのバランスを見る指標。100％を超えると再投資を行う際に企
業債等の外部資金に頼ることになる。数値が小さいほうが良い。
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分   析   項   目

当 座 比 率 現金預金＋未収金

（％） 流動負債

現 金 預 金 比 率 現金預金

（％） 流動負債

総 資 本 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首総資本＋期末総資本）÷2

自 己 資 本 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首自己資本＋期末自己資本）÷2

固 定 資 産 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首固定資産＋期末固定資産）÷2

流 動 資 産 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首流動資産＋期末流動資産)÷2

未 収 金 回 転 率 営業収益－受託工事収益

（回） （期首未収金＋期末未収金）÷2

貯 蔵 品 回 転 率 期首貯蔵品＋当年度受入高―期末貯蔵品

（回） （期首貯蔵品＋期末貯蔵品）÷２

減 価 償 却 率 減価償却費

（％）
有形固定資産＋無形固定資産
－土地－建設仮勘定＋減価償却費

分   析   項   目

当年度純利益（純損失）

（％） (期首総資本＋期末総資本）÷2

総 収 支 比 率 総収益

（％） 総費用

営 業 収 支 比 率 営業収益－受託工事収益

（％） 営業費用－受託工事費

経 常 収 支 比 率 営業収益＋営業外収益

（％） 営業費用＋営業外費用

企業債元金償還額対 建設改良のための企業債償還元金

給水収益

企 業 債 利 息 対 企業債利息

給水収益

企業債元利償還額対 建設改良のための企業債元利償還額

給水収益

企 業 債 償 還 元 金 対 建設改良のための企業債償還元金

減価償却費

減価償却費

（％） 営業収益

職員給与費

（％） 営業費用

職員給与費

（％） 給水収益

×

×

29年度

×

×

×

×

×

×

×

×

29年度

×

×

算          式

給水収益（％）

×

×

財

務

分

析

比

率

×

総資本利益（損失）率

×

×

　
収

益

率

そ

の

他 給水収益（％）

×

給水収益（％）

×

×

×

算          式

減価償却費比率（％）

×

×
職員給与費対給水収益

減価償却額対営業収益

職員給与費対営業費用

×

×

×

×

×

28年度 27年度 26年度 25年度 説　　明

28年度 27年度 26年度 25年度 説　　明

企業の経常的な活動における収益性を表す指標。100％を超える場合は単年度黒字を、
100％未満の場合は単年度赤字を表す。

流動負債に対する支払能力を判断する指標。数値は大きいほうが良く、支払準備率を表
し100％以上あることが望ましい。

自己資本の活動状況を判断する指標。数値が大きいほど自己資本が効率よく活発になさ
れていることを示す。

総資本の活動状況を判断する指標。数値が大きいほど総資本の利用が効率よく活発に
なされていることを示す。

流動負債に対する支払能力を判断する指標。即座の支払能力を示す。数値は大きいほう
が良く、支払準備率を表し100％以上あることが望ましい。

固定資産がどの程度経営活動に利用されているかを判断する指標。数値が大きいほど、
施設などの固定資産が有効に稼動していることを示す。

損益計算上、総収益で総費用をまかなうことができるかどうかを示す。100％以上の事業
は健全経営といえる。

投下された資本と利益の関係から、経営の効率性、収益性を判断する指標。数値が大き
いほど良い。

流動資産がどの程度経営活動に利用されているかを判断する指標。数値が大きいほど、
流動資産が有効に稼動していることを示す。

未収金の回収状況を判断する指標。数値が大きいほど、未収期間が短く未収金が早く回
収されるを示す。

貯蔵品の入出庫状況を判断する指標。

固定資産に投下された資本の回収状況を判断する指標。数値が大きいほど資本として内
部留保されていることを示す。

総収益比率と違い営業外収支や受託工事収支といった企業本来の活動とは直接結びつ
かない収支を除外して企業固有の経済活動に着目した指標。100％以上の事業は健全
経営といえる。

企業債利息がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さいほうが良
い。

企業債の元金償還額がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さ
いほうが良い。

企業債の元利償還がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さいほ
うが良い。

職員給与費がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さいほうが良
い。

減価償却費がどの程度経営要因になっているかを判断する指標。数値が小さいほうが良
い。

営業費用に対する職員給与費の割合を示す。数値が小さいほうが良い。

投下資本の回収と再投資とのバランスを見る指標。100％を超えると再投資を行う際に企
業債等の外部資金に頼ることになる。数値が小さいほうが良い。
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